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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"



　さてはて、ついに告白が成功してしまいましたよ！



　……おや、なんだか不満そうな顔ですね？　そりゃあまあ、どこぞの男がどんどんハーレムを作り上げていく話というのは、同じ男にしてみればとことん嬉うれしくないものかもしれませんが。しかも、ずっと憧あこがれていた先輩にほとんどＯＫみたいな返事を貰もらってしまったとあっては許せなくなるのも仕方ありませんね。

　まあ、ぶっちゃけお金みたいなものですよ。お金のある所にお金は集まるって言うじゃないですか。あれは、お金のある人はそのお金を使いまくることによって目立つようになり、人が寄ってきてお仕事も増えたりするからなんですよね。つまり羽振りがいい人にはお金を持っている人が集まる。逆に貧乏で何も出来ない人にはあんまり人が集まらない、みたいな感じです。これはきっと都市伝説ではありませんね。単なる事実です！

　それと同じで、女の子が集まっている男の所には割と女の子は集まるようなシステムになっているんです。女の子が集まるということは、その男はきっと女の子の扱いが上う手まいんだよ、みたいな一般的解釈が成り立つわけで。実際いっぱい女性に慣れている男と、女性と会話も出来ない男では女子としては楽しさがまるで違いますからね！　わはは！



　……おっと、そこでいじけないで下さい。

　貴方あなたはこーんな美人で話し上手で愛らしくて素敵でついでにもう一回美人な女の子と楽しくトーク出来ているではありませんか。私が一方的に話しまくっているというのは自他ともに認める事実ではありますが、それでも女子と会話が出来ている。そう、もし今までそんな機会があんまりないのでしたら、ここからスタートすればいいのですよ！

　で、えーと。なんの話でしたっけ？

　ああ、モンジがついに先輩への告白に成功してしまったー、という話でしたね。

　これで彼のハーレムもおしまいか？　ついにお付き合いする女性が出来てしまうのか？



　いえいえ、大丈夫です！



　ぶっちゃけあの先輩はそういう男女の仲に慣れていませんからね。そういう意味では、モンジにも女性は集まっていますが、決して女の子の扱いが上手いわけではありません。なんせ上手かったら誘惑されまくっている時ももっと素敵な返しをして余計メロメロにしてしまったりしているでしょうしね。むしろ結構女好きなイケメンとかはちょっとだけ手を出して「今はこれで勘弁してくれ（キリッ）」とか、そんな手段を取って誤ご魔ま化かしたりしますからね。おでこにチューとか。あ、このチューはモンジもやってましたね。やっぱり結構巧みな男なのかもしれません。うーん。流石さすが。



　ともあれ、あんなに女の子が周りにいるのにモンジはその扱いをどうしていいか解わかっていない以上、さらにポンポン女の子が増えるかもしれないってことなんですよ。



　そんなわけで今回は、前回の海の続きです。今回はどちらかと言うとモンジというよりも、モンジのことはあんまり気にしていないような女の子が大活躍！　する話ですかね？

　ついでに言うと、ラスボスがさらに暗躍しまくるー！　みたいな話でもありまして。



　そんな気になる、百物語のエピソード６を語るとしましょうか。



    

  
    
      

◆第十九話：‥“〝破滅”〟のロア・その一



◆2010-07-11T019:00:00　"Siragasaki Hotel Table tennis Room"



「勝負よ、メリーズドール！」



　いきなりスナオちゃんに指をびしぃっ！　と差されてしまう俺おれと一いち之の江え。

　愛らしい浴衣ゆかた姿に金髪縦ロールという風ふう貌ぼうが意外にマッチしているような、やっぱり合っていないような。そんなファッションになっている彼女は、今日も良く言えばスレンダーな胸を堂々と張っていた。首元、そして袖そでや裾すそから見える白い肌もいやらしさというよりは健康的な可愛かわいさを感じさせるもので、大変爽さわやかである。

　ちなみに浴衣姿の俺と一之江はホテルの卓球場で、正まさにバトルしているところだった。

「ほい、ラケット」

「あ、あんがと」

　自分が今まで使っていたラケットをスナオちゃんに手渡す。

「ふむ。私の波は動どう球きゆうの餌え食じきになりたいのですね」

　一之江が何やら格かつ好こいいポーズでボールとラケットを構えた。

「え、何それ!?」

「かなりおっかない必殺技だ。言っておくが生なま半はん可かな強さじゃないぞ」

　袖をめくって俺の肘ひじから下を見せてあげる。

　そこには大量の、丸くて赤い痕あと……一之江が俺にぶつけてきた卓球の球の形がくっきりと刻み込まれていた。

「ピンポンでどうすればこんな風ふうになるのよ!?」

「私の波動球は百九式まであるからです」

「なんか知ってるのより一個多い！」

「百物語なのに『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』とかぬかしている男もいるじゃないですか」

「あ、なるほどね」

　あっさり納得するスナオちゃんは大変物分かりがいいのかもしれない。というか、別に最初は自分でぬかしていたわけではなく、気が付いたら当選していて無む理り矢や理り名乗らざるを得なくなったわけだが。まあ、今はハンドレッドワンであることに誇りみたいなものも感じているので、この反論は胸にしまっておくとしよう。

「う、うー、でも頑張るっ。カクゴを決めたわ！」

　スナオちゃんは怯おびえたような表情を見せながらも悲壮な決意を胸に口元を引き締めた。

　そんなほのぼのした姿を見守りながら、俺おれは卓球ルームの脇わきにある自販機まで引っ込むと、水でも買おうかなと小銭を投入する。

「私はコーラでお願いします」

「あ、わたしもコーラで！」

　なんでか当たり前のように注文されてしまうと、買わなきゃいけないような気になってしまうのは……この二人が見た目はとっても美少女だからだろうか。可愛かわいい女の子に頼まれごとをした男の約８割は、その注文が些さ細さいなものであればあっさりＯＫしてしまうに違いない。ちなみに注文を断る男の１割は女の子に慣れ過ぎているイケメンで、残り１割は男なのに男のことが好きな人に違いない。まあ、俺基準だが。

「仕方ないなあ」

　とか言いながらもちょっと嬉うれしい俺は、明らかに８割の中に入っていた。この『二大・俺にツンツンしている美少女』たちが俺を頼ってくるなんてきっといいことがあるに違いない。この旅行に来て既にいいことはありまくっている俺だが、まだまだ俺のいいことクライマックスは続くのかもしれない。うむ、素晴らしい。南国の島――まだまだ帰りたくないぞ。そんな決意を胸に秘める。

　２人分のコーラを買って、近くにあった小さなテーブルの上に置いておく。いつでも飲めることを確認した彼女らは、ようやくその戦いを開始するようだ。

「それじゃあいきますよ。必殺の殺人魔球『ピンポン・オブ・ザ・デッド』です」

「さっきの技じゃなくなった!?」

「これを打たれた対象はゾンビになってしまうという恐ろしいＢ級ホラー魔球です」

「ひーっ!?」

　ひたすらスナオちゃんを怖がらせる一いち之の江えは絶対にドＳだよなあ。まあ、涙目になっている彼女は大変いじり甲が斐いがあるので気持ちは解わからなくもない。

　そんな脅しをかけていた一之江だったが、サーブはとても普通に打ち易やすい球を放っていた。スナオちゃんは虚を突かれたように、体のバランスを崩しながらもなんとか返す。今度はそんなスナオちゃんの反対側に、やっぱり山なりの緩い返球をする一之江。

「ひゃわわわっ」

　大変地味な返球なのだが、体とタイミングを崩されているスナオちゃんにとっては結構厄介な攻撃らしい。うーむ、最小限の労力で最大の嫌がらせをする。流石さすが一之江だ。これはこれでちゃんと卓球の相手をしていることになるしな。

「それにしても……」

　俺は自分のお茶を口に含みながら小声で唸うなっていた。

　先輩とは昨晩の戦いで両りよう想おもいになれた……はずだ。



『不束ふつつか者ものなわたしだけど……これからもよろしくね！』



　あれはやっぱり、そういう意味だと思うのだが、もしかしたら実はそうではなくて単に物語のひとつになっただけという意味なのかもしれない。そもそも、先輩の中には『管理人さん』という別の存在もいたりするわけで。今更ではあるが先輩とイチャイチャしたりしたらあの『管理人さん』ともイチャイチャしていることになるのか？

「うーむむむむ……」

　今日の先輩は特に何も変わらずいつも通りだった。ちょっとみんなに対して申し訳なさそうな顔をしていたが、みんなもあっさりと受け止めていたようだし。音ね央おに至っては操られていたことをついに気にも留とめなくなっていた。戦いの慣れというものだろうか。それとも本当は気にしているけれど持ち前のプライドのせいで謝れないんだろうか。

　ともあれ。

　そんなわけで先輩との仲が進展したりすることはなく、そして今後もこのまま何もないような気がしている。それは一体なんでなのだろう？

「そりゃあお前。『付き合って下さい』って言ってないからだろ」

「あ、そっか」

　突然隣から聞こえてきた的確な指摘に納得する。

「って、うわっ!?」

「私もコーラを頼む」

　いつの間にか俺おれの右側にはこれでもか！　ってくらい長い銀髪を今はさりげなくツーサイドアップ、とかいう髪形にしている浴衣ゆかた姿のアリサがいた。

　なんかこの髪形も似合うなこいつ、と思ってしまったのだが……俺の中では今のところ、一番警戒しているロアだったりする少女だ。っていうか、今俺の心を読まれたような。

「とりあえずコーラな」

「お、おう」

　何はともあれコーラを買わないと話をしてくれない雰囲気だった。

　この『そうして当たり前』みたいな態度をいつも取られるせいでちょっぴり苦手なのだが、それにあっさり従ってしまう俺だったりする。これも『予兆の魔女』としてのスキルか何かなのだろうか。それくらいの頼みごとくらいならあっさり受けてくれる、と見抜いた上での注文、みたいな。

　早速コーラを買って手渡すと、アリサはニッカリと笑った。

「サンキュ。女の言うことをヘコヘコ聞くヤツは重宝されるぜ」

「凄すごく後悔させるような言い方をするなよっ」

　チラッとテーブルを見ると、一いち之の江えとスナオちゃんのコーラの缶は水滴を浮かべていた。見ればスナオちゃんは汗だくになって球を追いかけているのに対して、一之江はさっきから一歩も動いた形跡がない。なんだ、どんなテクニックなんた。一之江ゾーンか？

「んぐっ、んぐっ、ぷはあっ！　いやあ、他人の買ってくれたコーラは美お味いしいな！」

「正直にそう言われて悪い気がしないのが問題なんだろうか」

「いいんじゃないか？　お前さんはこれで銀髪美少女の一人を幸せにしたんだから。そういう幸せが積み重なって絆きずなとなり、そしてハッピーエンドに繋つながるもんさ」

「なるほど、な……」

　ハッピーエンドとは小さな幸せの積み重ね。

　それはなんか俺おれの気に入る言葉だったのでちょっぴり嬉うれしくなる。

「ま、今お前さんがやってるのはパシリだけどな」

「だよなー」

　まあ、例えパシリであったとしても。一之江やスナオちゃん、そしてアリサがちょっとだけでも幸せを感じるのだとしたらそれはプラスではないだろうか。痛いのは俺の財布だけだが、そもそも今回の旅行は旅費がかかっていないのだからコーラの三本くらいはお安い御用というものだ。

「で、付き合ってって言わないのか？」

「おおう、そうだった。やっぱり言わないと伝わらないもんかな？」

「そりゃ当然だろ。好きってだけ言われて放置されても困るっての。自分に置き換えてみろよ。『モンジのことは好きだけど別に何もしなくていいです』みたいな」

「嬉しいけど、どうしたらいいか悩むな、確かに」

「だろ？」

　得意げに俺を見上げてニヤニヤ笑っているアリサ。この子は『ニッカリ』であったり『ニヤニヤ』であったりする表情がとてもハマっている。先輩の『にゃぱー』のように、そこにアイデンティティが込められているかのような。

「じゃあ、やっぱり改めて『付き合って下さい』って言うべきか」

「断られるだろうけどな」

「なっ!?」

　あっさりと否定されて俺はマジマジとアリサを見た。

「おいおい、モテ男。まず自分の状況をきちんと考えてみろよ」

　アリサは呆あきれたように口にしつつ、俺の顔を真まっ直すぐに見つめてきた。

「他ほかを保留にし続けて、自分だけ先に進もうなんて虫が良すぎるんじゃないか？」

「うぐっ」



　保留。



　アリサの言葉は俺おれの胸に深く深く突き刺さる。

　それはそうだ。俺は……まあ、結構好かれている。キリカはとても嬉うれしい誘惑をしてくれるし、鳴な央おちゃんも色んな恥じらいを俺に見せてくれている。

　そして。

「ウチのマスターをほっぽらかしたまま、お前さんがあの七しち里り詩し穂ほに『付き合って下さい』って言うのは、ちょいと筋が通らないんじゃないか？」

　確かにその通りだ。

　アリサのマスター、つまり俺の従姉妹いとこである理り亜あは俺にその想おもいを告白してくれた初めての女の子だ。いや、キリカも好きって言ってくれているのだが、あれはなんかそういう好きとはちょっと違っている気がするし。

「ま、こればっかりは『それでもいい』と思っているウチのマスターにも問題があるのは確かなんだが。七里詩穂は、そういうのをきっちりしていない相手と付き合うほど尻しりの軽い女じゃないとみたぜ」

「だよ、な」

　アリサの言葉はストレートだからこそ、胸にザックリと突き刺さる。

　俺がお茶を飲む手を止めて胸を押さえていると。

「ふふん。ま、実際はお前さんがどうしたいかにかかっているけどな。私の持論では、別に好かれまくっているならそれはそれで美お味いしいのは確かだし。一人に選んで欲しいーってのは女の意見ではあるんだが、男のＤＮＡ的には複数に粉かけるのも当然だろ？」

「物分かりのいい言葉だな、アリサだってただ女の子だろ」

「うむ。私の場合はただの女の子じゃなくて、幻想的な美少女って言うんだ」

　得意げにニヤリと笑う表情は、幻想的というよりも気さくな雰囲気を持っているが。

「幻想的な美少女としては一人に選ばれなくてもいいのかよ？」

「私は……私たちは魔女だからな。魔性の女はそういうこと考えなくても、上う手まいことたぶらかせるように動いているものさ」

　ここで敢あえて『私たち』と言ったのは……確実にキリカも含んでいるからだろう。

　上手いことたぶらかされる。そういう意味では俺はキリカにすっかりたぶらかされている身だし、それを喜んでもいるし、それでいいとすら思ってしまっている。

　今までにもキリカのことをもっと警戒した方がいい、みたいな忠告を受けたことがあるし、実際このアリサもそれをほのめかしているんだろう。

　だけど。

「おっかないなあ、魔女。仲良くしたくなる」

「だろ？　ちなみに私との友情は割と金銭や食事でなんとでもなるぜ」

「愛はいいのか？」

「愛を形で示してくれ」

　さらりと言ってのけるアリサは、やっぱり幻想的な美少女というよりも、友達感覚にしやすい女の子だった。こうして話しているだけで、こいつが危険な魔女だったりすることを忘れさせられてしまうくらいに。

「とりあえず今日のところはコーラで勘弁してくれ」

「なるほど、それはもう１本貰もらってもいいってことだな？」

　そしてさりげなく抜け目ない。

　俺おれはやれやれと肩を竦すくめながら自販機で本日４本目のコーラを買うのだった。



◆2010-07-11T019:30:00　"Siragasaki Hotel Table tennis Room"



「はぁ……ひぃ……ぜぇ……ぜぇ……」

　すっかりバテているスナオちゃんは卓球場の長机に倒れこんでいた。

「勝負に負けた貴女あなたは、以後私の奴隷です」

「えええっ!?」

　すっかりバテていたのに慌てて飛び起きるスナオちゃん。その胸元が汗ばんでチラッと見えていたりするのだが、セクシーさよりも健康的な色気を感じてしまう。まあ、どちらにしても俺は女の子の肌が大好きなのでガン見してしまうのだが。

「おい、スナオ。エロい男がお前を見てるぜ」

　そんな俺たちを見ながら、アリサがニヤニヤと告げる。

「え？」

　スナオちゃんは慌てて俺を睨にらみつけた。

「ごちそうさま」

「あっさりありがたがられた!?」

　俺が手を合わせて拝んでいるとスナオちゃんの顔が赤くなって、サッと胸元をきつく締める。うむ、恥じらう乙女はやっぱり可愛かわいいなあ。

「で、奴隷って何やらせるんだ？」

「それはもちろん、とてもここでは口に出来ないようなあれそれですよ」

「ひぃっ!?」

　青くなったスナオちゃんは慌ててアリサに助けを求めるような視線を向ける。

「やっぱりここはえっちな奴隷だろうな」

「敵しかいないー！」

　アリサもあっさりといやらしい側についてしまうのだった。

「まあ、私たちのような神秘的な美少女がドリル少女にセクハラをするのはＯＫですが」

「ＯＫじゃないわよ!?」

　一いち之の江えの淡々とした物言いに細かくツッコミを入れるスナオちゃん。

　こうして別にツッコミ役がいると楽が出来ていいなあ。

「モンジの場合は純粋に犯罪に直結するレベルかと思いますのでお気をつけを」

「しねえよ!?」

「男性が中学生の少女に声をかけるという事件が発生」

「まるで事件じゃないよなそれ」

「ですが、世の中では実際にただ道を尋ねたり、挨あい拶さつをしただけで事件として認識されてしまうこともあるのですよ。特に貴方あなたのように鼻の下を伸ばしまくる男は気をつけて下さいね。満員電車に乗っただけで即刻アウトとみました」

「……世の中って恐ろしいんだな……」

　いつもの調子で話すものだから、妙に信ぴょう性が高い言葉に聞こえる。

「なるほど。この男と一緒に満員電車に乗れば社会的に破滅させられるのね」

　そしてスナオちゃんはすっかり本気にしていた。

　なんて恐ろしい国だ。

「まあ、こいつが捕まるとマスターが悲しむと思うぜ」

　まさか、アリサが助たすけ舟ぶねを出してくれるとは。

「だから、バレないように拉ら致ち監かん禁きんして二度と女をいやらしい目で見なくなるように調教してしまう方がいいだろうな」

「絶対味方じゃないと思ってたよ！」

　俺おれがアリサにツッコミを入れると、ケタケタと笑っていた。

　しかし、こいつやスナオちゃんと一緒にいるというのも中々当たり前になってきたなあ。新しい仲間というのは嬉うれしいものである。うむ。

「で、アリサさんがここに来たということは何かあるのですね」

「まあな。ちょいと『予兆』を感じたんでね」

　アリサは勿もつ体たいつけるように人差し指を１本立てる。

「ん？　なんかヤバイロアでも出るの？」

　ぎゅっと浴衣ゆかたの胸元を掴つかみながらスナオちゃんが体を起こす。

「多分な。私の予兆は百発百中だから間違いないとみたぜ」

「そんなに信ぴょう性高いのか」

　アリサの存在が『予兆』を司つかさどる魔女であることは知っている。理り亜あは出合い頭に『死ぬぜ』って言われていた。だが、それは運命を乗り越えた瞬間に改善されたりもするのだ。つまり、変えられる未来を語る。それがアリサなのだが。

「だからお前さんもこのままなら、いずれ死ぬぜ」

「解わかってるって。そうならない為ために頑張ることにしてるんだ」

　理り亜あが見た夢。それは俺おれが血の海に倒れている場面だった。あれはアリサが見せた予兆であり……それを回避し、未来を変えようとした理亜を、俺は逆に物語にした。だから、あの未来はまだ覆くつがえされたわけではないはずだ。

「ま、モンジは私が殺すだろうから気にしないで話を続けて下さい」

「それもそうだな」

　一いち之の江えがさらりと言い、アリサもさらりと同意する。多分ここで「おいおい」とか言ってもスルーされるに違いないので俺は何も言わなかった。

「で、どんなヤバいのが出るの？」

　スナオちゃんは目を輝かせている。何かロアが出ることが嬉うれしいのかもしれない。そういえば氷ひ澄ずみやラインたちもロアを探し回っていたようだし、ハーフロアやロアにとって別のロア退治ってのは名声を上げ、同時に存在性を上げる機会なんだろうな。

「ついさっき、夕方から夜にかけて、崖がけの向こう側の海に――なーんか怪しげな霧がどよどよーっとかかり始めていたのさ」

「深い霧？」

　俺が思い出したのは、俺たちの住む町『夜や霞がすみ市』だった。ちょっと標高が高い場所にあるせいで、朝方に濃い霧がかかることがある地域。キリカには、そういう神秘的な雰囲気がある場所の方が都市伝説が広まり易やすいみたいなことを教えて貰もらったこともある。

　その霧の中でキリカと戦ったのが遠い昔に感じたのだが、まだ２ヶ月くらいしか経たっていないことに内心驚いた。

「そ。『予兆』ってのはそういう解り易いパターンから入ることが多いのさ。例えば地震の前に地震雲が出たり、クジラが浜に打ち上げられたりとかもそうだな」

「今回に関して言えば、海に霧が発生するというのが何らかの予兆なのですね」

「そういうこと。んでもって今までのパターンから察するとだな…………」

　アリサが得意げに勿もつ体たいぶる。

　海に霧が発生する、というのを俺はあんまり知らないのだが、まあそういうこともあるのかもしれない。しかし、それだけで何かの予兆であり、ロアの出現を察するというアリサも凄すごいなと素直に思う。



「メアリー・セレスト号系ですか」



　その勿体ぶりをスルーして一之江が言ってしまっていた。

「おっと言われちまったか」

「メリーズドール的には、似ている名前でしたので。たまにそっちで呼ばれますし」

　メリーさんとメアリーさんか。確か一いち之の江えの都市伝説は『メアリーさん』のパターンもあるらしいもんな、そういや。

「メアリーさんがどうかしたの？」

　スナオちゃんはもうすっかり警戒を解いたのか、胸元を開けてパタパタと手で風を送り込んでいた。早速あるんだかないんだか解わからないレベルの柔らかな膨らみがチラッと見えてしまっている。油断するの早過ぎるなこの子。俺おれとしては愛らしい白い肌がまた見られているので嬉うれしいからいいが。早速チラチラッと吟味しつつ話の続きを聞く。

「メアリー・セレスト号、別名マリー・セレスト号事件ってのが実際にあってな。そういう名前の帆船が漂流してたらしいんだよ」

　アリサが目を閉じて、得意げに語り始めたのでスナオちゃんからそちらに視線を戻す。

「その船を発見した別の船の乗組員が乗船して調べてみたところ、船には誰だれもいなかったんだそうだ」

「無人船？　あ、解った！　ユーレイ船、ゴーストシップ系のお話ね！」

　スナオちゃんが興奮したのか、すかさず前のめりになる。

　そのおかげで、今度ははだけた胸元の更に先がちょっと見えそうになっていた。

　おいおい、この角度。もうちょっと俺が上から見たらなんというか、スナオちゃんの愛らしい（に違いない）禁断の先端が見えてしまうんじゃないか？

　いや、しかし男としてそれを見てしまうのはどうなんだ。スナオちゃんだって『生まれて初めて男に裸を見せるのよ』みたいなことを言いたいヤツが今後現れるかもしれないわけだし。いや、今いるのかどうかは知らないが、この幼い系の言動からしてそういうのはまだまだ早いような気がする。むしろ今の段階で男に裸を見せるとか乱れ過ぎだろ我が母校、とかなってしまう。そんなことになれば中学校に抗議に行かなくては。などと、ちょっと兄のような父親のような気持ちになる俺。

「ある意味そうなんだが、別にゴーストは現れないんだ」

「なぁんだ」

　ユーレイとかに興味でもあるのだろうか。個人的には、ユーレイもロアなんじゃないかという仮説が浮かんでいるのだが。後で一之江とかキリカにちょっと尋ねてみよう。

「そう、つまり何もいないってのがこの都市伝説の逆におっかない所でな？　その船には誰もいなかった。死体もなかった。つまり、本当にもぬけの殻だったんだ」

「ふむふむ」

　スナオちゃんはまたも話に没頭し始めたのか、やっぱり緩んだ胸元に意識を割かなくなっていた。おいおい、本当にいいのかいお嬢さん。そのままアリサの話にのめりこんでしまうと、俺おれがいわゆる『初めて裸（っていうか胸）を見せた男』になってしまうぞう。

　いや、だが待て一いち文もん字じ疾風はやて。今の俺はスナオちゃんに対して親類の情、即すなわちお兄さんかお父さんのような気持ちを抱いているわけだ。なんというか『初めて裸を見せた男性』というジャンルに兄や父親というのは除外されるんじゃなかろうか？　何な故ぜなら、生まれた時にはみんな裸なわけだし、お風ふ呂ろだって一緒に入ったりするだろう。家族相手というのは数に入れなくてもおかしくないのではなかろうか？

　そういや理り亜あは割と小さい頃ころから潔癖症だったせいで一緒にお風呂っていうのはなかったな。そう思うとそういう経験がないことが悔やまれる。キリカがお風呂に入っている時にバッタリ突入してしまったということもあったが、あれともちょっと違うだろう。ハッキリ見てないし、何より記憶が曖あい昧まいだし。

　まあそんなことはいい。つまり、俺はスナオちゃんにとってはお兄さんのようなものなのではなかろうか。何故なら、最愛の妹のパートナーだ。つまり、彼女の兄貴分みたいなものでもあると言っても過言ではない。だとすれば、こう、なんだ。その胸の先端にあるであろう神秘の泉に飛び込んでしまったとしても、スナオちゃん的にノーカン、つまり回数に入らなかったりするのではないだろうか？

「なんだか食いついてくるじゃないか、スナオ」

「そりゃね！　わたしは超強いロアだものっ」

　えへん、と得意げに胸を張る。そんな前傾姿勢と後傾姿勢を繰り返されれば、俺はもうその胸が気になって気になって仕方ない。なるほど、これが桃とう源げん郷きようか。妄想世界と現実で楽しめる、高度な精神遊戯である。いやはや、俺もレベルアップしたもんだな。うむ。

「ところでモンジ」

「うむ、どうした一いち之の江え」

　真剣に考え込みながら一之江を見ると、その直後に俺の眼球の前数ミリにナイフの先端が突きつけられていた。

「いい夢は見られましたよね？」

　それは俺が思い描いていた桃源郷を全すべて破壊する終末の一言だった。

「後悔はありませんね？」

「はい……いい夢でした……」

　俺は観念してそう告げる。



　そのまま一之江のナイフが俺の目に突き刺さり………………。



バッドエンド――。



　ということはなく、俺おれは背筋をピンと伸ばしてスナオちゃんから目を背けた。

　というか今の今まで見逃してくれていた辺り、一いち之の江えもちょっとは優しくなったのだろうか。それとも、最も効果的なタイミングを狙ねらっていたのだろうか。多分後者だろうな、だって一之江だし。

「で、誰だれもいない船が漂流していただけだったんだろ？　それのどこがロアなんだ？」

「もうスナオ観察はいいのか？」

「いい夢は見られたよ」

　見えるか見えないか、という狭はざ間まで苦悩する。

　それが最も楽しい時間であり、夢のようなひと時なのだ。短いスカートから見えるパンツだって、見えてしまった時にはちょっぴりラッキーと思う気持ちと同時に申し訳ない気持ちを抱くものだ。スナオちゃんの胸なんて見てしまった日には罪悪感に苛さいなまれて旅行の帰り道を暗く過ごすことになるかもしれん。

「ん？　わたし観察？」

「スナオちゃんはもっと可愛かわいくなるだろうな、と思ってたのさ」

「え、そう？　あはは、解わかってんじゃないあんたっ！　むふふっ」

　照れて誤ご魔ま化かされてくれるその様子に、既に俺の胸が痛んだ。

　ああ、このまま純じゆん真しん無む垢くに育ってくれよ。そう願わずにはいられない。

「じゃあ話を続けるぜ。その船には誰もいなかった。死体もなかった。ここまではいい。だけど、無人で漂流していたはずのメアリー・セレスト号の船長室、そのテーブルの上には食べかけのまだ温かいままの朝食と、湯気を立てているコーヒーが残っていたんだ」

「え、温かいままなの？」

　スナオちゃんが無防備なまま目を輝かせたので。

　俺は再び自販機の前に立つと、コーラを１本買った。

「ほい、スナオちゃん」

「え、あれ？　２本目？　なんで？」

「スナオちゃんが可愛いからさ。だから、このコーラはしっかり胸元で持って、両手で掴つかんで飲んでくれるともっと可愛くなるよ。うん」

「そう？　うーん、まあ、そこまで言うならそうやって飲んであげてもいいわ。えへへ」

　うん、可愛い。

　そしてちょろい。

　そのコーラを大事に持って飲んでくれるおかげで胸元はしっかりとガードされ、俺もようやく話に集中出来る。素敵な夢はここで本当におしまいだ。

　ふぅ……流石さすがは理り亜あのパートナー。恐ろしい能力だったぜ。

「温かいままの食事が残ってたってことは、ちょっと前まで船長がそれを食べていた、ってことなのか？」

　早速会話に参戦してみせる。

「そういうこと。調理室では火にかけたままの鍋なべがぐつぐつ煮立っていて、船員の部屋には食べかけのチキンとシチューが残ってたらしい。んでもって、船長の航海日誌にはなんだか気になる一文が残されていたんだ」

「気になる一文……」

　スナオちゃんが緊張してぎゅっとコーラを両手で握り締める。

　でかしたコーラ。そのまま彼女の無防備さを封じていてくれ。

「『12月４日、我が妻マリーが……』ってな」

「え、マリーがどうかしたの？」

　首を傾かしげるとそのドリル髪がふらりと揺れた。

「どうもしていません。気になる一文として残っていただけです」

「うわー、なんか煮え切らない話ね！」

　一いち之の江えに抗議するスナオちゃんだったが、一之江は特に気にした様子もない。

「それがロアになるとどんな風ふうになるんだ？」

「よくあるパターンだと『マリー』が現れて乗り込んで来た人を消し去りますね。この場合のマリーは架空の妻から生まれるものなので、純粋なロアです」

「よくあるパターンなのか」

　確かにその話だと船長の日誌にあった『我が妻マリーが……』という文章の続きを想像してしまう。簡単に予想してしまうと『我が妻マリーが船員を殺した』みたいなものなのだろう。だからそれがよくあるパターンになってしまうのだろうな。

「ロアというのはより多く人に信じられたものが具現化して生まれます。つまり、最もオーソドックスであったり、ありきたりなストーリーの方が広まるのですよ。逆に複雑であった場合は忘れられ、広まらずに消えてしまうのです」

「物語はシンプルな方が伝わり易やすいってことか。つまり、そういう系統のロアがこの近くに現れているかもしれないんだな？」

「そういうこと。ま、実際にその『マリー』がいるパターンだろうが、別のパターンだろうが、このメンバーなら楽勝だろ」

　ニヤリ、とお得意の表情で笑うアリサ。

　確かに、俺おれたちが全員で動けばロア一体くらいなら楽勝だろうし、この話を聞いている四人だけでも充分かもしれない。それくらい、今の俺たちは戦力的に充実しているのだ。

「むしろわたしだけでも充分よ！」

　そしてコーラをまだ丁寧に両手で持ちながら強気に頷うなずくスナオちゃん。

「放ほうっておくと、この近くの船とか漁師さんとかが困ったりするかもしれないのか？」

「一般人が近付いて、乗船したら殺されたりする可能性はあるな」

　と、なれば今のうちに退治した方がいいんだな、やっぱり。

「んじゃ、早速みんなに連絡して……」

「わたしだけでやれるってばっ！」

　スナオちゃんは俺おれの言葉を遮って睨にらんでくる。

「むしろ、リアもシホもみーんな昨日のあれそれと、今日の遊びですっごい疲れているんだから、休ませてあげたいわっ」

「スナオだって昨日も今日も大活躍だったじゃないか」

「わたしはまだまだ余裕あるもの！」

　アリサの言葉にもそう返事した後、スナオちゃんはキッと一いち之の江えを睨みつけた。

「それに、メリーズドールには負けたくないわ！」

　相変わらず、一之江に結構なライバル心を持っているのだなあ。

　対して、一之江は平然としたものだ。

「私一人で行けば超あっさりと解決してしまうロアではありますが、スナオさんがそこまで言うならば譲っても構いません。色んなロアをやっつけた、という物語になって頂ければ私も楽出来ますし」

「そ、そうよ。もう、これからはずっとベンチを温めさせてやるんだからね！」

「その意気込みならバッチリですが、一応監視役を付けるとしましょう。というわけでモンジ、行って来なさい」

「まあ、そうだよな。一之江に言われるまでもなくついて行くつもりだったよ」

　スナオちゃんがかなり強いハーフロアなのは知っているが、それでも一人の女の子としては心配だ。大きな怪け我がでもしようものなら、理り亜あはとても悲しむだろうし。

「えー、要いらないってば！」

「さっき卓球に負けた貴女あなたは、私の奴隷のはずですよ」

「うぐっ」

　うん、そういうのを容赦なく使うのも一之江らしい。なんだかんだで実はスナオちゃんを心配しているのかもしれないが、おくびにも出すつもりはないらしい。

「あと、俺からも条件があるんだが、スナオちゃん」

「うー、何よう」

　すっかりふてくされて、唇くちびるを尖とがらせている。

「ちゃんと理亜に言ってから行くこと。そして、ダメって言われたらすぐに諦あきらめること。いいよな？」

「え、あ、でも……」

　困ったように視線をうろつかせる。

　ははーん、やっぱりか。

「理り亜あにいきなり『やっつけて来た』って言って驚かせたい気持ちは解わかるけどな？　理亜はスナオちゃんのことを本当に気に入ってるから……自分の知らない所で危ない目に遭あっていたなんて知ったら逆に怒ると思うんだ」

「う……うー……そうかも」

「いいカッコするなら、きちんと送り出して貰もらって。きちんとやっつけて帰ってくればいいんだ。心配なのは変わらないだろうけど、それなら理亜はいっぱい褒めてくれるだろうし、ハグもしてくれると思うぞ」

「ん……そっか、そだね。リアを困らせたくないしね」

　この聞き分けの良さもまた、理亜が気に入っている部分なんだろうな。

　見れば、アリサはニヤニヤ笑っているし、一いち之の江えも口元が少し緩んでいる。

「あんたが一緒、っていうのがすっごいイヤだけど！　まあ、うん。連れていってあげるから感謝することねっ！」

「おう、じゃあ着いて行くだけで楽させて貰うからな？」

「そうそう、わたしの活躍をアリーナ席でガン見するといいわー！」

　満面の笑みを浮かべて断言するスナオちゃんを見て、この子が危ない目に遭わないように俺おれは極力気をつけようと決意した。

「んじゃ、早速理亜のとこ行って来る！」

「私もちゃんと一緒に説明して来るぜ」

「よし、行きましょっ」

　早速スナオちゃんはアリサを連れて、走り去っていく。

　ペタペタとしたスリッパの音が遠ざかるのを聞きながら、相変わらず元気いいよなあ、とちょっと年寄りな気持ちになった。

「しかし、全員で行かなくて本当にいいのか？」

　そこは気になったので一之江に確認してみる。

「ロアというのは、絶対というものがありません。私でさえ油断すればあっさりやっつけられてしまうかもしれないものです」

　さっきまでの言葉とは対照的な言葉を一之江は口にする。

「だったら……」

「だからこそ、あの油断しまくりなスナオさんに上う手まくやって欲しい。おそらく、この意図は理亜さんにも伝わるかと思いますし、これからの戦いを考えれば彼女はより成長しなければならないはずですから」

「……そうなのか」

　これからの戦い。

　昼間に出会ったヤシロちゃんのことを思い出す。

「『ノストラダムスの大予言』は、それほど危険な存在ということです」

「だよな。アリサの予兆の中で、なんで俺おれが一人で倒れていたのか解わかる気がするんだ」

　一いち之の江えは静かな視線を俺に向けてくる。

「みんながいなくなったり、消えたりして欲しくない。やっぱり俺はそう思ってしまう。戦えばそうなる可能性があるなら、俺はみんなにいなくなって欲しくない。だから俺は結局、一人で挑んでしまったんじゃないか、って」

「全く、愚かな思考ですね」

「だよな」

　一之江の鋭い言葉に、ついつい苦笑いしてしまう。

「予兆では、それで俺は失敗して死んでしまっていた。だからこそ、怖いし不安だけど、ちゃんとみんなで挑もうと思う。理り亜あを仲間にした時にも言った通り――それこそ、一緒に死ぬ。それくらいの覚悟で」

　ぐっ、と拳こぶしを握り締める。

　考えれば考えるほど、手は震えそうになった。

　ヤシロちゃん……『ノストラダムスの大予言』がどれほど強大な敵なのか、俺はまだ実感出来ていない。それでも、先輩の中にいた『管理人さん』の覚悟みたいなものから、とてつもない恐怖なのは解っているつもりだ。

　なんせ、相手は『恐怖の大王』なのだ。怖くて当然だろう。

「モンジ」

　そんな震える手を、一之江がそっと包んでくれた。

「貴方あなたを殺すのは私なのを忘れていませんか？」

「ん？」

「貴方はまだ、私のロアの物語の中にいます。貴方を振り向かせて、そして殺す。それが私のロアなのですから……」

　そういえばそうだった。

　一之江のロアは俺を追いかけ、そして追い詰めた。

　最後の『後は振り向かせるだけ』という段階で俺が抱き締めたせいでうやむやになってしまっているが、こいつの物語はまだ終わっていないのだ。

　つまり、まだ俺は追いかけられている被害者で。

　一之江は俺を殺すロアのままなのだ。

「貴方を殺すのは私です。だから、貴方は死にませんよ」

　一之江の目は、どこか優しく感じる。

　それはとても遠まわしにこう言ってくれているからだ。

『貴方あなたを守るのは私です』と。

「そうだな、確かに。あんなに背中をザクザクされても死なないもんな」

「殺さないように苦しめる、そんなテクニックも大量にありますからね」

「おっかないなあ、メリーズドール」

「ええ。貴方がどんなロアと戦おうと、貴方を殺す役は私、というのだけは譲りません」

　きっぱり言い切られるのが心地良い。

　一いち之の江えとの関係は、友達でもなければ勿もち論ろん恋人でもない。

　こいつにしてみれば俺おれは殺すターゲットで。

　俺は、こいつから逃げ続ける犠牲者なのだ。

　そんな不思議な繋つながりがあるからこそ、一之江はずっと背中にいてくれる。

　ずっと、背中を守ってくれている。

「ですから、貴方は何があっても他ほかのヤツに殺されないように気をつけて下さいね」

「了解した。一之江以外には殺されないようにするよ」

「よろしい」

　そしてそれが、ずっと続く関係だったらいいな、なんて思ってしまう。

　言葉はとても物騒だが、そんな繋がりがあってもいいんじゃないか。

　そう、思わずにはいられない。

「さて、デレタイムはこれくらいです」

「やっぱりデレタイムだったのか」

「まあ、最近の貴方はちょっと抱え込み過ぎていますからね。ストレスが溜たまり過ぎてスナオさん辺りを襲い始めたら大変ですし」

「しねえよ!?　ってか、なんでよりによってスナオちゃんなんだよっ」

　こと、襲うという意味では性的なものは一切感じない女の子だ。

　確かに可愛かわいいが、そういう目で見た瞬間から犯罪になる気がしている。

「無防備かつ純真系ですからね。股こ間かんに頭を突っ込んでクンカクンカしたいお！　とか言い出し兼ねませんし」

「ヘンタイ過ぎるだろそれ！」

　っていうかどんなシチュエーションだよそれ。

「二人でロアに挑むからといって、セクハラしまくってはいけませんよ？　ナチュラルにトラウマになったりする年とし頃ごろですからね？」

「うぐ……そこはまあ、気をつける」

「いいですか。ラッキースケベもなるべく禁止ですからね」

「……気をつける」

　どうしてそこまで念入りに言ってくるのだろうか。しかし、ラッキースケベばかりはどうしようもないのではないだろうか。周りに美少女だらけの小説の主人公たちは、必ずと言っていいほどラッキースケベに見舞われているし、かく言う俺おれもかなりの確率でそういうものに遭遇している。ラッキーかどうかは解わからないが、キリカなんかはかなり誘惑してくれてもいる。おかげで変な辛抱強さが身に付いている気がするのだが。

「とにかく気をつけるし、もしそうなってもなるべく傷つけないようにする」

「はぁ……」

　呆あきれられたようなため息を吐かれた。

「まあ、スナオさんがエロスの対象になることで多少なりとも男に警戒心を抱くようになればいいかな、とも思っていますので、さほど気にしていません」

　俺が何かエロスなことをするのは、こいつの中では確信になっているらしい。

「ただ、気になるのは今回のロアです」

「うん？」

　一いち之の江えは人差し指を唇くちびるに当てて、考えこむような仕草を見せた。

「今までの話からすると、今回のロアは弱っちいんじゃないのか？」

「『メアリー・セレスト号』系のロアだった場合、今までの例からして強いものはほとんどいなかった、というだけです。それに、この近辺のことは既に調べてありますが、今までロアが出た形跡はありませんでしたから。今回現れたものは、正まさに生まれたてのロアであるというのも確かだと思います」

「だとしたら、何が気になっているんだ？」

　一之江は俺の質問に答えず、ただひたすらじっと虚空を見つめていた。

　こうしていると、その透明感のある美しさは様になる。

　口を開くと奇妙なことを口走ったり、毒どく舌ぜつだらけだったりするのだが、こうして考察している時は知的な美少女！　という風情を漂わせている。

「やはり、気になるのはタイミングですね」

「タイミング……俺たちがここにいる時に現れた、という辺りか？」

「ええ。七しち里り詩し穂ほを攻略し『２０００年問題』と『管理人』のロアすらも仲間にした。その代わり、最悪の敵である『ノストラダムスの大予言』は野放しとなった。このタイミングでいきなりロアが現れた……というのが気になります」

「『ノストラダムスの大予言』……ヤシロちゃんが何かを仕掛けた？」

「可能性はゼロではありませんね」

　白い帽子から覗のぞく、ヤシロちゃんの笑みを思い出す。

　これからも、Ｄフォンを配くばることは止めないと言っていた。

　あれはつまり、もっとロアを増やし続けるということを意味するはずだ。

　――かつて『ノストラダムスの大予言』は多くのロアを敵に回していた。今彼女がしていることは、自分の敵を増やし続けている……そういうことなのだろうか？

「彼女が持っているのは『破滅の属性』です」

「『破滅の属性』？」

　またなんか、俺おれ好みの単語が出てきた。

「『世界が破滅する』――その類たぐいの噂うわさが広まれば広まるほど、彼女は強くなります。世界のどこかで災害が発生する、世界のどこかで戦争が起きる、世界のどこかで大規模なウイルスが蔓まん延えんする――それらのような『人が多く死ぬ』事件が発生すれば、その場にいる多くの人が彼女を噂するのです」

　一いち之の江えは言葉を区切って、俺を見上げた。

「『世界の破滅』は、今だった、と。『ノストラダムス』の残した予言は、きっとこの状況のことを示していたのだ、と」

　その気持ちは解わからなくもない。

　その場にいる人にとっての『世界』とは即すなわち、自分の生活している周囲環境のことだ。

　だから、その生活を脅おびやかす何かは世界を滅ぼすものに等しい。

「だからこそ、彼女は消えたりしません。いつだって必ず、噂されて復活してしまう存在なのです。今までは七しち里り詩し穂ほの中に封じられていた為ため、ただＤフォンを配くばる『ヤシロ』としての存在でしかありませんでしたが、これからは自身の噂を広める為にＤフォンを配るのでしょう。少しでも『破滅の属性』――悲劇的なロアを生み出す為に」

　そんな意図がヤシロちゃんにはあるかもしれないのか。

「これから、もっと多くのロアが生まれるってことか？」

「はい。そして、消滅を恐れて事件を起こすハーフロアも多く現れることでしょうね」

　消滅を恐れるハーフロアと聞いて、俺はスナオちゃんを思い出した。

　俺が夢で覗のぞき見みした記憶では、彼女は転校して来た初日に理り亜あを襲おうとした。

　そうしなければ、消えてしまうという恐怖を抱いていたから。

　好きな人であっても。いや、好きだからこそ。襲わずにはいられない。

　そんなハーフロアの生き方に……俺は悔しさを抱く。

「モンジ」

　いつの間にかまた拳こぶしを握り締めていた俺を、一之江はそっとたしなめてくれた。

「焦りは禁物ですよ」

「……解っている。俺が焦ったってどうしようもないもんな」

　少しでも多くの、そんなロアたちを救いたい。

　その為には、ヤシロちゃんを止める必要がある。

　だけど、今の俺が彼女に挑んだところで――予兆通りに死んでしまうはずだ。

　焦りたくはなるが、焦っても解決しない。だからこそ。

「だからこそ、スナオちゃんみたいな子をちゃんとバックアップして、俺おれの物語たちを強くしていかなきゃいけないんだな？」

「その通りです。それに、私のように最強のロアを頼りにしまくっては成長しませんからね、貴方あなた自身も」

「うぐ、肝に銘じておく」

　確かに俺は毎回一いち之の江えを頼りにしまくっていた。

　たまには一之江を頼りにしない戦いも頑張らないといけないよな、うん。

「ふぅー、やることは多いのに、時間は少ないっぽいなあー」

「まあ、頑張って下さい。私は楽させて貰もらいます」

　一之江を頼りにしないということは、こいつが楽出来るということか。

「そうだな、お前を楽させられるようにもっと頑張るよ」

「その意気です。まずは私に卓球で勝てるくらいになって下さいね」

「おうよっ」

　ヤシロちゃんが、どんなロアを増やして来るのかは解わからない。今回のロアも、そんな彼女の思惑を持った特別な敵なのかもしれない。だからこそ、俺は気を抜かずに――ちゃんとスナオちゃんをバックアップ出来るように頑張ろう。

　俺はもう一度拳こぶしをぎゅっと握り締めたが、それは焦りや不安から来るものではなく。



　やる気と、気合に満ちたものだった。
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　と、いうわけで。スナオちゃんとアリサは理り亜あの許可を得る為ために向かったのもあり、俺おれは俺で自分の部屋に仲間たちを呼ぶことにした。

　同室である氷ひ澄ずみは本日もラインと共に偵察に向かってしまったようだ。実際にロアが現れたのだから教えてやろうかと思ったが、いないならいないでまあ、いいか。もしかしたらとっくにあいつはあいつで何かと戦っているのかもしれないし。

　ともあれ、浴衣ゆかた姿でやって来てくれた鳴な央おちゃん、音ね央お、そしてキリカの色っぽい姿はとても目の保養になった。なお、一いち之の江えは卓球場からずっと一緒に行動してくれている。今日はちょっとデレ期なのかもしれない。このままそっとしておこう。

「モンジ君が部屋に呼んでくれるなんて。お風ふ呂ろで頑張って綺き麗れいにしておいて良かったよね、鳴央ちゃん、音央ちゃん」

「え、えええええ!?　わ、私は、別に、その、そういう意図なんて、あの、その！」

「そんなつもりないし、頑張ってまで綺麗になんてしてないわよっ！」

　キリカのアダルトなジョークに真まっ赤かになっている六むつ実み姉妹。いいぞ、どんどんやれ。

「あれ、そうだったんだ？　そんじゃ、私がモンジ君を誘惑しちゃおうかにゃ？」

　キリカはちょっとだけ浴衣の胸元を緩めて見せてくれる。

　白くてたわわな、誠に美お味いしそうな胸の谷間が見えた。水着で見たその谷間も勿もち論ろん素晴らしいのだが、浴衣という薄布からこぼれるように拝見出来るその背徳的な美しさは、大きさとか形とかそういうものではなく日本人の心に訴えかける何かがあるに違いない。

「ごちそうさまでした」

「わっ、もう食べられちゃったっ」

　俺が両手を合わせて拝むと、キリカは嬉うれしそうに俺の横に寄ってきてくれた。

　そんな俺をちょっと非難がましく見ている音央の視線に何な故ぜかゾクゾクする。いかん、そういう癖でもついてきてしまったのだろうか。

　しかし、お風呂で頑張ってた、か……。

　男にとっては女子がどんな風ふうにお風呂に入っているかなんて、夢のまた夢。

　それを見る為には、例えば逮捕されるくらいの覚悟が必要なのだ。俺はみんなと一緒に戦うという覚悟はしているものの、逮捕される覚悟は出来ない。

　とはいえ、気になるものは気になる。

「で、女子って主にお風ふ呂ろだとどんな風ふうに過ごすんだ？」

　早速キリカに尋ねてみた。

「んーとね。男子が思ってるほど素敵なものじゃないのは確かかな？」

「そうなのか？」

「モンジ君のイメージだと……そうだなあ。例えば鳴な央おちゃんなんか清せい楚そに座って、桶おけを持ってゆっくりと肩からお湯を流すような感じするでしょ？」

「おお……………………おお!!」

　確かにそうだ。

　鳴央ちゃんは清楚系黒髪女子。きっと髪を丁寧にまとめて、おずおずとその真まっ白しろな肌にお湯をかける、みたいなお風呂の入り方に違いない。

「あ、あぅ……そ、そんなに清楚な洗い方はしていませんけど……」

　真まっ赤かな顔でもじもじしている鳴央ちゃん。うむ、可愛かわいい。

「んで、音ね央おちゃんはちょっと元気に、ごしごしーっていっぱい泡立てて体を洗っている。そんなイメージあるでしょ」

「ふむ、なるほどな！」

　音央はこう、右手を真まっ直すぐ伸ばして左手でごしごしと泡立てながら洗いつつ、鳴央ちゃんとかに明るく話しかけているような。そんな入浴イメージだ。

「思ってんの？」

「まあ、イメージとしては」

「ふーん。男ってバカなのね」

　じとー、っとした目で見られる。

　だが、音央からそんな顔で見られるのはむしろご褒美である、そんな気がするくらいにはレベルアップしてしまっている俺おれだった。

「そんな妄想ボーイのモンジ」

「どうした一いち之の江え」

「現実では『ゴシゴシー！　ガハハ！　ゴシゴシー！』という感じですよ」

「嘘うそだ!?」

「マジですて。『モンジ、今日チョーエロい目で見てたよねー、キャハハー、マジウケルー、サイアクー、くさーい』みたいに言いながら足の指の間とか洗ってますて」

「臭くねえよ!?　しかも洗ってる箇か所しよがちょっとリアルだな！」

「女子に幻想を抱くのなら。私はその幻想をぶち壊します」

　一之江が拳こぶしをグッと握って見せてくる。どうしてだか解わからないが、その右手ならば確かにあらゆる妄想ゲンソウをぶち壊してくれそうだ。

「しかし、お風呂での会話というのも確かに気になるな」



    

  









    
      　やっぱりお互いの胸を見て『おっきいー』『そんなことありませんっ』とか、そういうきゃっきゃウフフしていたりするのだろうか。

「『モンジって小さそうだよねー、マジウケるー、くさーい』とか言いまくりです」

「小さそうだとぅ!?」

「女の子のお風ふ呂ろなんてそれくらい赤せき裸ら々らですて」

「やめろー、やめてくれー！」

　俺おれが抱く『女の子は素敵』という妄想を崩しにかかる一いち之の江え。恐ろしい、こういう精神攻撃までこいつは身につけていやがるのか。ところで何が小さそうなのだろう。

「そんな話してないよな？」

　思わずすがるように音ね央おに尋ねてしまう。

「そうね、別にモンジの話題なんて出してないし」

　それはそれでなんか寂しい気がする、複雑な男心であった。

「ふふっ、音央ちゃんったら」

「な、何よっ。鳴な央おは確かに、熱心に洗い過ぎだと思うけど」

「えっ、ね、音央ちゃんだって気合入れてましたよっ」

「あたしは、ほら。水着になった時に気をつける為ためよ……」

　チラッ、と俺を見られる。

「うん？　ああ、お前の水着姿は確かに破壊力高かったな」

「破壊力とかで水着姿を評価すんな、ヘンタイ！」

　音央が真まっ赤かになって、手近にあったクッションを投げつけてくる。

　ボフッ。

　俺はその照れた顔が可愛かわいかったのもあって、甘んじて攻撃を顔面で受けた。

　うむ、ザックリ突き刺されるよりも何倍も優しい攻撃だ。音央は口ではああやって強がっているが、この中でもトップレベルに優しい娘さんなのは確かだろう。

　しかし、音央は水着になった時に何をどう見られる為に気合を入れてお風呂に入っていたんだろうな。どういう洗い方をしているのか気になりまくるので、俺は音央のお風呂シーンを妄想することにする。

　例えば、あの大きな胸を下から持ち上げるようにしてだな……。

「ヘンタイブレイカーっ！」



　グサーッ!!



「ぎゃあああ!!」

　一之江がいつの間にか背後に回っていて、俺の妄想をストップさせていた。しかし、浴衣ゆかたしか着ていないはずなのに、どこから何を取り出して俺おれを突き刺しているのだろうか。

「モンジのヘンタイの部分を部位破壊しました」

「ありがとう、一いち之の江えさん。部位破壊報酬として後でジュース奢おごるわ」

「どうも」

　音ね央おにペコリと丁寧にお辞儀する一之江。

「そんな瑞みず江えちゃんは一番可愛かわいらしく洗ってたよね」

　キリカが横からそんな告げ口をしてくれる。

「ぐっ……そうなのか？」

　俺はそんな聞き捨てならない言葉を聞いて、痛みを我慢しながら尋ねた。確かに……一之江はちょこんと椅い子すに座りつつ、せっせっ、と頑張って肌を洗っているような。そんなイメージが、ある！

「ええ。例えばカミソリで手入れをしていたらうっかりざっくり手首を切っちゃうくらいに、可愛らしい私です」

「いててててててっ」

　うっかりざっくりって、どんなうっかりだよ。血に染まるお風ふ呂ろ場ばとか考えるだけで痛くて大変だ。いかん、想像力が強くなっている今の俺に痛い話は無理だ。

「カミソリなんて使うとこないのにね、瑞江ちゃんってば」

「ほっ、そうなのか」

　キリカの発言に俺が安心していると。

「…………っ」

　一之江が何な故ぜか――なんとなく赤くなっている気がした。

「ん？　どうし……」

　た、と尋ねようとした瞬間。



　グサッ



「あんぎゃー!?」

　その人差し指が二本とも、俺の目に刺さる。

「な、何故だー!?」

　あまりにダイレクトな痛みに、俺は床を転げ回った。別に爪つめが伸びているわけでもない指が目に入るくらいでこんなに痛いなんて。あいつの指には刺激物でも含まれているのだろうか。もしかして今まで突き刺さっていたのはあいつの指だったんだろうか。

「あっ……」

「こ、こら、キリカさんっ」

　何かに気付いたらしい鳴な央おちゃんと音ね央お。

「ふふっ、ちょっぴり刺激が強かった？」

　そして、ちょっぴり反省しているような声こわ音ねのキリカ。無言の一いち之の江え。今の発言のどこに、そんな女の子たちが反応するような部分があったというのだろう？

　目からポロポロと涙が出てしまうが、俺おれの頭はいたって冷静に働いていた。一之江はカミソリネタで俺をいじめてきた。しかし、その一之江の体には、カミソリなんて使う所はないらしい。つまり、一之江はお手入れいらずのすべすべ肌ということなのか。

　そう理解していたのだが、ここに来てそれが女子の中ではとても照れる……いや、恥ずかしいことである、という流れなわけか。ふむ、つまり……。

「一之江はカミソリで手入れする必要がないということは……」

　カミソリを用いて手入れする箇か所しよ。それは何かを剃そる部分ということになる。

　つまり。

　まさか。

「それが遺言でよろしいのですね」

「すみませんでした。本当にすみませんでした。これ以上何も考えないし、後でケーキをご馳ち走そうさせていただきますので許していただけないでしょうか」

「よろしい。考えた瞬間もぎますからね」

「もっ!?」

　恐ろしい。

　何を、とか尋ねるのすら恐ろしい。

　なので、一之江の秘密という大変魅力的な題材ではあったが、命も尊厳も惜しい俺はこれ以上の推理を止めることにする。ヒントは『カミソリで手入れするものといえば？』という辺りだが、これ以上の推理は危険極まりないわけで。



　やがて、俺は考えるのを止めた…………。



「で、お風ふ呂ろの話はいいんだキリカ」

「今度一緒に入る？」

「マジでか！」

「一回入ったもんね」

「誤解を招くような言い方だな！」

　相変わらず話が先に進まないのも、なんとなく楽しんでいる俺がいる。

　教室でのノリというか、旅先でのハイテンションというか。こうやって本題に入れずにポンポン話題が飛ぶのもちょっと嬉うれしい俺がいた。

「それに、別に二人っきりで入ったわけじゃないだろ」

「あの時は、音ね央おちゃんも瑞みず江えちゃんも一緒だったもんね」

「まるで俺おれが音央や一いち之の江えと共にキリカも含めた四人でハーレム的に風ふ呂ろに入ってたかのような言い回しは止やめようぜ」

「そ、そんなことなさってたんですか……？」

「ほら、鳴な央おちゃんが信じたっ！」

「あー、あったわねえ……ほら、神隠しの村から逃げた時のことよ」

　音央が鳴央ちゃんに説明している。

　いやはや、懐かしい。そういえばキリカのお風呂に突入したことがあったんだったな。あの時は一之江の『記憶を失うほどの激痛』というものを食らったせいで、きっと素敵だったに違いないキリカの裸体をまるで記憶していない。

「そういえば、あの時はなんでお風呂に入ってたんだ？」

「うん？　なんでって？」

「確か、ほら。調べ物をしてくれてるはずだったろ」

「うん、だから私の魔術で検索してたんだよ」

「お風呂で？」

「水の流れとか水みず溜たまりっていうのは『情報』を司つかさどる魔術に使えるものなの。ほら、よく魔女は水晶とか溜めた水に映るものを見て情報収集したりしているでしょ？　だから、手っ取り早いのはお風呂だなー、って」

　なるほど、魔術にもそういう手順とか発動方法があるのは知っている。

　単にお風呂に入ってたわけではなく、ちゃんと情報収集の一貫だったんだな、あれ。

　おかげで美お味いしい思いをさせて貰もらったので、魔女の術最高、と言わざるを得ない。

「そういうので、これから現れるロアの情報は解わからないのか？」

「うーん、条件が合えばかなあ。あの時はモンジ君からの情報で色々調べることも出来たんだけど、今回はまだ事件の被害が発生していないもの。だからこそ『これから起きる』というのを予想する、予兆の魔女の出番だったんだし」

「なるほどなるほど」

　魔女の術にも住み分けみたいなものがあるんだな。なんでも出来る便利な魔法というものは存在しないってことか。

「代償とかは大丈夫だったのか？」

「ん？　ふふっ、それはほら。モンジ君がドキドキしてくれれば、だから……」

　キリカはまた誘惑するみたいに流し目で見てくれる。チラッと見えているその胸元も相まって、相変わらず攻撃力の高い誘惑をしてくれる。うむ、なんというか、今までもよく我慢出来ているよな、俺。

「ヘンタイ」

　冷ややかな音ね央おの声が浴びせられ、我に返った。

「コホン。つい脱線しちゃうなあ」

「あはは、仕方ないよ。それだけリラックスしてくれてるってことでしょ？」

「そうだな、このメンバーはやたら安心出来るのも確かだ」

「モンジ君にとって、私や瑞みず江えちゃん、そして音央ちゃんや鳴な央おちゃんはもう、気楽に接することが出来る仲間なんだろうね」

『仲間』か。

　以前に『勢力』と言われた時はちょっとしっくり来なかったが『仲間』という言葉なら納得出来た。別に俺おれが一番偉いわけでも強いわけでもない。俺自身はみんなの力を借りてようやく戦える中途半端な存在だ。しかも、毎回ピンチは一いち之の江えに救って貰もらっている。そんな俺は『勢力の長』というよりも、そう。『仲間』の力を借りる中心みたいなものだ。

「別に『愛人』にしてくれてもいいんだからね？」

　キリカが顔を近付けてくると、それだけでドキッとしてしまう。

　なんだか今晩のキリカはちょっと誘惑が多い気がする。もしこのまま夜、何もなかったりしたら久しぶりの誘惑されまくる日だったのかもしれないな。これは惜しい。惜し過ぎる……！　だが、俺には先輩という大事な人がいるから、その誘惑に屈するわけにもいかないので、だとしたら誘惑されなくて良かったのかもしれない。

　などと考える一いち途ずな俺は、やっぱりハーレム系主人公にはなれないのかもしれないな。うん。無理なはずだ。多分。きっと。

「そういうのは、まあ、一度置いておいてだな」

「置いておくんだね」

「頼むから置いておかせてくれ」

「ふふっ、捨てないでくれて嬉うれしいよ、モンジ君っ」

　こうやってみんなの前でも言ってくるようになった辺り、キリカも何か思うところがあるのだろうか……なんて勘繰ってしまうものの、今はその思考も置いておく。

「で、簡単にアリサの言ってたことをまとめると。もうすぐ、海の方でロアが生まれつつあるらしいんだ」

　ようやくその説明が出来る段階になると、少し緊張した空気になった。

「ロアが生まれつつある……ですか？」

　それまで頬ほおを染めて黙りこんでしまっていた鳴央ちゃんが、ようやく普通の話題になったとばかりに食らいついてくる。

「『予兆』だってさ。アリサが……えーと、海の沖の方に霧がかかっているのを見つけて、それが『ロア』の予兆だってさっき教えてくれたんだ」

「へえ……そんなことも出来るのね、あの子」

　音ね央おが腕を組んで感心している。どちらかと言うと、鳴な央おちゃんはロアの方に意識が向いて、音央は仲間の能力に意識を向ける傾向がある。それは『ベテランロアである神隠し』と『新米ロアである妖よう精せい』の差なのかもしれない。鳴央ちゃんはロアを退治すること、音央は自分の成長方法を考えているのだろう。

「『メアリー・セレスト号』系のロアとみられています。船が行方不明になったという噂うわさが出れば、必ずと言ってもいいくらい現れるものです」

「その都市伝説なら私も聞いたことあるわ。メジャーってことは危険なロアなの？」

　一いち之の江えの言葉に音央が尋ねる。

「予想通りに『メアリー・セレスト号』系のロアであった場合、強さで考えればさほど恐れる必要はありません。以前にモンジが七しち里り詩し穂ほにデレデレしながら倒した『ベッドの下の男』のレベル、つまりまだ出来たばかりのロア程度なはずです」

「そうなの？　有名なのに？」

　音央は納得出来ていないようだ。

　ロアの強さは『有名度』みたいなもので決定するという話もある。

『メアリー・セレスト号事件』というものが、音央でさえ知ってるくらいに有名なものなのだとしたら、それこそ鳴央ちゃんの『神隠し』のように、強力無比な力を発揮したりしないのだろうか？

「『メアリー・セレスト号』の本物のロアが現れたら、流石さすがに大変かもしれないんだけどね。今回生まれつつあるロアは『その噂に似ている』レベルのもの。つまり、劣化コピーみたいなものだったら弱いよ、ということね」

「へええ、なるほどね」

　キリカが説明してくれたおかげで、音央はあっさり納得したようだ。流石は生徒会副会長、理解力も高いのだな。俺おれはもう少し整理しないと解わからないが。

「えーと。じゃあ、有名だけど厄介ではないのか……？」

　一之江の方を見ながら俺は確認する。さっき話したように、ヤシロちゃんが絡んでいるのだとしたら……というのもあるからだ。

　俺の視線に気付いたのか、一之江は小さく頷うなずく。今は余計な不安を煽あおるだけになるかもしれないから、ヤシロちゃんの話をみんなにすべきではない、そういうことなのだろう。

「『メアリー・セレスト号』系のロアなら退治自体は簡単なはずだよ。あの事件そのものも解決しちゃってるしね」

「はい。あの事件の謎なぞはまだ残っていますが、よく噂されている『食事が準備されていて、直前まで人がいた形跡があった』というのが嘘うそである、というのはもう広まっています」

　もうその噂が広まっているなら、ロアとしては終わったようなものかもしれない。

『対抗神話』と呼ばれる噂うわさが広まればロアは消滅してしまう。だから『メアリー・セレスト号』のロア本体は現れることはないのだろう。

　それでも『メアリー・セレスト号』系のロアが現れるのは、その噂が有名だったからこそ似たような噂として広まるからだ。

「へえー……本物の噂はもう解決しているのに、それに似たロアって現れるものなのね」

「さっき瑞みず江えちゃんが言った通りで、『船が行方不明』になれば大体どっちかになるの。『メアリー・セレスト号』の偽物か『幽ゆう霊れい船』か、みたいな」

「もし『幽霊船』であった場合は、近付けばすぐ解わかりますから……」

「骸がい骨こつとかいっぱいいるもんね、あれ」

　幽霊船の方はまんまイメージ通りになるっぽいな。そっちはそっちで不気味だろうが、確かに解り易やすそうだ。

「だから、近付いてみて『メアリー・セレスト号』系だったら、スナオちゃんだけでも大丈夫だろうし、モンジ君もいるなら安心度は高くなるって感じなんだけどね」

　なるほど、スナオちゃんだけでもなんとかなるかもしれないレベルなのか。俺おれみたいにまだ一人だと未熟者であればアウトかもしれないが、スナオちゃんくらいれっきとしたハーフロアの強さを持つなら平気なわけだ。

「まあ、本当はそんなに簡単にいかない可能性もあるんだけど……気になることがあるから、その船に近付いた頃ころに話すよ」

「うん、了解した」

　キリカはまだ色々考えているようだ。一いち之の江え同様、ヤシロちゃんが絡んでいる可能性を考慮しているのかもしれない。

「ともあれ、スナオちゃんが一人で行きたがっていたから、俺がそれに付き添いで行くことにしたんだ。っていうのをみんなにも相談したくて」

「だったら『管理人さん』にも確認しておくと確実だよ。本当にこれから現れるロアが予想通り弱っちいのか、実はもっと凄すごい噂がこの辺りにあったりして、地域限定でやたらと強いのか、みたいなのも解るだろうし。もしも後者だったら、当たり前のように『８番目のセカイ』にも書きこみされているはずだしね」

　そういうのを調べられるのも『８番目のセカイ』の使い方ってわけだな。

　そして今はそういう情報をみんな牛耳っている『管理人さん』も仲間にいる。

　なんか……本当に、俺の仲間は頼りになるよなあ。

　――しかし、先輩、か。

「これから行くの？」

「そうだな。先輩にだけ話さないってのも悪いだろ」

　腕を組んだままの音ね央おに答えてから立ち上がると、一之江も同様に腰を上げた。

「それじゃ、私たちも準備しようか」

　キリカが呟つぶやくと、鳴な央おちゃんと音ね央おも頷うなずいた。

「ああ、来てくれるのか」

「そりゃあね。実際に乗り込むのはスナオちゃんとモンジ君だと思うけど。一応、バックアップの準備……かな？」

　クス、と笑いながら片目を閉じてウィンクしてくれるキリカ。それだけでメロメロになりそうになる。一時期は病弱キャラみたいになっていたが、今はもうすっかり元気になっているようで安心した。

「そっか、それじゃよろしくな、みんな」

　俺おれが頭を下げると、三人とも穏やかに笑ってくれたのだった。



◆2010-07-11T020:30:00　"Siragasaki Hotel Royal Sweet Room"



　そんなわけで、先輩の部屋を訪れる俺だった。

　先輩は一人部屋。さっきも思ったことだが、俺に『不束ふつつか者ものなわたしだけど……これからもよろしくね！』と返事してくれたからには、つまりその、なんだ。俺と先輩はいわゆる好き同士ということで、もしかして付き合っているなんて言っちゃっても過言ではない仲だったりするんじゃないか？

　いやいや、だけど言い回しとしては『物語としてよろしくね』とも受け取れる。こう、特別な恋人関係としてではなく単に俺の仲間入りをしてくれただけ、みたいな。

　うーむ……。

「エロい妄想していないで早く呼んで下さいＤＴ野郎」

「ＤＴだと……!?」

　後ろに控えていた一いち之の江えになんだか酷ひどい呼ばれ方をした！

「ダメなとうへんぼく野郎、略してＤＴ野郎です」

「……そ、それなら、まあ、うむ。許せる」

　なんだか男の子としてはちょっとダメージのある英単語だっただけに、それほど悪口じゃなかったので何な故ぜか安心してしまった。

　さっきもそうだけど言葉の想像力の威力って大きいね、としみじみ思う。

「いや、ほら。昨日の今日で、しかも疲れてるんじゃないかと思って」

「昨日も今日も大活躍だった私が元気に卓球までしていたのですから大丈夫ですよ」

　それもそうか、と思ったが。

　よくよく考えてみたら昨日もこいつは最後に現れて美お味いしい所を持っていく担当だったはずだ。こと、労働という点で見た場合、今回の一之江は省エネモードである。

「ほら、真面目まじめにやって下さい。今はロアの時間ですよ」

「それもそうだな」

　一いち之の江えに厳しく言われて考えを改める。青春的な時間も大事だが、今はロアの時間。つまり、気を引き締めないと大切なものを失ってしまうかもしれない時なのだ。

　ぐっ、と口元を引き締めてから、俺おれは部屋の前にあった呼び鈴を押した。



　チャラララララーン♪



　なんかコンビニに入る時の音がした。

「うお、コンビニだ」

「ホテルの呼び出し音もコンビニの音も同じものを使うことがあるんですよ」

「そうなんだな」

　途端に高級ホテルが身近に感じたりしつつ。

「はーい！　いらっしゃい、モンジくん、みずみずっ！」

　ガチャ、とドアが開くとそこには浴衣ゆかた姿の先輩が。

　そして浴衣からこぼれる白くて柔らかそうな胸の谷間が！

　さっきのキリカもたまらなかったが、やはり先輩のは大きい……！



    

  
    
      



    

  
    
      

　グサッ!!



「く、来ると思ってたぜ……！」

「避よけずに甘んじて受けたことだけは評価してあげましょう」

　案あんの定じよう、鼻の下を伸ばしていたら背中に鋭い痛みを感じた。

　こいつはいつも、俺おれがエッチなことに気を取られた時にこうして刺してくる。もしかして嫉しつ妬とか何かだろうか？　なんて思った日もあったが、おそらくこれは違う。こいつも理り亜あと同じく、男のそういういやらしいものが嫌いな部類の子なのかもしれない。

『えっちなのはいけないと思います！』と怒りつつも、やっぱりエッチなことに興味津々、みたいな女の子ということか。うい奴やつめ。

「全力で殺したくなるような気配を感じるのですが、ここはもう殺してしまってもいいですよね、いっそ。もしくは、死なないギリギリまで動けないようにして、命だけがかろうじてあり続けるだけにするとか」

「みずみずったら過激だねえ」

　絶対零度を思わせる一いち之の江えに反して、先輩はのんびりとした優しい声こわ音ねだった。

　ああ、流石さすがはマイエンジェル。殺伐としたこの流れに一輪の花。

「そういう時は手足を落としてしまった方が早いよん」

「流石です」

「ここには怖い子しかいなかった！」

　そういえば先輩だってロア歴がかなり長いベテランである。そういうおっかない話だって、本来お手の物だったわけだ。

　今までその事実を隠されていた……つまり、ロアのことなんて知らないフリをされていたわけだが、俺は一向に構わない。先輩になら騙だまされ続けていたって構わない。何な故ぜなら先輩は可愛かわいくて、今もいつものように接してくれている。

　うむ、俺が気にすることなんて何もないな。

「せめて先輩が監かん禁きんして下さい……」

　それだけが最後の望みだった。

「あはは、冗談だよん、モンジくんっ」

「あはは、じょうだんだよん、もんじくん」

　先輩の言葉を一之江が棒読みで繰り返す。こいつは本当にいつか俺を拉ら致ち監禁するのかもしれない。マジで気をつけよう。そう思ってはみたものの、一之江が本気で俺に何かしようとしたならば、俺はきっと抵抗なんて出来ないだろうな。

「すみませんでした一之江様。今度ケーキを奢おごらせていただきます」

「よろしくてよ」

　平身低頭、無駄なプライドは捨てるに限る。

　命も両腕両足も惜しいので、俺おれは一いち之の江えに頭を下げた。

「ふふっ、仲良しだにゃー、二人とも」

　これが仲良く見える辺り、先輩はちょっぴり天然が入っている気がする。だが、そこもまた先輩の魅力なのだからどうしようもない。

「それじゃ、ここで立ち話もなんだからお部屋に入ってね」

「お邪魔します」

　先輩に招かれるままに、俺たちはその部屋に入った。

　そこは、昨日訪れたままの部屋。

　俺たちが戦った形跡は全くなくなっており、今ではごくごく普通にホテルの大きな一室である。あの時は気付かなかったが、流石さすがはロイヤルスウィートルーム。その広さは俺たちがいる部屋の２倍近くあるように感じた。

　ベッドが２つ並んでいるのを見て……なんとなく照れてしまう。

「んふふ、一緒に寝る？」

　そんな視線に気付いたらしい先輩が、ちょっといたずらっこの目で見上げてきた。

「是ぜ非ひに！　と言いたいところですが、これ以上グサグサされたくないので我慢します」

「あはっ、そうなんだね」

　先輩はやっぱりいつも通りの態度そのままで。うん、別にお付き合いとかしてなくてもいい。このまま、先輩と仲良く……以前よりもより親密になれているのだから、それだけで満足だ。勿もち論ろん、このいやらしさ溢あふれるボディは魅力的だが、そういうエッチな視点だけで先輩を見るというのも違うもんな。いや、本当に魅力的なんだが。

「んー、コホン。そんなわけでですね、先輩」

　色々我慢して俺が話を始めると。

「『メアリー・セレスト号』系のロアが現れそう、っていう話かな？」

「あ、もう知ってましたか」

「まあね。ちょっと座って待ってて？」

　先輩は俺たちをソファに促すと、用意してあったティーポットで紅茶を淹いれてくれる。その手て馴なれ具合からして、普段から紅茶を淹れることに慣れているのかもしれない。先輩と紅茶。確かにお似合いだ。

「わたしの中の『管理人さん』が、そういうロアが発生しつつあるよって教えてくれたから。まだサイトには書きこんでないんだけど」

「そうなんですか？」

　どうやらちゃんと先輩の中にいる『８番目のセカイ』の『管理人さん』とも仲良くやってくれているようだ。彼女も俺おれの『物語』の一人ではあるが、いかんせん先輩の中で一人二役みたいな状態になっている。自分の中にもう一人の自分がいるってどんな感覚なのかは解わからないが、仲良くそうやって情報交換もしてくれているなら安心だ。

「それが普通のロアだったら、わたしたちの誰だれかにすぐやられちゃうだろうしね。今って、その話をしに来たんじゃないのん？」

「あー、はい。正まさにその話のつもりでした」

　すっかり読まれてしまっていた。正体を知る前から薄々聡さとい先輩だなーと思っていたが、やっぱりその通りだったことに妙な納得がある。

「スナオちゃんがすっかりやる気なので、俺が付き添いで行こうかな、と」

「出来たてほやほやなロアだろうから、多分平気だと思うよ？　それじゃあわたしは、スナオちゃんとモンジくんがロアをやっつけた後に『生まれたてのメアリー・セレスト号を退治したのは『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』のロアのひとつ、『赤マント』のロアでした、って書きこめばいいんだね」

　なるほど、そういうことになるんだな。

　スナオちゃんとアリサに関しては、自分から『物語になってくれ』って言ったわけではないのでいまいち実感は湧わいてないのだが。自分以外の『主人公』を自分の『物語』にした場合、その主人公が既に所持していた物語たちは自分のものになるというルール。それが、スナオちゃんやアリサにも適用されているのは確かなのだろう。

「まあ、特にスナオちゃんが頑張ったという辺りを強めにしてあげて下さい」

「そだね。あの子もちょっぴり焦っているだろうし」

「焦っている？」

　スナオちゃんの様子を思い出す。不敵で元気なのは確かだが、そこに焦りの要素は見て取れなかった。

「そりゃ、焦ると思うよん？　自分のマスターが最強だと思っていたら、そのマスターが別の主人公の物語になっちゃって。しかもその主人公には、おっかないロアがゴロゴロいたんだから」

「あー、なるほど」

　俺は傍らで大人おとなしく紅茶を飲んでいる一いち之の江えを見て納得した。

　スナオちゃんはことあるごとに一之江にライバル心を燃やしている。あれは自分もちゃんと役に立つ、強いロアであることを示したいという自己顕示だったのか。

　確かに俺の物語たちは物もの凄すごい子が多いしな。まだ中学生である彼女にしてみれば、年齢も経験も浅いから焦って仕方ないということかもしれない。一緒に参戦したアリサにしても、元々かなり老ろう獪かいな魔女らしいし。

「後は、ロアの近くまで船が出せるかを知り合いに尋ねてみるね」

「なんと、そこまでやってくれるんですか」

　海の沖までどうやって行こうか悩んでいただけに、この申し出はありがたい。

「そりゃ勿もち論ろんだよ。わたしの持っている能力だけでなく、人脈とかコネとか、そういうものもモンジくんは使いまくるべきなの。それが『主人公』ってことだしねん」

「人脈とかコネ、ですか……」

「そ。後はカラダとか」

「か、カラダ!?」

「ふふっ」

　先輩はニコニコしながら、俺おれを見つめる。

「勿論、肉体労働的な意味だけど」

「あ、ああ、そっか、そうですよね。ふぅー」

　先輩がどこまで本気なのかがさっぱり解わからない。この分では、あの『不束ふつつか者ものだけど』という言葉の意味を尋ねてもちゃんと答えてくれそうもないな。つまり、お付き合いしているのかどうかの確認は一いつ旦たん保留ということだ。

「ともあれ、じゃあ船の手配とかをお願いします」

「ＯＫ、モンジくんの物語として、初仕事だから頑張るよんっ」

　両手で可愛かわいらしくガッツポーズをとる先輩。

　そのにゃぱー、とした笑顔はやっぱり俺にとっての癒いやしで。

　ロアの事件をささっと解決させて、のんびり楽しく過ごしたいという気持ちが、俺のやる気に繋つながるのだった。



◆2010-07-11T021:00:00　"Siragasaki Hotel"



　先輩の部屋を出てから、一いち之の江えと一緒に廊下を歩く。

　そういえば今日は、結構一緒に行動しているなあ。

「なあ、一之江。ちょっとロア関係じゃない会話になるんだが」

「トーク料は１分１万円でいいですよ」

「高っ!?」

「それで、なんですか？　部屋に戻るまでで良ければ相手してあげます」

　と、低い位置から俺を見上げてくれる。

　こうして歩いていると常々思うのだが、一之江は小さくて可愛い。その鋭い視線や慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調、飛び出すよく解らないノリだけの言葉と、およそ『可愛い』というカテゴリーから外れたものも多いのだが、やっぱりトータルして見れば可愛いと思う。

「いやあ、さっき先輩が言ってただろ。能力だけでなく人脈とかコネとかも使いまくるべきだ、って」

「あとカラダとかですね」

「うっ……まあ、うん。肉体労働的な意味らしいけどな」

　先輩のカラダ、と聞くだけでやっぱりドキドキしてしまう。

「で、そういえば俺おれ……一いち之の江えのことはほとんど何も知らないなって思ったんだ」

「七しち里り詩し穂ほと話をしていたのに、私のことを考えたということですか？」

「んー、そこは確かにちょっとアレなんだが」

　先輩の言葉は、何な故ぜか一之江にも向けたもののように思えたのだ。

　俺はこいつの本名すら知らない。家が金持ちであり、高そうな車をすぐ呼べて、そしてどうやら妹がいるという辺りしか知らないのだ。

「まあ、知られるとストーカーされたり、妹にまでエロいことをしようとしそうだから教えたくありませんしね」

「しないっての！」

　確かにここまで一之江が気にする妹さんがどんな子なのかは気になるのは確かだが。そういうことではなく、俺は一之江自身のことが気になっていた。

「今まで何度も助けて貰もらったりして、すっかり頼りにしているってのもあるんだけどさ」

「ふむ」

　まっすぐ見上げてくる目は、とても透き通っている。こんな透明感のある少女が、まさか殺害に特化したおばけだなんて誰だれも思わないだろう。

　そこまで考えてから、俺は慌てて自分の考えを否定した。



　――いや、そうじゃない。



　誰かがこいつを『おばけ』だと思い、その噂うわさを広め、そしてそれが多くの人に信じられたからこそ、こいつは『メリーズドール』になったはずなのだ。

　それがどんなに暗くて、恐ろしいことなのか。俺はこいつに追いかけられたことがあるから、少しだけ感じることが出来る。一之江は『あんな恐ろしい化け物』だと人に思われたからこそ、実際にあの化け物を続けなければならないのだ。

「……一之江のこと、なんにも知らないのが、こう、な……」

　何故か悔しくなってきて、俺はまたも拳こぶしを握り締めていた。どうも、悔しかったりすると拳を握り締めてしまうのは自分の癖らしい。だけど、それが解わかっていても止められないくらい、心の中でぐるぐるとモヤモヤしたものが回転している。

　こいつがどんな苦悩をしたのか。どんな思いでいたのか。そして実際、どんな覚悟でロアである道を選んでいるのか。俺は、あんなにも一緒に戦ったというのに……それを、詳しく知らないのだ。

「なんにも教えたくありませんしね」

　一いち之の江えは冷ややかな声で返事してくる。

「やっぱり、そうなんだな」

　一之江が隠したいものはいっぱいあるのだろう。強がっているからこそ、見せたくない一面だってあるに違いない。本名じゃないからこそ取れる距離感だってあるはずだ。

　だけど、どうしても思ってしまう。……こいつのことだから、飄ひよう々ひようとした態度の裏で色々と抱え込み、背負っているんじゃないか、とか。苦しいとかつらいとか、悲しいとか……寂しいとか。そういう気持ちすらも誰だれにも見せず、ただ強くあろうとしているのではないだろうか、とか。

　誰からも恐れられる『メリーズドール』。

　だからこそ、こいつは恐れられ続ける為ために『自分』の気持ちを隠し続けている。

　そんな気がしてならなくて。

　――相棒として。パートナーとして。こいつの重荷を少しでも持ってやりたい、なんて思うのはやっぱり自己満足なのだろうか。

「おいハゲちゃびん」

「って、誰がハゲちゃ……び……」



　とん。



　一之江の小さな頭が俺おれの腕に触れた。

　もたれかかると言うには弱々しすぎるその感触。単に、一之江がちょっとだけ俺に頭を預けた、その程度でしかない接触。

　それだけなのに、一之江と触れ合っている部分がとても熱く感じる。

「貴方あなたはそうやって、無む闇やみになんでもかんでも持ちたがるからダメなんです」

「…………」

　俺の悩みや葛かつ藤とうなんて。いつも通りあっさり見抜かれていたわけで。

「そういう性格だから、私は貴方に何も教えたくなくなります。勝手に背負われて、勝手に悩まれて、勝手に頑張られるからです」

「……すまん」

　それが一之江の非難であるのと同時に。

　気遣いでもあることが解わかるからこそ、俺は素直に頷うなずくことしか出来ない。

「私は、むかついたりイラッとしたら刺します。気が向いても刺します。意味がなくても刺すこともあります。ですが……」

　それはどうなんだ、と少し思ってしまうが。話が続いているようなので何も口にしない。

「気兼ねなくそれをしているのは貴方あなただけです。それだけでは……足りませんか？」

　その言葉を聞いて、俺おれは一いち之の江えを見る。

　一之江は目が合わないように、頭を俺の腕に寄せながらも違う方向を見ていた。

　その耳が、赤くなっているのを見てしまい。

　途端に嬉うれしさが胸にこみ上げてくる。

「満足過ぎる。サンキューな」

　俺にだけ気兼ねなく接していると語る一之江。

　それはつまり、この秘密だらけの少女の心を少しだけでも軽く出来ているわけで。

「それくらい解わからないでいるから、貴方はハゲちゃびんなのです」

　そんな言葉が照れ隠しっぽく聞こえることも合わせて、嬉しくて仕方ないのだった。



◆2010-07-11T022:00:00　"Siragasaki Hotel Entrance Hall"



「さーて、速攻でやっつけてやるわよーう！」

　スナオちゃんがホテルのエントランスで元気に右みぎ拳こぶしを振り上げていた。

　もうすぐ先輩が手配したクルーザーの運転手さんが来てくれるとのことで、ここで集合する手はずになったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　まだ集合時間までは10分以上あるものの、もう待ち切れないスナオちゃんは同行者である俺おれを連れだしたということである。

　しかし、宿泊二日目になるがここのホテルはやっぱり慣れない。

　エントランスには豪華なソファが用意されており、内装のお洒落しやれさも相まってかなり高級感溢あふれる趣となっているからだ。そんな場所に若い男女数名、しかも三人は中学生の女子もいるのだから場違いな感じは否めない。

　とはいえ、先輩や一いち之の江えのようにこういう高級ホテルが慣れている人種や、音ね央おのように何度か仕事で泊まったことがある人たちは落ち着いたものである。氷ひ澄ずみたちもロア退治で色々な場所に行ったことがあるらしく、ここでもマイペースだ。キリカやアリサはどこにいても全くぶれずにいつも通り行動しているようなので、実質緊張しているのは俺と鳴な央おちゃん、そして理り亜あくらいなものだった。

「兄さん」

　そんな理亜が、くいくいっと服の袖そでを引っ張る。

「ちょっとあちらでお話しましょう」

　指差す方を見れば、もう閉まっているお土産みやげ屋さんだった。チラッ、とスナオちゃんの様子を見ていることから、話題は今回のロア退治についてだろう。俺は頷うなずくと、理亜と一緒にお土産屋さんの辺りまで移動した。

　そういえば明日には帰るのだから、朝のうちにお土産を買っておかないとな。アランのヤツはきっと悔しがるだろうから、せめて美お味いしいものにしてやるとしよう。

「んで、どうした？」

　エントランスから程良く離れた場所で理亜に尋ねる。

「本当にスナオさんと二人だけで行くのですか？」

　理亜がスナオちゃんの方を見て確認してきた。ここからはスナオちゃんが元気にしている姿と、アリサがそれを見て笑っている姿が見てとれる。

「ああ、本当は一人で行きたがっているんだけどな、スナオちゃん。とはいえ、やっぱり一人だと心配ってのはあるし」

「一人が心配なのは確かですが、彼女のマスターは私です。なので、兄さんではなくて私が行く、という選せん択たく肢しもあるはずです」

　理亜の言い分はもっともだし、俺も考えたものだった。理亜がパートナーであるスナオちゃんと一緒にロアを退治する、というのが一番普通の形だからだ。

　だが、俺的に譲れない事情もあった。

「それも考えたんだが、それだと俺が過剰に心配しちゃうんだよ」

「過剰に、ですか？」

「ああ。絶対のんびり待てない自信がある。理り亜あが出発した瞬間から、１分が１時間に感じるくらい『まだ戻らないのかっ』って言いまくるだろうな」

　そわそわし過ぎて何も手につかず、無駄にうろうろするだろう。気を紛らわせる為ためにホテルの外に出てしまったら最後、ボートか何かを見つけて俺おれ自身もなんとか乗り込もうとするに違いない。それくらい、俺は理亜を心配する自信があった。

「……んもう、兄さんは、過保護です」

　小さく口を尖とがらせて理亜は非難がましく俺を見る。

「はふぅ……ですが……そういうことならば、解わからなくもありません。私だって兄さんが行くのは心配ですし。かといって、これで『私も行く』と言ったらスナオさんを信じていないみたいで、彼女が傷ついてしまうと思いますし」

「あくまでロアをやっつけるのはスナオちゃんで、もう一人は付き添いって形がいいんだものな。しかも『主人公』ならいざという時に応援を呼べるし」

「その通りです。そして応援の対応幅が広いのは兄さんですし、私と違って兄さんは身体能力も高くなっていますから」

　万が一のことも考えればやっぱり、俺が向かうのがベストなのだ。それに、いざと言う時は一いち之の江えに来て貰もらえばどんなロアでもやっつけられるだろう。

「……でも、兄さん」

　ぎゅっ、とさらに袖そでが強く握られる。

「心配、なんですよ？」

　見上げてくる視線から、かなりの『心配！』という気持ちが届けられていた。

　理亜は俺の為にこのロアと戦う世界に足を踏み入れたようなものだ。今は『一緒に戦う』ということで仲間になって貰ったわけだが、本来は俺に戦っていることを秘密にして、俺のことを陰から守るという覚悟をしていたわけで。

　今回の件だって、先に理亜がアリサの予兆を聞いていれば、俺に内緒でスナオちゃんとロア討伐に向かっていた可能性だってある。むしろアリサは理亜の物語なので、その可能性の方が高かったはずなのだ。

　あいつが何を考えて俺たちだけにそれを伝えに来たかは解らないが……。

『魔女』は信用しちゃいけない。そんな言葉を何度か聞いたことがあるのだが、アリサもやっぱり何か企たくらんでいたりするのだろうか。

「何かあればすぐに連絡するし……何もなくても、連絡するよ」

　俺が手を差し出すと、理亜は少しためらった後に頭を差し出した。

　いきなり触ると逃げてしまうのだが、こうして確認を取れば撫なでてやることも出来る。

　柔らかな肌触りの髪からは、少し甘い香りがした。

「なんか髪から良い香りがするなあ」

　正直な感想を伝えてから、ちょっと「しまった」と思う。

　女の子は匂においに敏感で、ことさら自分がどう思われるのか気にしたりするのだ。

「え、あ……その」

　理り亜あは途端に真まっ赤かになる。やっぱり恥ずかしい思いをさせてしまったか！　と思ってすぐに謝ろうとした時。

「……兄さん、好きかな、と思って……詩し穂ほさんのシャンプーを借りたんです」

　ぽそぽそとそんなことを告げられて、俺おれの謝罪は引っ込んだ。

　そりゃ、確かに先輩のことは好きだ。

　そして、理亜も多分、それを知っている。

　だからこその、先輩のシャンプー。

　これは……。

「兄さんの好きな匂いなら……その。我が家でも買いましょうか」

　おずおずと見上げる視線はちょっぴり潤んでいるように見える。

　理亜は、こう、今回の旅行は攻めてくるよな。

　この攻められっぷりが嬉うれしいのでいかんともし難いのだが、返答はかなり気を付けないといけない。よく知っている子から好意をストレートに向けられると、戸と惑まどってしまうのは仕方がないことだと思いたい。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんて答えればいいか悩みつつその頭を撫なでていると。

「あーっ！　リアがえっちなことされてるー！」

「してねえよ!?」

　スナオちゃんがこっちに気付いて指差してきたので、俺おれはすぐにツッコミを入れた。

「スナオ、あれはされているんじゃない。これからリアがさせようとしているんだ」

「していません！」

　アリサが余計なことを言って、今度は理り亜あがツッコミを入れる。

　すっかりツッコミ兄妹きようだいになってしまった。

　だが、おかげでさっきのドキドキした雰囲気と戸と惑まどいは薄れた。

「そ、そろそろ皆さんも来ますね、戻りましょうか兄さん」

「お、おう、そうだな」

　俺が頷うなずいてその手を離すと。

　理亜はその手を握って……ちょっとはにかむように微笑ほほえんでくれた。

「いっぱい心配していますから、早く帰ってきて下さいね」

　ぎゅっ、と気持ちを込められるだけで、心臓の鼓動が速くなる。

「あー！　またえっちなことしてるー！」

「違うぜ、あれは帰って来たらして下さいね、って言ってるんだ」

「わぉ、あ、あだるとね！」

　二人は言いたい放題だったが、俺も理亜ももうツッコミを入れたりしなかった。

「ちゃんとすぐ戻って来るさ」

「はい」

　帰りを待っている妹がいる以上。

　俺は極力危険なことはしないよう、心に誓ったのだった。



◆2010-07-11T022:30:00　"The Sea"



　夜の海を走るクルーザーの上には、結局ほぼみんな乗っていた。

　いないのは氷ひ澄ずみとラインくらいで、俺の物語たちは勢せい揃ぞろいしている。

　後はクルーザーを運転しているお兄さんを知らないくらいだが、ロア関係にもちゃんと知識のある人だよ、と先輩に紹介された。確か『織おり原はらさん』だったかな？　そういう人選にも抜け目ない辺り、流石さすがは『８番目のセカイ』の管理人さんだと思う。

「もう、こんなにお見送りなんていらないのにぃー」

　スナオちゃんはついてきたみんなに対して文句を言っているが、嬉うれしそうだった。まあ、心配されるのが嬉しいというのは俺にも経験がある。

「それにしても、先輩。大丈夫だったんですか？」

　運転手さんは大丈夫だとしても、ホテルの人たちは一般人のはずだ。こんな夜中にみんなでクルージング、なんて怪しまれても仕方ないだろう。

「うん、みんなでワイワイ夜の肝きも試だめしー！　みたいな」

「あー、なるほど」

　それならホテルの人も強く言わないだろう。この巧みな言葉のおかげで俺おれも先輩がロア関係者だと気付かなかったわけだし。それはもう、年季が入っているのかもしれないな。

「うふふっ」

　その笑顔からは内心は全く読めない。でも、それでいいと思う。だって可愛かわいいもの。

「リアルお化けが出る肝試しだよなあ」

　船はどんどん霧に包まれた海に突入していく。ただでさえ真まっ暗くらな海だというのに、視界がどんどん悪くなってきた。俺はスナオちゃんの単なる付き添いのつもりなのだが、流石さすがにちょっと不安になってきてしまう。

　弱いロアに違いないというのは再三聞いているのだが。一いち之の江えと話したヤシロちゃんの思惑というのもやっぱりずっと気になっているからだ。

「この船はどの辺りまで近付いてくれるんですか？」

「うん？　ぴったりくっつける予定だよん？」

　まさかの接せつ舷げんだった。

「危なくは……ないですね」

「まあね」

　この船に残っているメンバーはみんなかなりの使い手ばかりだ。船から直接何かをされたとしても、対応出来るだけの能力は持っているだろう。

「モンジくんたちがやっつけてすぐに戻って来られるなら、それが一番いいけどねん。心配しているのは、やっつけちゃったらすぐに船ごと消えちゃうことなの」

「ん？　あ、そっか」

「モンジくんとスナオちゃんが海にドボーン！　って藻も屑くずっちゃうと大変だもんね」

「うわー、そのことを全然考えてませんでした」

　それもそうだ。ロアを倒したら船も消えてしまうだろう。

　そうなった後、そこに乗船していた俺たちは当然海に落っこちてしまうわけだ。

「モンジにはさり気なく鉄球をつけておきましょう」

「沈めようとするなよ!?」

　さりげなく話に交ざってくる一之江にツッコミを入れつつ。

「ふふーん、そんなこともあろうかと、下には水着を着てるから平気よ！」

　スナオちゃんが自分のスカートをめくって、下に着ている水着を見せた。

　――水着とはいえ、股こ間かんを堂々と見せるというのはどうなんだ。いや、健康的というか元気でいやらしさがないので、発情した視線で見たりはしないんだが。

「い、いけません、スナオさん！」

　そんなスナオちゃんの手を慌てて抑える理り亜あ。その顔は真まっ赤かになっており、そしてキッ！　とかなり強い視線で俺おれを睨にらみつけてきた。

「大丈夫だ、流石さすがにスナオちゃんをエッチな目で見たりはしないぞ」

　俺が両手を上げて理亜に告げると。

「さっき浴衣ゆかたの時は、スナオの胸を覗のぞいてたじゃないか」

　ニヤニヤと笑いながらアリサがばらす。

「に、兄さん……！」

「いや、すまない。男の子は、女の子の胸元が開いていると凝視してしまう呪のろいにかかっているんだ。こればかりは、どうしようもないんだ」

　やっぱり両手を上げたまま言い訳にもならないことを告げる。

「うぅ……そうなんですか？」

　何な故ぜか理亜は横にいた音ね央おに尋ねた。

「呪いかどうかは別として、どの男子も基本胸ばっか見るのは確かよ」

　音央なんかはかなり見られまくっているんだろうな。

「あたしはもう慣れたけど、理亜ちゃんたちはこれから気をつけるのよ。特にモンジは胸ばっかり見るから」

　理亜がじとーっ、とした目で俺を睨む。

　ああ、これは帰ってきたらお説教コースだな。

「音央の胸がどんどん膨らんでいくのを見るのは俺も楽しませて貰もらった」

「堂々言うなバカ！」

　ごちん、とゲンコツを頭に食らいつつ、ちゃんと音央が元気なことに安心した。

　今日も普通に遊んでいたのだが、こいつはいきなり思い悩むことがあるからな。

　神隠しの事件の時もそうだったし、理亜と戦う時もそうだったし。なので、危なっかしいからちょいちょい気にしておきたいところだ。

「もう、音央ちゃんったら……」

　近くにはそんな音央をいつも心配している鳴な央おちゃんもいるから、そこまで強く心配し過ぎる必要はないだろうけど。

「しかし……」

　こういう話題の時に、真まっ先さきにやってくるキリカが今はいなかった。

　見れば、船の先頭に立ってじっと霧の海を見つめている。

　その背中には近寄りがたい雰囲気があったので、みんなも近付かなかったのだが。

「……どうした、キリカ？」

「うん」

　俺おれはその背中に近付くと、顔を覗のぞき込んだ。

　そこにはどこか複雑そうな表情が浮かんでいる。

「何か気になるのか？」

　そういえば、さっき『近付いた頃ころに話すよ』って言っていたな。早速尋ねてみよう。

「うーん、実はよく解わからないんだよね」

「この先にいるロアが実は超強い！　とか？」

「それはないと思う。この霧も私が気合入れたら一瞬で晴れそうなくらいだし、この先にいるロアの気配も……むしろ私たちの気配で掻かき消きえそうなレベルだし」

　こっちのレベルが高過ぎるというのもあるだろうが、これから遭遇するであろうロアは、やっぱりそんなに強いものではないらしい。

「だから、逆にちょっぴり気になるんだよね」

「うん？　だから、なのか」

「そう。私だったら、これは『餌えさ』として用意する類たぐいのものだもん。弱いロアをやっつけに来た別のロアを罠わなに嵌はめる為ためのもの」

　私だったら、と語る辺りにキリカの正直さがあった。

「もしそうだとしたら、この『餌』を仕掛けた敵がいるはずなんだけど……」

「……ヤシロちゃん、とかは？」

　復活してしまった、最強最悪の敵。俺が死ぬかもしれない『予兆』の原因であるロア。

　さっきも一いち之の江えと話した強敵『ノストラダムスの大予言』。

「解らない。あの子は私たち魔女よりもよっぽど『破滅』に近いからね。でも、モンジ君のことも気に入ってたみたいだから、ここでこんな罠でやっつけようとしたりしないはずなんだけど……」

「そうなんだ？」

「うん。もっとＤフォンを配くばるって言ってたでしょ？」

　その辺りの話も一之江とはしたが、キリカの視点も聞いてみたかったので頷うなずく。

「あれは、多分もっともっとロアを増やしていくっていう意味。そのロアが自分をやっつける軍勢になるかもしれないし、自分の手て駒ごまになるかもしれないし。そういう、大きな何かをする為にあの子はこれからもロアを増やしているはずだから」

「……うわあ、そうなんだな」

「うん。だから今回何かしているんだとしたら……」

　キリカは珍しく真剣な顔で俺を見る。

「気をつけてね、モンジ君。もしヤシロちゃんが何かしたなら、ターゲットは確実に君になるだろうから」

　その目は本気で心配している目だった。さっきの理り亜あに近い、自分もついていきたいと語っている目。

「失敗したなあ」

　そんなキリカの目を見て、俺おれは笑いかけた。

「ん？」

「弱いロアだから大丈夫だと思ってたけど、おっかないものな可能性があるならキリカとイチャイチャしておけば良かったなーと思って」

「イチャイチャって。またキスマークを付けて欲しかった、とか？」

「あれは情熱的だったもんなあ……」

　神隠しの事件の時、キリカが俺を誘惑してつけたキスマーク。

　実は、キリカが使役している蟲むしを取とり憑つかせたものだったらしいが、そんなことが気にならないくらいあれはドキドキしたものだ。

「みんなで来た旅行だったから、イチャイチャするタイミングなかったもんね」

「キリカにはもっと誘惑されるんじゃないかと思ってたよ」

「あははっ、たまには妹ちゃんに譲っておこうかな、と思って」

　ギクリ。

　実際、昨晩は理亜の誘惑みたいなものもあった。

「って、わっ。ホントに誘惑されたんだ？」

「勿もち論ろん、手は出してないぞう」

「だろうね。もしそこで手を出していたら……なんで私には何もしてくれないのか、って尋ねまくっちゃうとこだったもの」

　クスクスと笑うキリカ。ようやくいつもの調子に戻ってくれたようだ。

「また素敵なホテルに一緒に行ってくれる？」

「あれは、ドキドキし過ぎて大変だから当分ダメだ」

「えー。今度はベッドが回転するトコに行こうよっ」

「雰囲気が出まくるからもっとダメだっ」

「あははっ、じゃあ別の誘惑パターンを考えておくね」

　キリカは小こ悪あく魔ま的な笑みを浮かべて、ペロッと舌を出す。

　それだけで期待に満ちる俺だったが、背後から色んな視線を感じるのでクールに徹することにした。

「もし、なんかあっても頑張って上う手まくやるし、ちゃんとみんなのことも頼る。だから、心配するなとは言わないから……」

「解わかった。良い子にして待ってるね」

　キリカが頷うなずいたのを見て、俺おれも安心した。



「あ、見えて来たわよ！」



　スナオちゃんの元気な声がクルーザー全体に響く。

　見れば、霧の中にうっすらと船のシルエットが浮かんでいた。

　俺たちの乗るクルーザーは徐々に減速し、やがてその船の大きさがはっきりと解わかるようになった。それなりのお客さんを乗せて、宿泊施設も付いているくらいの大きさの船。豪華客船ほどではないが、このクルーザーよりも大きいというクラス。確か高速ジェット船とか呼ばれるものが、これくらいの大きさだったはずだ。

　そして船の先頭の方には、名前がしっかりと描かれていた。



『ルサールカ号』。



　初めて聞く船の名前だった。

「また、不吉な名前だなぁ」

　キリカがその名を見て眉まゆをしかめている。

「どういう意味なんだこの名前？」

　なんか、ゲームで見たような気がする名前だがいまいち覚えていない。

「ルサールカ。スラヴ神話の中で水の女神として描かれているんだけど、どっちかと言うと女神様というよりはおばけみたいなものなんだよね。ある意味、私たち魔女に近いものかな。若くして死んじゃった花嫁さんとか、水難事故で亡くなった女の子が妖よう精せいみたいなものになっちゃう、というお話なの」

　妖精と聞いて、なんとなく音ね央おを見る。

「……なんか嫌な予感するわよ？」

　音央は寒さむ気けでも感じているのか、自分の両腕で自分を抱き締めていた。

　同じ『妖精』的なものとして、何か感じていたりするんだろうか。

　ここに来てやはり『簡単なロア退治』から、雲行きが怪しくなってきた。

　だが、幸いなことにここには頼りになるみんなが揃そろっている。

　ここはスナオちゃんを説得して、やっぱり全員で挑んだ方がいいのかもしれないな。

「おーい、スナオちゃん」

「う、な、なによっ」

　見てすぐに解るくらい、スナオちゃんは緊張していた。

　こんな調子では、これが何者かの仕組んだ罠わなだった場合に大変なことになるだろう。

「こいつはちょっと悪い感じがするから、ここは二人だけで行くのは止やめて……」

　俺おれが言いかけた時だった。



　ビュオオオッ！



　俺たちを包み込むかのような強い風が吹きつける。

「わ、わわっ」

「おっと！」

　バランスを崩したスナオちゃんの手を慌てて引っ張ると、辺りの霧がさらに濃くなってきた。間近にいるスナオちゃんの顔すら見えないレベル。完全に視界を塞ふさぐかのような、嫌な霧だ。

「大丈夫か、スナオちゃん？」

「わ、わたしは大丈夫に決まってるわ！」

　霧の向こうから特徴的なドリル髪がチラチラと見えたので、すぐそこにいるのは確かなようだ。ホッと安心したものの、念の為ため手は離さないでおいた。

「キリカ、今の風は……」

　と話しかけた所で、チリッと頭の片隅が痛む。

「っ……キリカ？」

　返事がない。慌てて『気配』を探ってみたが――近くには何も感じられなかった。

　まさか……。

「おい、キリカ！　一いち之の江え！　先輩！　音ね央お！　鳴な央おちゃん！」

「り、リアー!?　アリサー！」

　俺とスナオちゃんが呼びかけるが、返事は一切ない。

「ど、どういうこと？」

「この船の『ロアの世界』に取り込まれたのかもしれないな」

「な、なるほどね」

　きゅっ、とスナオちゃんが強く手を握ってくる。

　流石さすがにこの事態には不安を感じているのだろう。俺もスナオちゃんを離さないよう、ぎゅっと強めに握り返してやった。

「あ、そうだ、Ｄフォン！」

「おっと、そうだったな」

　Ｄフォンであれば、どんなに空間を隔てていたとしても繋つながる。それは今まで何度も俺を救ってくれたことからも明白だ。神隠しの事件の時、異空間にある『村』に閉じ込められても外にいるキリカと繋がったくらいである。

　――だが。

「なんだこれ」

　いつも、すぐに起動してくれたＤフォンの画面には何も映らなかった。

「え、どうして？　故障？」

　どうやらスナオちゃんのＤフォンも同様らしい。

　今まではディスプレイに明かりが灯ともり、すぐに携帯電話としても使えたはずなのだ。

　だけど今は、ボタンを押しても振っても叩たたいても何の反応もなくなっていた。

　こいつはいよいよ、このロアが『簡単なロア』ではないことが確かになる。

「ど、どうしようっ！」

　霧の向こうで、ドリル髪が弱々しく揺れている。

　こうなったら、仕方がない。

「当初の予定通り、このロアを倒すしかないようだ」

「そ、そうね、解わかったわっ」

　スナオちゃんはなんとか震える声を誤ご魔ま化かしていた。

　――他ほかの仲間たちがどうしているのかがとても気になったけれど。

　俺おれ以上に頼りになるみんなのことだ。むしろ俺とスナオちゃんが一番心配されていることだろう。

「こんな厄介なロアだったんだ。スナオちゃん、倒せば一気に株が急上昇だぜ」

「あ、そ、そっか！　うん、よし、頑張るわよ！」

　ぎゅうう、と強く手が握られる。どうやら気合を入れることは出来たようだ。

「さて、乗り込むかっ」

「う、うん！」

　まだちょっと不安が取れない返事ではあったけれど。

　今は、彼女を頼りにして突き進むしかないようで。



　――こうして俺とスナオちゃんは、謎なぞのロアに挑むことになるのだった。



    

  
    
      

◆第二十一話：‥“〝破滅”〟のロア・その三



◆2010-07-10T023:00:00?　"???"



　ザザァ……



　船に波が当たると、静かな潮しお騒さいとなって響く。

「いつまで手を握ってんのよっ、て言いたいけど……今は許したげるわ」

　ぎゅうう、とスナオちゃんが強く握り締めたので、俺おれも軽く握り返す。

　クルーザーの上の霧は晴れる様子はなく。少し歩きまわってみたが、みんなの姿も完全になくなっているようだった。

　俺たちだけがこの船の『ロアの世界』に引きこまれたのか、それとも全員バラバラにされたのかは解わからない。どちらにせよ連絡手段がない以上、すぐにこのロアを倒さなければならないのだろう。

　ただ、問題がひとつあった。

　Ｄフォンが機能しないと、俺は戦うモードになれないはずだ。

「早速乗り込む？」

「ちょっと待ってくれ」

　俺はスナオちゃんの手を握りながら、右手でＤフォンを構える。どんなに握り締めても、集中しても、手の甲は熱くならない。そのまま一気に横に振り抜いても、いつものように赤い一筋の軌跡は生まれず。

「さあ、『百物語』を始めよう――！」

　そう口にしたところで、Ｄフォンが反応することはなかった。

　つまり……。

「……どうしたのよ？」

「やっぱり、俺の力は使えないらしい」

「ええええええ!?　どうすんのよ!?」

「ハーフロアとして、強化されている身体能力で頑張るしかないなあ。ガチなバトルになったら、スナオちゃんに頑張って貰もらうしかないっぽい」

「え、あ、うん……まあ、仕方ないわよね。むしろ最初からそのつもりだったものね！」

　強がるスナオちゃんだったが、その手が僅わずかに震えたのが伝わった。

　いきなり他ほかのみんなとはぐれさせられ、しかも正体不明の敵。Ｄフォンまで使えないようにさせるなんて、ある意味破格の敵と言える。不安になるなと言う方が無理がある。

　俺おれに出来ること。それは一緒になっておろおろしたり不安に思うことじゃないはずだ。

「頼りにさせて貰もらうぜ、スナオちゃん」

　俺は両手でスナオちゃんの手を握る。

「あっ……」

　霧のせいで彼女がどんな表情をしているのかは解わからなかったけれど。

　なんとなく、照れたっぽい雰囲気は感じた。

「あ、当たり前でしょ！　ズババーン！　と解決して、リアに撫なでて貰うんだから！」

　手の震えが止まったのを確認して、俺はもう一度だけ両手でぎゅっと包む。

「ほら、とっととあっちの船に行くわよっ」

　スナオちゃんがぐいっと手を引っ張ると、バサッと赤いマントが広がった。それは大きく広がると、俺の体を包み始める。

「おお、これがスナオちゃんの赤マントなのか」

　肌触りがすべすべしていて、しかもどこか温かい。なんだか包まれているだけで気持ち良くなってしまいそうなマントだった。

「うぅー、男なんて包みたくなかったんだけど、仕方ないわね」

　スナオちゃんの顔が間近にある。目が大きくて、肌がつやつやで、小顔。この子は大きくなったらさぞ美人になるだろうなあ。

「マジマジ見ない！」

「いやあ、美人になるだろうなーと思って」

「え？　えへへ、そう？　まあ、ちょっとならいいわよっ」

　そして単純だった。

　まあ、実際になりそうなのだから今から楽しみである。スタイルにしても、音ね央おだって中学時代は大したことなかったのだから、まだまだこれからだ。

「しっかり掴つかまっててよね」

　スナオちゃんはクルーザーの上から、『ルサールカ号』の甲かん板ぱんを見上げる。ここからなら高さ約10メートルほどだろうか。本来こうやって船から船に乗船する場合、脇わきかどこかにあるハシゴみたいなものを登るのだろうが、ここからはそれらしきものも見えないし。運転手もいなくなったこの船をそこまで動かす技術は俺たちにはない。

「どこに掴まればいいんだ？」

「リアを運ぶ時は腰に手を回して貰ってるけど……ヘンなトコ触らないでよ？」

「努力する」

　腰に手、か。

　貴族服っぽい格かつ好こうになっているスナオちゃんの腰の辺りに手を当てた。少女特有の柔らかい肉の感触と、そこにある骨の硬さが伝わってきて、ちょっと照れる。細い腰だなあ、と思いながらなるべくソフトに掴つかむことにしたら。

「ひゃあっ!?」

「す、すまんっ」

「触り方がエロいのよハゲ！」

「ハゲてないが、マジですまん！」

　ソフトに触るとくすぐったかったらしい。うーむ、こんなに細くて華きや奢しやな女の子の腰を掴むのなんて慣れていないというか初めてだと思うので、どうすればいいか解わからん。

「ああ、もう、仕方ないわね！」

　俺おれがどう触ればいいか悩んでいると、スナオちゃんは俺の体をぎゅっと抱き締めてくれた。なんとなく甘い香りがふわっと鼻にかかる。頭は胸に抱き寄せられている形になっているのだが、これといった膨らみを感じないのは仕方ないことなのかもしれない。

　それにしても仕方ないことだらけだな、今回は。

「へ、ヘンな気分になったら許さないからね！」

「ああ、多分それは全く問題ないはずだ」

「そう言い切られるのもムカつくー！」

　微妙な乙女心だなあ、などと思いつつ。

「とっとと行くわよ！」

「おうよ」

「せー、のっ、そりゃっ！」

　スナオちゃんに抱き寄せられたまま、彼女は大きくジャンプした。

　ふわり、という浮遊感と共に『ルサールカ号』がどんどん近付いて来て。

　スタッ、とその甲かん板ぱんの上に着地する。

「ぽいっ」

　直後、スナオちゃんは俺を甲板に転がした。

「いでっ」

「フンッ、ステキな思いが出来たからいいでしょ！」

　ぷいっ、と頬ほおを染め、腕を組みながらそっぽを向かれる。まあ、確かに。こんないたいけな少女に抱き締められたなんて、いい思い出になりそうだ。

「だな、サンキュー」

「フンだっ」

　ぷいっ。さらにそっぽを向くものだから、俺には背を向ける形になる。

　……ふむ。スナオちゃんの姿がここまではっきり見えるということは、甲板の上は霧が薄いんだな。訓練を思い出しながら、なんとか気配を探ってみるものの……。

「特に何もいないっぽいわね？」

「だな」

　俺おれもスナオちゃんも何も感じることは出来なかった。辺りを見回せば、客室に入るドアや階を降りる為ための階段などがあり……船の中は明かりがついていた。

「誰だれかいるのかな？」

　スナオちゃんが明かりを見て呟つぶやく。

「ロアの噂うわさ通りなら『直前まで生活していた形跡』というのがあるのかもしれない」

「あー、食べかけのご飯があったー、ってヤツね。食べかけじゃなければ美お味いしくいただけるのに、どうしてちょっとだけ食べちゃったのかしら」

　確かに、人が残したものというのはあんまり食べたくない。出来立てホカホカのものが用意されていれば俺も一口、みたいになったかもしれない。

　だが、かつて神隠しの事件の時には『異世界の食べ物を食べてはダメ』というルールがあったはずだ。あの時は食べても、キリカや一いち之の江え、そして鳴な央おちゃんが助けてくれたから戻ってくることが出来たが……今は彼女らに連絡も取れない以上、手をつけない方が賢明なんだろうな。

「こうなったら女は度胸よ。早速バリバリ調べちゃいましょ！」

「よし、男も度胸だ。了解した」

　スナオちゃんと頷うなずき合って、俺たちは早速船の中を探索することにした。



◆2010-07-11T023:00:00?　"???"



　船の中は普通に明かりがついていて、視界も良好だった。窓の外を見れば霧だらけで何も見えず不気味なのだが、客として船で過ごすなら問題ないようだ。入ってすぐに船内の地図が貼はってあったので確認してみると、一等客室、二等客室、そして雑魚寝する広いスペースとなっている。船員たちはそことは別の場所に部屋があるらしい。小さな売店やちょっとした休憩が出来る食堂もあり、自販機にカップラーメンがあるのも確認した。船の地下は機関室と倉庫か。まあ、ごく普通の造りなんだろうな。

「人が全くいないのを除けば、普通の船だが」

「そうねえ、拍子抜けしちゃうわ」

　スナオちゃんは気を抜きかけているが、俺は逆に気を引き締めていた。

『富ふ士じ蔵くら村むら』。

　さっきからちょくちょく思い出している、神隠しの事件で俺たちが迷い込んだ村を思い出したからだ。あの村も、入ってすぐはごく普通の、平和な村に見えた。『人食い村』なんて言われていたからどんなに恐ろしいんだろうと思っていたが、住んでいる人たちもみんな平和そうですっかり油断させられたのを覚えている。だが、零時を境に村人は凶暴化してしまったので――ここでもまるで油断は出来ない。

「ホントに人がいた形跡があるのか調べてみる？」

　スナオちゃんは近くにある客室を覗のぞいてみたいようだった。

「そうだな、俺おれもそれは気になる」

「でしょ！　じゃあ早速っ」

　スナオちゃんが手近な部屋のドアを開けると、そこは畳たたみが敷しいてある８畳くらいの部屋だった。部屋には布団が４つほど敷いてあり、今まで誰だれかが寝ていたかのように乱れている。ジュースの缶やビールの缶も中途半端に残っているようで、開けて少しだけ減っているおつまみの袋が近くに置いてあった。

「テレビがついてる！」

　やや古いタイプのブラウン管テレビ。だが、映っているのは砂すな嵐あらしだった。やっぱり電波が届いていないのだろうか。

「ちぇっ、何も映ってないかあ」

「だなあ。とはいえ、確かに直前まで人がいた形跡があるよな」

　ちょっと躊躇ためらわれたが、敷いてある布団に手を当ててみる。

　そこは、今まで誰かがいたかのように温かさが残っていた。

「温かい。やっぱ、つい今しがたまでここに誰かいたみたいだ」

「この船に泊まってた人ってこと？」

「だと思うんだが……誰かの温かさみたいなものが布団に残ってるってのは結構不気味だな、これ。人が消えた瞬間から時間が止まっている、とかなんだろうか？」

「そうかなー？　カガク的に考えるとこう、えーと。アンタの冷たい手に、布団の温かい要素みたいなものが移ったからそう感じる、てコトでしょ？」

　いかにも中途半端な科学的な話だった。

「まあ、そうなるな」

　とはいえ俺も詳しいわけではないので適当に頷うなずいておく。

「つまり、布団からアンタへの温度の移動があったってことは、別にこの船の中で時間が止まってるわけじゃないのよ！」

「おおー」

　確かに、それっぽい解釈だった。

「凄すごいなスナオちゃん、それっぽい」

「でしょっ！　わたしだって知的なロアっぽいことも出来るんだからっ」

　へへん、と得意げに平坦な胸を張る姿もとても愛らしい。気持ちが暗くならずに済むので、今一緒にいるのがスナオちゃんで良かったな、なんて思う。

「この調子で他ほかのトコも調べて、この謎なぞを解明してみせるわ！」

　ちょっと趣旨が変わってしまったが、俺おれは特に止めなかった。

　今回のロアはまだまだ未知数ではあるが、それをスナオちゃんが倒せるのならそれに越したことはないからだ。

　しかし、こいつは一体どんな攻撃をしてくるロアなのだろう。

『メアリー・セレスト号』だった場合『人が消えてしまう』という都市伝説の中では比較的ポピュラーなものだ。さっきから思い出している神隠しにしてもそうだし、スナオちゃんの赤マントだって攫さらってどこかにやってしまう類たぐいだしな。

　俺の仲間たちが消されたのか、それとも俺たちが消された側なのかは曖あい昧まいだが、Ｄフォンが使用出来なくなっていることから俺たちが『ロアの世界』に閉じ込められているというのは確かだろう。

「それにしても、Ｄフォンが使えないってフベンねー。みんなに連絡も出来ないし、サイトも確認出来ないからどんな噂うわさなのか検索も出来ないし。アンタも変身出来ないんでしょ？　どうしたものかしら」

「そうなんだよなあ……」

　こいつのことを調べようにも『８番目のセカイ』に繋つながらない以上、どうしようもない。物知りのキリカに連絡も取ることが出来ないし、一いち之の江えを呼び出すことも……。

　そこまで考えて俺はハッとした。

　Ｄフォンが繋がらないということは、一之江を呼び出すことが出来ないということだ。

「そ、そうか」

「ん？」

　そう思った瞬間、ゾクゾクと背中に悪寒が立ち上った。

　あいつは今、俺の背中を守ってくれていない。

　その可能性を考えた瞬間、一気に不安が広がった。今までずっと、あいつが背中を守ってくれていたおかげでなんとか戦って来られたのだ。それが今はないかもしれない。その可能性は、俺の心に恐怖の種を植えつけるには充分だった。

　その時。

　ひやり、とした感触が俺の背中を襲う。

「っ!?」

　慌てて振り向いてみたが、そこには何も存在していなかった。

「ど、どうしたのよっ」

「いや、今、俺の背中を冷たい手みたいなものが触ったんだ」

「ついにロアが出たの？」

「解わからん、スナオちゃんは何も見なかったか？」

「ううん、見えなかったわ、ちょっと待ってね」

　スナオちゃんは俺おれの背中側に回ると、辺りを見回して、背中にペタペタと触れる。

　その仕草や行動から、特に何もいないというのが解わかったわけだが。

　それは同時に、俺が感じた恐怖を肯定するものだった。

　――背中に謎なぞの冷たい手が触れた。

　そして今も、スナオちゃんがペタペタ触ることが出来る。

　つまり、俺の背中を守る一いち之の江えは――今はいないということだ。

「何もいないみたいだけど……って、ど、どうしたのよいきなり青い顔して？」

「あ、い、いや……」

　スナオちゃんが驚いたような顔で覗のぞき込んでくる。

「なんでもない。ちょっと悪い想像をしてしまっただけだよ」

　そう、悪い想像に過ぎない。本当はもっとピンチじゃないと現れないということかもしれない。だけど、あいつがいないという想像は俺の中でふつふつと大きくなりつつある。

　……このままでは冷静な探索が出来ない。クールになれ。落ち着け。そう言い聞かせて自分を戒めようとすればするほど、逆にその不安は大きくなるのだ。

「悪い、ちょっとだけ時間をくれ」

　スナオちゃんにそう告げると、俺は目を閉じた。

　心の中でざわざわと騒いでいるその不安や恐怖を、なんとか鎮めようと集中する。

「んー……」

　スナオちゃんはそんな俺を見つめている気配があった。ここで目を開いて安心させる為ためにも笑顔を浮かべようと思うのだが、中々上う手まくいかない。

「つらそうな顔してるじゃない！　もう！」

　と、怒られてしまったと思ったら。



　ぎゅうう。



　いきなり抱き締められてしまった。

「え、スナオちゃん？」

「あー、ホントは男なんてハグしたくないのに！」

　俺の顔をその平坦な胸に抱き締めながら、かなり大きな声で文句を言うスナオちゃん。

　その胸から、ドッドッドッとかなり速い鼓動が聞こえた。

「でも、わたしが不安だったり困ったりしたら、いつもリアがこうしてくれるのよ。パパとママもよくしてくれたけど、今はリアが一番してくれるの。触るの苦手なのに頑張って。だからわたしも頑張れるのっ」

　そうか、リアはスナオちゃんとそういう絆きずなの深め方をしているんだな。

　胸から、そして体から伝わる温かさが俺おれの冷え切った心の中まで広がっていくような、そんな優しい感覚に包まれる。

「そんなリアが大好きなアンタだから、わたしは大嫌いなんだけど！　……でも、そんな可哀かわい想そうな顔してたらほっとけないじゃない、もう、バカ！」

「……すまん、ありがとう」

「恩に着なさいよね！」

　こう、抱き締める手が、どれだけ力を入れていいのか解わからなさそうに力いっぱいだったり。胸の鼓動が緊張か何かでドキドキしているのが嬉うれしかったりで。

　一番頼りになるあいつがいない今でも、こうして一緒にロアに立ち向かう仲間がいるのだ。一人じゃない。そう思えるからこそ、こうして嫌なことを頑張ってくれている彼女を信じようと思う。

「ふぅ……」

　深い息を吐くと、ようやく落ち着いてきた。

　今日はよく、スナオちゃんの胸に縁があるなあ。あんまりエッチな気分にならないのは、そこが平坦だからというのもあるが、名前の通り純粋でハッキリした性格のおかげかもしれない。今まで小さい子だと思っていただけだけど、母性みたいなものもある女の子なんだなあ、と改めて認識した。



    

  
    
      



    

  
    
      「落ち着いた？」

「まだちょっとおっかないけどな。でも、少しは格かつ好こつけることにするよ」

「あははっ、もうどんなに格好つけても意味ないけどねー」

　ポンポン、と俺おれの頭を撫なでてからゆっくりと離される。

　その顔は真まっ赤かになっていて、彼女がかなり勇気を出してしてくれた行為であることが窺うかがえた。こんないたいけな少女にここまでさせたんだ。これで頑張らなければ男が廃すたるというものである。

「よし、それじゃあ船内を調べ尽くして、ロアを発見するとしようか。今の俺に何かを仕掛けたということは、調べているうちにまた現れるかもしれないし」

「ん、そうね。さっさと見つけて、さっさとやっつけちゃいましょ！」

　スナオちゃんはまだバツが悪そうにしながら、ズカズカと部屋を出ていった。

　その後姿を見失わないように、俺も慌ててその後をついていく。

　一いち之の江えも、みんなも頼れない状況であろうとも、ちゃんと今いる仲間を頼りにして動こう。そう思えたから、恐怖も勇気に変えることが出来そうだった。
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　誰だれもいない船内を歩きまわりながら、俺にはスナオちゃん以外にも誰かがいるような気がしていた。カツンカツン、というスナオちゃんのブーツの足音、コツコツという俺の靴の足音、そしてごくたまに……。



　ひた、ひた。



　と、裸足はだしで歩いているような小さな足音がすぐ背後についてきているように聞こえる。

「まだいるっぽい？」

　そろそろ最後の部屋を回るという頃ころにスナオちゃんが尋ねた。

「ああ。むしろさっきまでよりはっきり聞こえてきた」

「そうなのね。うーん……どうしてわたしには聞こえないのかしら？」

　スナオちゃんにもその気配があることは伝えてあるのだが、彼女はどんなに耳を澄ませても、俺の背後にぴったり寄り添うように歩いても、それを感じることが出来ない。

　つまり、この謎なぞの存在は俺だけを追いかけているのだ。

　今のスナオちゃんと俺の違いと言えば、ロア状態になっているかどうかの違いで。

　この音は人間の状態でしか聞こえない、そういうことなのかもしれない。

「何はともあれ、この部屋が最後よね！」

　目の前にはスタッフルームという札が付いているドアがあった。

『メアリー・セレスト号』の事件であれば、この中には船長室があるはずだ。

　俺おれはスナオちゃんに頷うなずくと、慎重にドアに手を伸ばして――。



　ひたり。



「っ!?」

　再び背中に冷たい手が当てられ、俺は慌ててその手を取った。

『っ!?』

　よし、冷たい手首を掴つかんだ！

　その何者かの息を呑のむような気配を感じとり、すぐさま振り向いてみると。

『……っ！』

　そこには、青白くて半透明の少女がビックリした目で俺を見つめていた。小学校の高学年か中学一年生くらい。淡い赤毛がくるくるっとしていて、日本人的な顔立ちではあるが、外国の血も混ざってそうな感じだ。

「よ、ようやく捕まえたぜっ」

「え、何、なんかいんの!?」

　やっぱりスナオちゃんには見えていないのか。

　俺にだけ見える少女、そういうことなのだろう。つまり幽ゆう霊れい的な何かなのかもしれないが、不思議とそういう恐怖は感じない。

　しかし、少女か……。

　これが男だったり妖よう艶えんな笑みを浮かべる美女だったりヒステリックなおばさんだったりすればなんとなく敵っぽく扱える俺だが、そこにいたのは涙目の少女。

　これはもう、敵認定は不可能だな。

「女の子だ。歳としはスナオちゃんくらい……いや、ええと、もうちょっと下くらいだ。俺に手首を掴まれて、ビックリして涙目になっている」

「ふーん、そういうのがいるのね。それと、なんでそんな小さい子がわたしと同じくらいって言いそうになったのかしら？」

　それはスナオちゃんが小学生くらいに見えるからです。と正直には言わないでおく。

「それくらい可愛かわいいってことさ」

「なるほどね！　ならわたしくらいね！」

　うん、相変わらず楽チンだった。

　さて。

　こうして手を掴つかんでいても、特に何もしてくる気配はない。ロアだったらすぐさま戦闘ということも考えたのだが、そういう意志はないように見える。俺おれのことをちょっと涙目でじっと見つめているだけだ。

「えーと、コミニュケーションをとってみる」

「そうね。あんただけに見える妄想の女の子じゃないといいけど」

「可愛かわいい女の子は近くにいっぱいいるから、妄想で満足したりしないさ」

「なるほどね！」

　スナオちゃんは自分のことだと思ったのか上機嫌になった。まあ、スナオちゃんもその可愛い女の子の一人であるのは確かだから、ここは余計なツッコミは入れないでおく。

「えーと……ずっと俺たちの後をついてきていたよな？」

　少女の手首を握る手を少し緩めながら、極力優しく尋ねてみる。

　すると、その子は口をパクパクと動かして何かを伝えようとしていた。だが、声が出ていないので俺の耳には何も届かない。

「すまん、聞こえない。こういう時は……頷うなずくか、首を振るか、で頼むな？」

　俺の言葉は聞こえているらしく、こくこく、と二度頷く。

　さて、何を尋ねようか？

「喋しやべれないっぽいの？」

「らしい。だから頷くか首を振るかでお願いしてみた」

「だったらまずは自己紹介でしょっ。って、名前は聞けないんだっけ」

　スナオちゃんが腕を組んで考え始めるが、ナイスアイデアだと思った。

　まずは警戒を解いて貰もらわないといけないしな。

「俺は一いち文もん字じ疾風はやてって言うんだ」

「モンジって名前なのよっ！」

「それは名前じゃなくてあだ名だし、俺は認めてねえよ!?」

「そうなの？　みんなにモンジ君、モンジ君、て言われてデレデレしてるじゃない！」

「あれは、ほら……いいんだよっ、あいつらはっ！」

「言い訳出来ないってことはモンジでいいのよね。ふふっ」

　くぅ、反論出来ないっ。

　そんな俺たちのやり取りを見て、目をパチパチと瞬かせた少女は。

　その口元にうっすらと笑みを浮かべてくれた。

　……上う手まく警戒を解くことは出来たようだ。

「で、こっちの赤いマントの子は……」

「『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』、正義のロアよ！」

「っていう『怪人赤マント』の女の子なんだ」

　まだ目をパチパチしている少女。どうやら『ロア』というものは知らないようだ。

　と、なると……この子は一般人か何かか？

「えーと『ロア』って解わかるかな？」

　俺おれの言葉を聞くと、ふるふると首を振る。

　どうやら『ロア』のことは知らないようだ。

「どうだったの？」

「ロアのことは知らないらしい。となると、この事件に巻き込まれてしまった一般人の女の子かもしれないな」

「ふぅん……でもロアになりたてって可能性もあるわよ？」

　ああ、そうか。その可能性を失念していた。

　もし一般人の子であれば、ロアの犠牲者になった子ということになる。ロアを倒せば助けられると信じたいが、もう救えない可能性というのもあるわけで。スナオちゃんの言う通りこの子がロアだとしたら、倒せば消えてしまいこの事件は解決ということになる。

　いや、もしくは。

「ハーフロアの可能性も？」

「なくはないわね。その場合、その子がこの事件の犯人だと噂うわさされたって形になるけど。どちらにせよロアだったらＤフォンを持ってるはずよ？」

　それもそうだな。

　スナオちゃんがかなり冷静に対応してくれていることにちょっと驚きつつ。意外とやる時はやる、というのも俺は知っているのを思い出した。

「こういうの、持ってるか？」

　俺がＤフォンを取り出すと、その子の表情が一転した。

　掴つかんでいる手が震え始め、目からはポロポロと涙がこぼれ落ちる。

　ぶんぶん、と首を大きく振ると、そのまま俺の手を振り払って廊下を駈け出してしまった。ペタペタと走り去る音が遠ざかっていく。

「お、おい！」

「どうしたの？」

「Ｄフォンを見せた途端、いきなり泣き出して逃げたんだ！　ちょっと追いかける！」

「え、あ、ちょっと、待ちなさい、一人では行かせないわよ！」

　俺が走り出すと、スナオちゃんもすぐに追いかけてきてくれた。

　俺が見ているうちに、少女の体はどんどん透明になっていってしまう。

　このままでは見失ってしまいそうだ。

　――仕方ない。

「スナオちゃん、俺を思いっきりこの廊下の向こうに投げつけてくれ！」

「なるほど、解わかったわ！　全力でね！」

　ロアの力で全力だととても怖いのだが、今はなりふり構わずにやるしかない。

　スナオちゃんは俺おれの腰に手を回すと。



「飛んでけー!!」



　躊躇ためらいもなく俺を廊下の奥の方まで投げつけた！

　凄すごい速度で少女に迫る体。やばい、このままだと衝突する！

「伏せてくれー！」

　俺の声に反応して振り向いた少女は、やたらとビックリした顔をするとそのまま頭を抱えてしゃがみこんだ。

　その頭上を、いかにも変なポーズで吹き飛ぶ俺。これはかなりシュールな光景ではないだろうか。せめて大おお怪け我がしませんように、と願う。眼前に迫る廊下の突き当たりに突入する前に、俺は両腕をクロスして衝突に備えた。



　その時、不思議なことが起こった。



　来るはずの衝撃はなく。気が付けば俺はまだ廊下を飛んでいて。



「へ？」



　眼の前には唖あ然ぜんとした顔のスナオちゃんがいて。

「危な、避よけろ!?」

　と声をかけたのも時既に遅く。



「きゃわー!?」

「のわー!?」



　そのままスナオちゃんの薄い胸に激突する俺の体。

　柔らかい衝撃などあるはずもなく、一緒に俺たちの体はゴロゴロと廊下を転がった。

　驚いたまま立ち尽くす少女を通り過ぎ、ドン！　とようやく壁にスナオちゃんがぶつかる音がするが、すっかり目が回っていて状況が掴つかめない。止まったのは確かなようだ。

「いててててて……」

　どうやらスナオちゃんはそんなにダメージを食らっていないようだ。ロアとしての耐久力のおかげか。俺おれの方はもう全身が痛くて仕方ないが、致命的な痛みを感じないので骨まで折れたりはしていないっぽい。

「すまん、大丈夫、か……？」

　と、顔を上げると俺の顔は温かくて柔らかいものに挟まれているのを感じた。

　そして、目の前――鼻の触れるか触れないかの辺りにはちょっと熱を持った布地。

　自分の今の状況がどうなっているのかさっぱり解わからない俺であっても、なんとなーくそれがスナオちゃんのどの部分で、自分の頭がどこに挟まっているのかが解って来た。

　そう、ここは多分。



　スナオちゃんの股こ間かんだ!!



「いてて……もう、なんなのよーう……」

　彼女はまだ俺の状態に気付いていないようだ。いたいけな中学生の女子が男の頭を太ももで挟み、あまつさえその超絶大事な部分に鼻先を突きつけられていると知ったら――。

　想像するだに恐ろしい。なおかつ、そのことを彼女のマスターである理り亜あに伝えられでもしようものなら、エンドレス説教地獄。『終わらない千夜説教』が始まってしまうのは火を見るよりも明らかだ。



　Ａ・このまましれっと立ち上がろう。

　Ｂ・このままさくっと気絶したフリをしよう。

　Ｃ・せっかくだ、クンカクンカ！



　脳内に選せん択たく肢しが現れる。うむ、いかにも『主人公』らしい選択肢だな。

　っていうか俺よ、Ｃはヤバイだろ。

　確かに目の前にあるのは、確かおぱんつ様ではなく水着だ。

　つまり、一いち之の江えの股間をガン見した時のように、水着の股間は見てもそこまで怒られるものではないのは確かだが、クンカクンカはまずいだろう。気持ちは解らないでもないが、明らかにヘンタイだ。これは説教以前に捕まってしまう。

　だとすればＡかＢなのだが……。

　Ａは確かに俺的には一番上う手まいやり方だ。Ｂは狸たぬき寝入りがどこまで上手く出来るかにかかっているし、俺はあんまり演技派ではないからな。だが、Ａで誤ご魔ま化かせなかった場合を考えるとやはり説教地獄が待っているので、Ｂにしておいて『あれ、なんかあったのか？　いやあ、気絶してたから解らないなー、でへへ』というのが一番無難かもしれない。

　さて、後は俺の演技がどこまで上手くいけるかだが……。

「え？　あ……ひゃあああああ!?」

　しまった、悩んでいるうちにスナオちゃんが状況に気付いた！

「な、な、何してるのよう!?　このスケベー！　ヘンタイー！　浮気者ー!!」



　ゴスゴスゴス!!



　スナオちゃんは半狂乱になって俺おれの頭をげんこつで殴りまくってきた。

「ぐああああっ!?」

　ロアの力で思いっきり殴りまくるものだから、その重さたるや半端ない。男一人を軽々と投げつけたことからも解わかる通り、実はスナオちゃんはパワータイプなのかもしれない。そのパンチが、俺の後頭部を乱打しているのだから。

　俺の意識は一瞬で遠のいていく。



　ああ、スナオちゃんよ。せめて浮気者は違うと思うんだ……。

　　そんな意識が、俺の最後の記憶だった――。



バッドエンド



◆2010-07-11T023:00:00?　"???"



　実際、気絶していたのは一瞬のことだったようで。バッドエンドだと思ったのは気のせいだったようだ。倒れている位置も、さっきとさほど変わっていない。ところでズキズキと痛む後頭部はやはりスナオちゃんのぱんつ、ではなくパンチのせいか。まあ、ハーフロアの連続攻撃をこれだけ食らってこのダメージだったのは僥ぎよう倖こうかもしれない。

　見上げてみれば、真まっ赤かになってプンスカしているスナオちゃんと、心配そうに俺を覗のぞき込んでいる謎なぞの少女がいた。

「俺は一体……何があったんだ……」

　実は完かん璧ぺきに全部覚えているのだが、忘れたフリをする。

「なんも覚えてないの？」

　スナオちゃんがじとー、っとした目で倒れたままの俺を見下している。この角度からだとさっきガン見することになったスカートの下がガッツリ見えるのだが、まあ痛みの代金として受け取っておくとしよう。

「いや、なんか壁にぶつかる瞬間、何な故ぜかスナオちゃんにぶつかった所までは覚えているが……どうなったんだ？」

　勿もち論ろん、これもさりげない嘘うそなのだが、俺おれはもう徹底してクンカクンカしていないことにする。あれは事故であり、スナオちゃんにとってはトラウマなはずだ。っていうかクンカクンカなんかしてないだろ、俺。どうやら少し混乱しているのは確かなようだ。

「空間でも歪ゆがんでいるのかしら……」

　腕を組みながら思案するスナオちゃんはそこそこ様になっていた。

　俺を覗のぞき込んでいる女の子はまだ、じーっと俺を見ている。もしかして俺が演技しているのがバレているのかもしれないが、ここはそうだったとしても知らないフリを通すのがスナオちゃんの為ためなはずだ。

「ってか、例の女の子は？」

「俺の側で心配そうに俺を覗き込んでくれているよ」

「ふぅん。ゴーストか何かなのかしらね？」

　どうやら俺が忘れたということを信じてホッとしているようだ。まだ顔が赤いままだし、照れたり恥ずかしかったりしているのだろうが、それは時間が解決してくれるだろう。そうだと信じたい。

「俺たちに害意がないことは理解してくれたみたいだな」

　あれだけギャーギャー騒いで、ボコスカ殴られたのだ。

　別の意味での恐怖はあるかもしれないが、この少女に何か悪いことをするようなつもりはさらさらないのは伝わっているはず。今も心配そうに俺を見てくれていることから、警戒心もなくなってくれたのだろう。

「あー、うん。俺たちは君に悪いことをするつもりはないよ」

　俺が手をひらひらと振ると、こくこくと頷うなずいてくれた。

「こいつは女の子にイタズラするかもしれないけどね！」

　スナオちゃんの言葉は実感がこもっていた。まあ、俺も正直すまなかったと思っているので何も反論しないでおいた。

「さっきは、Ｄフォン……黒い携帯電話にビックリして逃げちゃったみたいだけど」

　俺がＤフォンの話をすると、少女はまたもビクッと恐怖をその顔に浮かべる。

「いやいや、見せたりしないから安心してくれ」

　俺が手をパタパタ振ると、ホッと露ろ骨こつに安心した表情になった。

「なんかやたらＤフォンを怖がっているみたいだ」

「Ｄフォンなんて怖がるものなの？」

　俺はその場にあぐらをかいて、少女を見上げる形で話を進める。スナオちゃんは彼女がどこにいるのか解わからないので、適当に俺の横に座った。

「そうだなあ、例えばＤフォンで怖い目に遭あったとか」

「確かかなりの衝撃でも壊れないのよね。今度はアンタを殴る凶器にしてみるわ」

　スナオちゃんに殴られるのはおっかないが、この子は特に暴力を振るわれたような形跡はない。まあ、体は半透明なくらいなのできっちり確認出来るわけではないが。

　だとすると、どんな可能性が考えられるだろう？

「で、えーと。アンタが見えてるその子はロアなの？　犠牲者なの？　可愛かわいいの？」

「可愛いのは確かだよ。目が大きくて、クリクリしてる感じ」

「フンっ、ロリコン！」

　何な故ぜか凄すごく罵ば倒とうされた。

　だが、さっきあんなことをした身なので、今はまだ甘んじてその罵ば声せいを受ける。

　可愛いと言われて嬉うれしかったのか、少女はちょっとだけクスッと笑った。

「この船のお客さんか何かだったのかな？」

　俺おれが尋ねると、こくこく、と二度頷うなずいてくれる。

「お客さんだったらしい」

「ふーん、元々人間だったわけね。そうなるとロアの犠牲者か……それとも、ロアになっちゃった人間かのどっちかだと思うけど」

　ロアになっちゃった人間。その言葉を聞いて背筋に寒いものが走る。

　スナオちゃんも、そういう『ロアになっちゃった人間』だ。

　だからこそその発想がすぐに出てきたのだと思うが……。

「ロアになっちゃった人間だとすると、例えばどういう経緯でなるんだ？」

　俺はスナオちゃんの目を見ながら尋ねる。そこに話しづらい雰囲気であったり、苦しそうなものが過よぎったらすぐに止めるつもりで。

　そんな俺をスナオちゃんは真剣に見返すと、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「そうね。『おばけ』だー、って噂うわさされたらハーフロアになっちゃうのはアンタも知ってるわよね？　それが子どもの間だけでなく、大人おとなまで信じるようになったら、って」

「ああ、それは知っている」

「例えばわたしの場合、ニッポンに来る前にロアになったんだけど。小さい頃ころからこの手の赤いマントが大好きだったのよ」

　自分のマントをヒラッと見せて、スナオちゃんはどこか遠い目をして語り始めた。

　それは、やっぱり寂しそうな顔で。

　ハーフロアになる、ということが楽しいことではないのを窺うかがわせた。



「知っての通り、見ての通り。わたしはイタリアの小さな町に住んでたの」

　イタリアだったのか。確かにこの陽気さ、フランクさはそんな気質を感じる。

「小さい頃から外で遊ぶ時も、家にいても、それこそお気に入りだったからずっと、こんな感じのマントをしてたのよ。ママがテレビを見て欲しがるわたしの為ために作ってくれてね。テレビの中ではニッポンのヒーローがこういう赤いマントをバサッ！　っと翻ひるがえしていて、格かつ好こいい！　って叫んでたから。ちなみに遊びはヒーローごっこだったのよ」

　自じ嘲ちようするような声こわ音ねなのに、そこには懐かしい思い出を語る静けさもあった。普段は小さい女の子だと思っていたスナオちゃんの横顔がどこか大人おとなびて見える。

　女の子でもヒーローごっこなんてするんだなあ。だが、スナオちゃんらしい、と納得出来た。これで理り亜あがしていたら俺おれはたまげる。まあ、あいつは小さい頃ころからやっぱりおままごととか、新婚さんごっことかが好きだった。

　しかし、赤マントをしてヒーローごっこをしているだけなら、単なるマント好きな女の子でしかない。子どもたちから大人まで、幅広く化け物のように扱われることなんてない。

「そんな遊びで、いじめっことかをブイブイ泣かせていた頃にね」

　それだけ聞いているとどっちがいじめっこなのか解わからないが。

「わたしの住んでいた町でユーカイ事件が発生したの。それも、小さくて可愛かわいい女の子ばっかり攫さらうヤツがね」

「……まさか、その犯人だと思われたとか？」

「ううん、そんなわけないじゃない。わたしみたいな可か憐れんで愛らしい乙女を犯人なんて思うはずないわっ。それに、犯人はすぐに捕まったしね。アンタみたいにロリコンの、性犯罪者だったわよっ！」

　ロリコンでも性犯罪者でもないのだが。そろそろ何か言われたら、次くらいには許さずにちゃんとツッコミを入れようと思う。

「でも、犯人が捕まったはずなのに、女の子がいなくなるのは終わらなかった。むしろ、どんどんいなくなる子は増えていったのよ」

「……犯人は捕まったのに？」

「そう。だからこれは別の犯人の仕業ね！　って思ったわたしは、ヒーローなんだから犯人を捕まえようと思った。わたしの友達も何人かいなくなっちゃってたしね。パパとママは心配してくれたけど、赤いマントは正義の印しるしだから大丈夫！　って言ってたわ」

　ここまでは、まあ有り得る話だと思う。町で頻発する誘拐事件。それを解決したいと願う、正義感に満ちた女の子。だけど、俺は普通の女の子がハーフロアになる事例というのを、あまり知らない。一いち之の江えに関しては全くの謎なぞだし、鳴な央おちゃんは『神隠し』そのものになることで音ね央おを守っていたからだった。そして先輩は『２０００年問題』を広めていたら、いつの間にか自分がその元凶だと思われていた、というのがある。

　だから純粋に、人に噂うわさされることでハーフロアになった女の子の話を聞くのは初めてで。この事件からどうやって『怪人赤マント』が生まれるのか。

　緊張で、鼓動が速くなるのを感じた。

「一人、また一人と女の子が消えていく中で、わたしは無事だった。多分、町でも赤マントしてるって有名だったし、そんな女の子なんて攫さらっても目立つから、犯人も避けていたんだと思うの。でも、だから逆にこういう噂うわさが立っちゃったの」

　スナオちゃんの目に、諦あきらめに似た色が宿る。

「『夕暮れ時に、女の子を攫う赤マントを見た』って」

　それは多分、女の子の行方を探して町を走りまわるスナオちゃんの姿だったのだろう。

　だけど、どこかでその情報は間違って広がってしまった。

「あまりにもユーカイ事件が収まらないから、町では完全にモンスターの仕業っていうのが広まっていたのよ。ニッポンとは違ってあんまり治安は良くないし。その町は小さくて、閉鎖的な場所だったから余計にね。変な迷信を信じちゃうようなトコだったから」

　スナオちゃんの手がちょっと震えているのを見て。

　俺おれはちょっと躊躇ためらったものの、その手を握る。

「わっ、何!?」

　やっぱり驚かれてしまった。

「いや、話すのつらそうだったから、つい」

「そうやってわたしの手を握ろうって魂胆が見え見えだけど……ま、まあいいわ」

　俺の顔をじとーっと見た後、すぐに微笑ほほえんでくれる。手の震えも止まったようで、俺は内心で安堵した。

「わたしだけが無事。赤いマントが人を攫う。この２つの点を結びつけて考える人は多かったわ。流石さすがにわたしが直接攫ってるなんて信じられてなかったみたいだけど、わたしの近くに犯人がいるんじゃないか、って。もしくは、わたしに悪魔が取とり憑ついて、その悪魔が攫ってるんじゃないか、って。なんだかおかしな話だけど、それだけ町のみんなは怖がっちゃってたのよ。わたしが正義の為ために纏まとっていた赤いマントは、いつしか町の中で恐怖の代名詞になっちゃっていて……」

　スナオちゃんが目を伏せる。

「そこに、ヤシロが現れたわ。わたしの前に、Ｄフォンを持って」

　その話を聞いていた少女がビクッとまた恐怖に怯おびえた顔をしているのが見える。

　ヤシロちゃんが現れたということは、つまり。

　もう、スナオちゃんはその時、ほぼロアになってしまっていたということか。

「あの子はこう言ったのよ。『これを受け取れば、お姉さんは本物のおばけになる代わりに、本当の犯人をやっつけることが出来るよ』って」

「本当の犯人？」

「そう。犯人は……警察官だったわ。ユーカイ事件を担当していた刑事が犯人で、女の子たちをわざわざ赤いマントを着て攫っていたの。しかも、私が『赤マント』っぽいという噂を、大人おとなにまで広めていたのもそいつだったの！　自分から目を逸そらさせる為に、町に噂うわさを流して、広めて――自分は女の子たちを探すフリをしてね！」

　スナオちゃんの声には怒りが交ざっていた。刑事が犯人。しかも、わざわざ怪人を演じる辺りに狂気めいたものを感じる。そして、噂を広めたのまでそいつだったなんて。

　俺おれの胸の奥にも、怒りの感情がふつふつと湧わき上がった。

「わたしは、どうしてもそいつをやっつけたかったから、ヤシロからＤフォンを受け取って――『本物』になったわ。あいつも同じく『怪人赤マント』のロアになりかけていたけれど……わたしの方が噂されていた量が多かったから、勝てたみたい」

　スナオちゃんの方が、町の人には本物だと思われていたということか。

　いや、犯人の刑事は当然自分の正体を隠して犯行に及んでいたはずだ。堂々と名前を広められていたスナオちゃんに比べれば、その分噂される度合いが弱かったということかもしれない。

「まあ、あいつに攫さらわれた女の子たちは、私が本物の赤マント――『ロッソ・パルデモントゥム』になった時に攫い返してやったから、無事に戻ってきたけどね」

　スナオちゃんは、ヤシロちゃんにその正義の心を利用された形でハーフロアとしての道を歩んだのか。そこには人々の不安と、それを利用した凶悪な人間の思惑があり。正義の心で戦った彼女が、今も『化け物』として苦しんでいる。

「異国の地で繰り広げられる赤マント対赤マント！　って感じだったわけ！　ね、格かつ好こいいでしょ？　だから別に、こんな、手なんて握らなくてもいいのよ！」

　努めて明るく、強く言い放つスナオちゃん。

　だが――。

　だからきっと、町にいられなくなった彼女は日本に引っ越す羽目になり。

　自分が消えないようにする為ために、他ほかの女の子を攫わなければいけなくなり。

　そして、理り亜あとの戦いで泣きながら『消えたくない』と叫んだのだ。

　それを知っているから俺は、その手を離すつもりにはなれなかった。

「うー……それでも離さないのね、もう……ヘンタイなんだから……」

　スナオちゃんはそう言うが。

　困ったように辺りを見回すと、逆に俺の手をキュッと握り返してくれた。

「アンタが抱えているものの方がおっきくて大変なのに。アホな男ね」

「男ってのは、大事な人の気持ちを抱えた量で格好良さが決まるからいいんだよ」

　そのまま手を握り返してやると、スナオちゃんは嬉うれしそうに頬ほおを染めて俯うつむいた。

　きっと、俺の知らないところでこんな女の子が他にもいっぱいいるのだ。ロアになってしまって、人に害をなさないといけなくなるような子が。

　もしかしたら、この船にいる少女もそうなのかもしれない。

　そう思い、俺はスナオちゃんの話に聞き入っていた少女を見上げる。

「すまん。こっちの話が長引いてしまったな」

　少女はフルフルと首を振り、口元をきゅっと引き締めた。

　何かを決意したかのような顔。

　そういう、女の子の雰囲気には何度か覚えがある。

「………………」

　何かを言いたげに俺おれとスナオちゃんをじっと見ると。

　おもむろに、スカートのポケットに手を突っ込んで何かを取り出した。

　それは……。



「へえ。決心がついたんだね、マリーちゃん」



　その聞き慣れた声が響いた瞬間。



　ドガアアアン!!



　船が大きく振動し、傾き始めたのだった！



    

  
    
      

◆第二十二話：‥“〝破滅”〟のロア・その四
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　強烈な爆発音と共に、ゴゴゴ、と船が傾き始めた。

　その途端、少女があたふたと困ったような顔をする。

　ゆっくりと、ギギギ、と軋きしんだ音を立てながら船体が俺たちのいる方を下に――船せん首しゆを上にしてどんどん傾けい斜しやがついていく。



　ガゴン！



　さらに大きな振動が俺たちを襲った。

「あわわわわわわっ！」

　その瞬間、スナオちゃんがバランスを崩す。彼女の軽い体はあっさりと傾いて、背後の方に転がり始めた。

「危なっ！」

　慌てて支えようと手を伸ばしたが、マントを掴つかめそうな辺りでヒラリと翻ひるがえってしまう。マント側から触れることを拒否されたかのような動きに戸と惑まどったが、スナオちゃんの体はそのままコロンコロンと転がっていき……。

　正まさに、背後の壁に激突しようとしていた。

「ひゃああああっ!?」

「……っ！」

　半透明の少女がそれを見て、すぐに左手を伸ばす。

　すると、スナオちゃんの体は――いきなり、壁にスッと消えてしまった。

「なっ!?」

　まるで吸い込まれたかのように、赤い姿は無ぶ骨こつな壁に吸収されて見えなくなる。

　おそらく、俺おれがあの壁に激突しそうになった時も、あんな風ふうに消えてしまったのではないだろうか。ということは、さっき俺が壁にぶつからないようにしてくれたのはこの少女で、つまりスナオちゃんがどこから現れるかというと……。

「あわわわわわ!!」

　やっぱり、俺の前方から転がって来るスナオちゃんの体だった。

　その突然の出現にまで対応出来なかった俺は、なんとか自分の体は転がらないように踏ん張ることを念頭に置いて、スナオちゃんの突進を受け止める！

「ふぎゃあっ!?」

「わぷっ！」

　受け止めるというよりは思いっきり激突した俺たちは、そのまま少し一緒に転がってから停止した。彼女の体をどのような姿勢で、どうやって止めたのか。それに関しては目を開いていないので解わからないが、おそらくスナオちゃんの体のどこか。なんだか柔らかで熱い辺りに顔面が食い込むのが解った。

　まったくもって、今日の俺はスナオちゃんにセクハラ三ざん昧まいである。この事実が明るみに出れば俺はもうまともに表を歩けないのではないだろうか。一いち之の江えがいれば俺の背中はスプラッター映画もビックリなくらいザクザクされていたことだろう。今はそんな彼女のツッコミすら待ち遠しいくらい、スナオちゃんには申し訳ないことをしている。

　――さて。

　まず考えなければならないのは、俺の顔面はスナオちゃんのどこに食い込んだのかということだ。他ほかにも考えるべきことはたくさんあるのだが、今の俺は突然『謎なぞの声』が現れたことや、船が爆発したような音がしたこと、さらに船体が傾いたことよりも目先のことに集中してしまっていた。

　何な故ぜなら、これは由ゆ々ゆしき場所ではないかと思っているからだ。目を開くのも恐ろしい。食い込むということは、それなりに柔らかかったり挟んだりする、そういう要素がある部分のはずだ。女の子の、しかもスナオちゃんの平坦な体にそういう箇か所しよなんて数えるほどしかないだろう。であれば、予想されるパーツは少ない。

　もしそれがピンポイントにエッチな場所だった場合……もう二度と、スナオちゃんの『スケベ！　ヘンタイ！』的な小言には反論出来なくなる。だが、なんとか無事、怪け我がをさせずに支えることが出来たのは安心要素だった。つまり、彼女の心はさておき体は守れたのだ。うむ、それは胸を張れる。

　よし、腹は決まった。いくぞ、一いち文もん字じ疾風はやて！



　さあ、どこだ！



　カッ！　と目を開こうとした瞬間。

「きゃああああああああああああああああっっっっ!!」

　思いっきり、スナオちゃんに投げ飛ばされていた！

「うおおお!?」

　ビターン！　と床に叩たたきつけられ、意識が遠のきそうになる。

「はぁ、はぁ、はぁ、あ、アンタ、どさくさにまぎれて……！」

　見上げたスナオちゃんはスカートをぎゅっと抑えてかなり涙目になっていた。

　ついでに見回すと、さっきの声の主である少女――白いワンピース姿に大きな帽子で顔を隠しているヤシロちゃんはいつも通りニコニコして待っていてくれている。少女はあわあわと困ったように俺おれたちの様子を見ている。二人とも空気を読んでくれているのだ。

　しかし、やはり俺の顔面が食い込んだ場所は上半身ではなかったようだ。脇わきであったり首であったりと挟まれる部分の候補が一気に激減した。もちろん胸なはずはないしな。しかし、下半身となるとそれはそれで本当にダイレクトにヤバイ気がする。取り返しがつかない場所しかないというか、乙女にとっては最終防衛ラインというか。



　――ならば、ここは……！



「いてて……膝ひざに顔が当たったくらいで酷ひどいな、おい……」

「へっ、膝？」

「うん？　違うのか？　じゃあ、太ももとかだったか？」

「え、あ、そ、そうね、膝よ、膝！　乙女の膝は大事なんだからね!!」

　スナオちゃんはまだスカートを握ったままもじもじしていた。うん。多分、あれだよね。お尻しりだよね。解わかってるさ。だけど、年とし頃ごろの乙女が男の顔面をお尻に挟んだとか、あまりにもトラウマ過ぎるもんな。

　互いに認識していなければ、それは真実にはならない。よって、俺おれとスナオちゃんは今、互いに『顔面を押し付けられたのは膝ひざであった』ということにした。

　それが、俺と彼女、引いては世界にとっての平和に繋つながるからだ。



　さておき。



「ともあれ、ヤシロちゃんか……」

　いきなり現れた、彼女を見る。日中にも遭遇したが、今はあの時よりもさらに不気味な雰囲気を纏まとっていた。

「もういいの？」

「ああ、空気読んでくれてありがとう」

「ふふっ、お昼も思ったけど、お兄さんってば相変わらずハーレム系主人公なんだねえ」

　グサッと突き刺さる一言だった。

　この、女の子を取っ替え引っ替えしてのラッキースケベ大会には薄々俺も気付いている。これが『主人公』としての能力なのではないかとすら感じているほどだ。しかし、気持ち良くて嬉うれしい半面、その後の気まずさであったりフォローであったりが大変なのを痛感している。ちまたに溢あふれるラッキースケベに遭遇する『主人公』たちに、俺はしみじみと同情した。だって、ラッキーなだけである意味生なま殺ごろし過ぎるわコレ。しかもその後は、人間関係上う手まくやらないといけないから大変なんだもの。

「そろそろシリアスな時間に戻る？」

「うむ、頼む」

　その言葉を投げかけられる段階でかなり精神的打撃だった。本当にすみません、と何かに対して謝りたくなるほどの申し訳ない気分だ。そんな精神攻撃をさらりとした後、ヤシロちゃんは半透明の少女……『マリー』ちゃんとやらに向き直った。

「この子をやっつけに来たの？　それともお兄さんなら、助けに来たのかな？」

　帽子に隠された表情の、その口元だけでクスクス笑っている。

『マリー』ちゃんと呼ばれた少女。確か『メアリー・セレスト号』の事件でも、最後に語られた名前。船長の日記で『我が妻マリーが……』で終わっていた、アレだ。

「え、じゃあその子、人妻なの!?」

　スナオちゃんは相変わらずマリーちゃんが見えないのか、キョロキョロしている。

　ブンブンブン、と首を大きく振るマリーちゃんの様子からして、人妻ではないようだ。

「そっか、ちゃんとこの子がどんな存在で、どうしてここにいるかも解わからないうちに来てくれたんだね。やっぱりアリサちゃんの予兆でかな？　ほんとに、困ったお姉さんたちだよねえ、魔女って」

　困っていると口では言っても、その口調はあくまで楽しそうだった。来てくれたと言いつつも困ったお姉さんと言っている辺りにもさりげない矛盾がある。

「来てくれた、ってことは、ヤシロちゃんは俺おれたちにここに来て欲しかったんだな」

「うん。お兄さんたちを招くつもりだったの。お兄さんとゲームがしたかったからね」

　ゲーム。

　その言葉にはなんだか不穏な響きを感じる。

「なんか、日中に会った時は『来きたるべき時』に会うようなイメージだったんだが」

　日中の彼女との会話を思い出して尋ねる。

「うん、まだまだ『来るべき時』ではないね。その準備もしたいし、趣向も凝りたいし。だって、私を解放してくれた大事な大事なお兄さんとのひと時だもの」

　大事な、と言われてもこっちには怖さしか浮かばないのだが、何な故ぜだろう。スナオちゃんの視線はやっぱり『このロリコンが』と言っているように思えるのは。

「だから今回も、もっとちゃんとしたおもてなしの準備をしてからにしたかったんだけど、マリーちゃんがＤフォンの力を使って、ロアになるのを嫌がっちゃって」

　マリーちゃんがポケットから取り出した物。

　それはＤフォン……なのだろうか。

　それは俺たちがよく目にしているそれとは、明らかに形が違っていた。

　俺たちのＤフォンがスタイリッシュでシンプルなデザインをしてるのに反して。マリーちゃんの手にしているそれは、手に馴な染じまなさそうな歪ゆがんだ形をしていた。その手の中で、不気味な赤い明滅がドクンドクンと鼓動のように脈打っている。あれは……本当に、俺たちの知っているＤフォンなのだろうか？

「使わないと消えちゃうって教えたのに、どうしても怖いんだって。おばけになるのが。消えちゃうのよりおばけになる方が怖いだなんて、どうかしてるよね」

　ヤシロちゃんはあくまで余裕の態度だった。きっと、マリーちゃんが消えてしまったとしても彼女は何も感じないに違いない。いくら先輩の幼い頃ころの姿をしていても、彼女は『破滅の予言』から生まれた純粋なロアなのだ。人と同じ心を持っているわけではない。

「だけど、消えちゃう方が嫌だってお兄さんは言うでしょ？」

「当然だ」

　俺は体を起こす。

　女の子が、可愛かわいい子が消えてしまうなんて俺は絶対に許せない。

　しかし……なんだろう、この嫌な予感は。

　ヤシロちゃんの言うゲームっていうのは、なんだ？

　ヤシロちゃんは俺たちを誘おびき寄よせたのに、マリーちゃんはロアになる前の中途半端な状態で。彼女がＤフォンを見せようとした瞬間の、爆発音とこの船の傾き――。

　解わからないことだらけなのは確かだが、今は消えかかっているこの子をなんとかするのが先決だ。俺おれは一度だけ頭を振って、マリーちゃんを見る。

　彼女はおろおろしたまま、泣きそうな顔のまま、Ｄフォンを両手で抱えていた。

「さ、マリーちゃん。どうする？　貴女あなた、もうすぐ消えちゃうけど」

　ヤシロちゃんの言葉に、またビクッと肩を震わせている。

　自らが『化け物』になる選択。それを、こんな少女がしなければいけないのだ。スナオちゃんも、鳴な央おちゃんも、きっと一いち之の江えもした選択。その先には苦しいことも悲しいことも、つらいこともいっぱいある。罪も、重ねなければいけないかもしれない。

「このお兄さんは、貴女みたいなロアの子を結構助けてきてるんだよ。だから、助けて貰もらっちゃってもいいんじゃないかな？」

　そしてヤシロちゃんは、ロアになるように煽あおっていた。きっと彼女がしたい『ゲーム』は、マリーちゃんがロアにならないと始まらないのだろう。

「そのままロアにならないと、この船がまた沈んで……お兄さんたちも死んじゃうしね」

　ビクッ、とマリーちゃんの肩がさらに、可哀かわい想そうなくらいに震えた。

　そのマリーちゃんの顔には恐怖と戸と惑まどいが浮かび、手がカタカタと小刻みに震えている。誰だれだってそうだ。進んでおばけになんてなりたくない。だけど、今彼女はそれを無む理り矢や理り強しいられている。――『ノストラダムスの大予言』によって。

　俺はどう声をかけるべきだろう。彼女に俺が、何を言ってやれるんだろう。

「ダイジョーブよ！」

　その時、スナオちゃんが高らかに叫んだ。

「まず第一に、この船が沈もうとわたしは死なない！　泳ぐの得意だし、もしサメがいるとしてもやっつけてやるもの！」

　ビシッ、と指をマリーちゃんがいると思われる方向に突きつけ、スナオちゃんはニヤリと笑っていた。その指先は微妙にマリーちゃんとはずれていたので、さりげなく俺は指が彼女の方を向くように調整する。

「おっと、あんがと」

　スナオちゃんはマリーちゃんに向けて、不敵なままに続けた。

「それに、ロアになったって、おばけになったって、ちゃんと楽しく幸せにやれるわ！　優しい美人なマスターがいて、意地悪だけど物知りな魔女がいて、エロくてムカつくけど頼もしいバカがいて、優しいそいつの仲間がいて――」

　スナオちゃんにはマリーちゃんの姿が見えない。彼女の怖がっている顔や戸惑っている表情も全く見えていない。

　だけど、そんなのは関係ないのだ。

　見えなくて、感じられなくて、聞こえなくても。スナオちゃんはそこに『困っている女の子』がいるなら放ほうっておけない、そんな正義感を持つ女の子だ。ロアであるとか、罠わなかもしれないとか、全く関係がない。スナオちゃんの根底にある正義の味方としての志が、今マリーちゃんに突きつけられていた。

「すっごい怖かったし、どうすればいいか解わからなかったし、ワンワン泣いちゃってたけど、それでも今は頑張れているわたしがいるんだから！　だから、自分が消えるなんて選択をしちゃダメよ!!」

　それは、消えることを恐れて泣いていたスナオちゃんだからこその言葉なのだろう。

　自分が消えない為ため、ハーフロアは罪を犯して生きていかなければならない。でも。

　そこになんとか出来る抜け道があるのなら。一緒に考えてくれる仲間がいるのなら。

　その先には、楽しくて幸せなものがあるのかもしれない。

　いや。

　幸せに、してやるんだ――!!

「そうだ、消えるなんてダメだマリーちゃん。俺おれが、助けてやる！」

　俺がマリーちゃんに手を差し伸べると、スナオちゃんもその方向に手を差し伸べた。

「このまま俺たちが海の藻も屑くずになろうが、君がロアになろうが、どっちにしろ君を助けてやる！　俺は、そういうことをする為にいる『主人公』だ!!」

　そう、選択はあくまでマリーちゃんに委ゆだねるしかない。

　でも、どちらであったとしても助けてやる。それは言い切らずにはいられない。

　仲間の力が借りられない今の状況であっても、ここには気持ちを同じくしているスナオちゃんがいる。だから――。

「なるほどね。それで……マリーちゃんはどうするのかな？」

　クス、とヤシロちゃんは笑った。

「このままだと、お兄さんたちは船が沈むと消えてしまうね。もしかしたら何かで戻って来るかもしれないけれど、それはとっても難しいこと。特に、今のお兄さんには魔女も、いつも背中を守ってくれる相方さんもいないんだから」

　そう、確かにそれが一番恐ろしいことだ。同時に理解する。やっぱりこの状況はヤシロちゃんが作り出したものだったのか。Ｄフォンを封じてみんなとの繋つながりを断つ。そうやって、俺のことも追い込むつもりだったのだろう。

「Ｄフォンを使ってロアになれば、おばけになっちゃう代わりに、今は消えなくて済むようになるよ。お兄さんたちも消えないで済むかもしれない。ただし――」

　ヤシロちゃんは必ず、最後に不吉な予言を添える。

「マリーちゃんがお兄さんたちを殺さなければ、だけどね」

　マリーちゃんが？　俺たちを？

　ヤシロちゃんの言っている意味は俺おれには掴つかめなかった。当然、マリーちゃんにも解わかっていないのだろう。その目が、泣きそうな色を浮かべて俺たちに向けられた――。

　瞬間。

「大丈夫！　こいつはさておき、わたしは死なないわ！」

　スナオちゃんが堂々と胸を張った。

「いや、俺だって死なないっての！」

「言ったわね、じゃあ何があっても死ぬんじゃないわよ？」

「任せておけよ。俺は最強のメリーズドールにも殺されなかった男だぜ」

「フンッ！　いずれサイキョーにはわたしがなってやるわ！」

　俺たちは言い争いながら、互いに笑っていた。

　そう、俺たちは消えるつもりも、勿もち論ろん殺されるつもりもない。

「………………っ」

　そんな俺たちを見て、マリーちゃんは目を大きく見開いていた。

　そして――。



　うん。



　大きく頷うなずくと、両手に抱いていたそのＤフォンのスイッチを入れる。



　途端、Ｄフォンから赤い光が弾はじけると、マリーちゃんの体がはっきりと輪郭を取り戻していった。半透明だったその体が、みるみるうちに実体化していく。

「お……ほんとに可愛かわいい子じゃないっ」

　ようやくスナオちゃんにも見えたらしく、ニコニコと嬉うれしそうに笑った。

　――これで、この子は完全に『ロア』になってしまった。

　そして、そうしたのは俺の責任でもある。

　だから、やっぱりこの子を俺の――。

「おめでとう、マリーちゃん。ハッピーバースデーだね、新しい自分に」

　ぱちぱちぱち、と手を叩たたきながら、ヤシロちゃんが俺たちとマリーちゃんの間に割って入るように歩いてきた。まるで、俺たちと彼女の間を割くかのように。

「お兄さんとお姉さんもおめでとう。だけど、これでようやくゲームスタート。このままだとこの船の沈没と共に『この船の時空』に巻き込まれているお兄さんとお姉さんは消えちゃうだろうし」

「っ!!」

　マリーちゃんはビクッとその身を震わせた。

「『神隠し』の力も使えない今は、お兄さんは『消える』ことに抵抗するのは無理だろうしね。もし、なんとかなったとしても、スナオお姉さんまでは助けられないよ」

　きっぱりと言われる。俺おれは確かに、鳴な央おちゃんの『神隠し』の力を使うことが出来れば『消滅』系のロアに対抗出来ることが解わかっている。だけど今は鳴央ちゃんとの繋つながりもない状態なので、その力を使えるかどうかは微妙だ。

　それに、スナオちゃんは言うなれば普通のハーフロアだ。消されてしまった場合はそのまま……ということもあるだろう。

「お兄さんたちは、なんとかして『この船の時空』から脱出しないといけないんだよね。それがゲームの目的になるかなあ」

　ゴゴゴゴゴゴ、と船から低い重低音が響く。

「この船の時空？」

「そう。この船はね、もうすぐ沈むの。『ルサールカ号』は原因不明の爆発で沈んでしまった船。そこに乗っていたお客さんも、乗船員さんたちも、みんな助からなかった――本当に本当に悲しい事件――だけど」

　ヤシロちゃんの口が三み日か月づき型に、ニンマリと笑みを浮かべる。

「誰だれもその事実を知らない。世界の記録から、人々の記憶から、完全に抹消されてしまった事件なんだよ。本当にあったのに、本当にはなかったことにされて、都市伝説になってしまった――物語――」

「え？　そ、それって、どういう……」

　スナオちゃんが戸と惑まどったようにヤシロちゃんを見る。

　俺も、彼女が言っている意味が解らなかった。

　実際にあった事件なのに、なかったことにされた？

　その理由ははなんだか……とても暗い、嫌な予感がする。

「そういう、暗くて、黒くて、悲劇的で、絶望的な。限りなく『破滅の属性』に近いロアを、私も集めていきたいんだよ、お兄さん」

『破滅の属性』。

　その響きから俺はキリカの言葉を思い出していた。



『あの子は私たち魔女よりもよっぽど『破滅』に近いからね』



「お兄さんがロアを集めるみたいに。私……『ノストラダムスの大予言』もまた、ロアを集めたいの。だって、前回は私一人だから失敗して封印されたんだもの。だから、お兄さんを見てて思ったの。きっと、仲間がいるともっと強いんだろうな、ってね」

　それは、恐ろしい言葉だった。

　一人でも世界を滅亡に追いやることが出来る『ノストラダムスの大予言』が、今度はロアを集めて……『勢力』となろうとしているのだ。

　それに今、選ばれたのがこのマリーちゃんであり。

『破滅の属性』とやらに近いロアたち、ということなのか。

「フェアだと思うよ、そういうの。お兄さんは、百物語を集めて『来きたるべき時』に私に挑む。私は、そんなお兄さんたちに対抗する為ためのお友達を集めて、それを迎え撃つ。ほら。――とっても、とっても楽しそうでしょ？」

　小首を傾かしげて、遊びの計画を語るかのように告げるヤシロちゃんの姿が。

　俺おれには――そう。

　なんとも恐ろしい『恐怖の大王』に見えた。

　同時に過よぎるのは、俺が死んでしまっているあの光景。

　あれは、つまり、こうなることを予兆していたのだろうか。

　俺の仲間たちが、ヤシロちゃんの仲間たちと戦うことで分散し、結果として俺は単独でヤシロちゃんに挑み――敗れる。

　漠ばく然ぜんと『みんなを頼っていれば大丈夫！』なんて思っていた自分の浅はかな考えが、あっさりと破壊された瞬間だった。

「ちょっとちょっとちょっと！」

　言葉をなくしている俺の代わりに、スナオちゃんが怒声を上げた。

「アンタがお友達を増やしたいっていうのは解わかったわ！　ガンガン増やして、１００人でフジヤマの上でサンドイッチ食べてなさい！」

　それを言うなら童謡的にはおむすびだが、敢あえてツッコミは入れない。

「でも『破滅の属性』だか、爆破属性だか知らないけど！　その子はわたしたちが保護させて貰もらうわよっ！　誰だれが好き好んで『ノストラダムスの大予言』に渡すものですか！」

　スナオちゃんの言葉を聞いて、ヤシロちゃんはさらにおかしそうにクスクスと肩を揺らしていた。

「だよね。わたしもそう思う。マリーちゃんは私が目をかけていたロアだけど、お姉さんとお兄さんの説得でロアになってくれたんだもんね」

　本人が選んだ結果とはいえ、ロアになる道を選ばせたのは俺たちだ。

　人として消えたかったかもしれないマリーちゃん。

　そんな彼女の心に、幸せという希望を与えたのは俺たちだから。

「さあ、それじゃあゲームスタートしようか、お兄さん」

　ヤシロちゃんがその手を大きく上にかざすと。



「っ、っっっ!?」



　ぶわっ、とマリーちゃんの持っていたＤフォンから赤黒い光が溢あふれ出た。

　その光は、怖がって嫌がって、大きくいやいやをしているマリーちゃんの体を包み込んでいく。まるで、Ｄフォンがマリーちゃんを食っているみたいに。

「ちょ、ちょっと、何したのよ!?」

「『破滅の属性』が高いＤフォンは、こうやってそのロアをより本質に近付けるの。マリーちゃんは『メアリー・セレスト号』の事件の犯人『マリー』のように――人を、世界を、どんどん消し去っていく存在になるんだよ」

　ヤシロちゃんは、帽子を押さえながらスタスタと、傾いた船の上の方――船せん首しゆの方へと歩き出す。まるで、自分の仕事はここまでだとでも言うかのように。



「………………ッ!!」



　俺おれたちが見ているうちに、マリーちゃんの姿は赤黒いドレスのようなものを纏まとい始めた。それは、俺がみんなの物語を纏っている時のようだ。

「『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』。それが今の彼女だよ、お兄さん」

　マリーちゃんを包む光はやがて収まっていき。

　そこには、髪の色を赤黒く染め、不敵な笑みを浮かべる『破滅の水妖精』がいた。

　完全に、あの気弱でおどおどしていたマリーちゃんらしい雰囲気はなくなっている。

「お、おい、マリーちゃん？」

　呼びかけてみるが、彼女は俺の言葉にはまるで反応せず。

　スッ、とその右手を上げて――。

「っ、退どきなさい！」

　スナオちゃんが横にいた俺を突き飛ばした、その瞬間。

　マリーちゃんはブンッ、とその右手を振り抜いていた。



　ドンッ！



　スナオちゃんの体に、いきなり壁が当たってきた。

「くはっ!?」

　小柄な体が、突然切り抜かれたように迫ってきた壁によって弾はじき飛ばされ、床に転がる。

　直後、マリーちゃんは右手を上げて、そのまま一気に振り下ろした。

「スナオちゃん！」

「っ！」

　スナオちゃんは上を見ることなく、再びゴロッと転がって俺おれの方に近寄る。



　ズゥン！



　スナオちゃんがそれまでいた場所に、天井が綺き麗れいに切り抜かれて落ちてきていた。

　その向こうで、マリーちゃんは右腕を下から上に向けて振り上げ――。

「てやっ！」

　スナオちゃんは俺を赤マントに包み込む。

　温かくて、なんだか良い香りがする真まっ暗くらな空間。そこに包まれた俺は、次の瞬間にはマリーちゃんの背後の床にポイッと捨てられていた。

「いでっ」

　どうやら、理り亜あを包んで転移させていたあの転移能力のようだ。俺にも使ってくれたというのは嬉うれしいが、扱いがぞんざい過ぎるのではなかろうか。

　鼻を床に打ち付けた俺は、涙目になりながらスナオちゃんを見上げる。

「なんかいきなり、廊下が立体パズルになったわね……」

　マリーちゃんはゆっくりと俺たちを振り向いて、右手を向けた。

　だが、その右手をいきなり天井から伸びてきた青白い手が掴つかむ。

「その手で壁とか天井を弄いじってるのはもう見抜いたわ！」

　スナオちゃんの青白い手を見て、スナオちゃんを見て、マリーちゃんはあくまで無言で驚いた顔をしていた。他ほかのロアの力を知らないのだから無理もないだろうが……。

　しかしなんだってこんな、いきなり攻撃的になったんだ？

「『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』は、船を自分の意のままにすることが出来るんだよ、お兄さん」

　ヤシロちゃんが船せん首しゆの方から見下ろすように俺に告げる。

　なるほど、壁であったり床であったりを意のままに操ることが出来るのか。『船の状況を作り出す』という能力。それにより、俺やスナオちゃんが壁に激突する時も『壁を一瞬なくす』ことで助けてくれたりしていたんだな。まだロアになる前から、それっぽい力は既に覚かく醒せいしつつあったのかもしれない。

「今のマリーちゃんは『この船にいる人』をみんな消す為ためのロアになっている状態。この船にいる『全員』を消し去りたい存在。だから気をつけた方がいいよ、お姉さん？」

「フンだ！　そんなの、戦たたかい甲が斐いがあるわよ！」

　あくまで強気なスナオちゃんの返答を、ヤシロちゃんはいたく気に入ったようで。

「スナオお姉さんがやっつけられたら、マリーちゃんは私のものなの」

「わたしが勝ったらマリーはわたしのものってことね、シンプルでいいわ！」

　圧倒的な『気配』を放つマリーに対して、スナオちゃんはぐっ、と右みぎ拳こぶしを見せる。

「やってやろうじゃない！　可愛かわいい女の子を攫さらうのは、わたしの専売特許よ!!」

　スナオちゃんの宣戦布告に対して、マリーちゃんも、ニヤリと笑い返すと。

　押さえつけられていない左手をグッと握った。

　途端、俺おれとスナオちゃんのいた床が切り抜かれたかのようになくなる。

「っ!?」

「ちょっ!?」

　スナオちゃんは慌てて天井から伸びてきた青白い手で自分を掴つかみ、右手で俺の手を掴んでくれた。だが、マリーちゃんはそんな天井だっていつでも消したり飛ばしたり出来る能力を持っているのだ。

　俺たちの下からは、ドドドドドド……という海流が渦うずを巻いているような恐ろしい音が聞こえていた。本来、この下には機関室や倉庫などがあったはずなのだが、マリーちゃんは沈没している船尾とここを繋つなげたということらしい。

　おそらく沈没している船を飲み込んでいるほどの海流はかなりのもので、人が飲み込まれたらひとたまりもないだろう。

「スナオちゃん、俺を離せ！」

　だけど俺は、そう叫ぶと――その手を払った。

「えっ、なんで!?」

　このまま二人で落ちてしまったらマリーちゃんを倒すことなんて無理に決まっている。だったら、ここはスナオちゃんに預けて俺は……。

「俺は必ず生き延びてみせる!!」

　落下しながら、拳こぶしを上に向けて宣言する。

　正直、あんなおっかない渦うず潮しおに飲み込まれたら死ぬかもしれないと思っている。

　だけど、スナオちゃんの足を引っ張るわけにもいかないし、何より……。

「ピンチを乗り越えてこそ『主人公』だからなー!!」

「し、死ぬんじゃないわよ、モンジー!!」



　遙はるか上から、そんな悲痛な叫びを聞いて。

　スナオちゃんを泣かせない為ためにも、俺は絶対に生き延びることを決意する。

「っしゃあ!!」

　そして俺は思いっきり息を吸い込むと。



　ドドドドドドドド!!



　荒れ狂う渦潮の中に、突入したのだった。



◆2010-07-11T023:00:00?　"???"



　渦うず潮しおの中に巻き込まれた俺おれは、まず焦ったのがメチャメチャなスピードでぐるぐると回転させられたことだった。人間一人の力なんて大自然にはまるで敵かなわないということを思い知るくらい、自分の体がどうにもならない。

　滝たき壺つぼに落ちている木この葉はのように、ただひたすら流れに身を任せるしか出来なくて。

　ガンガンに頭が揺さぶられ、意識がどんどん遠のく。

「ごぽぁっ……！」

　しまった、溜ためていた息をみんな吐き出してしまった。

　その瞬間、大量の海水が俺の鼻やら口からドバドバと入り込んでくる。それは無む理り矢や理り全身を海水に同化させられるんじゃないかってくらい苦しいもので。

　窒ちつ息そく死しが一番苦しい。

　そんな知識が頭を過よぎった時、言い知れぬ恐怖が全身を包んだ。

　このまま苦しんで苦しんで、でも酸素はどこにもなくて、足あ掻がいても水流には勝てず、ただぐるぐると回転しながら、そのまま死んでしまう――。あまりに息苦しくて、喉のどを、胸を、全身を掻かき毟むしろうとしても体は圧倒的な水圧のせいで何も自由にならない。

　……スナオちゃんに格かつ好こつけたことを後悔しそうになった。

　生き残る為ために、もっと考えて努力すべきだったと後悔しそうになった。

　こんなことで俺の物語が終わってしまう。それを悔やみそうになった。

　――だが、出来なかった。

　後悔して絶望している暇があるのなら、何か考えるべきなのだ。

　スナオちゃんが悪いわけではない。

　勿もち論ろん、この選択は間違ってはいない。

　そう強く信じ、そして思う。

　俺がここで死んだら、俺の物語たちはどうなる。一いち之の江えは、キリカは、音ね央おは、鳴な央おちゃんは、先輩は、理り亜あは、アリサは、そしてスナオちゃんは。きっとそんな俺の終末を望んでいないだろう。

　だったら――！



「ごぼがばばばば!!」



　足掻く！　まずは水圧に負けないよう、とにかく腕を開く！

　こんな体を丸くしていても事態は解決しない。溺おぼれるものは藁わらをも掴つかむ。だったら、藁でもなんでも掴つかみとってみせる！

「ごぼぼぼぼぼ!!」

　そして思いっきり目を開く！

　海水で痛くて、中々開けられなくてもとにかく周りを少しでも見るようにする！

　何か。

　なんでもいい。

　何かがあれば、それを掴みとってみせる！

　そう思いながら目を開き、そして――。



　なんかあった！



　大回転する俺おれの視界に、偶然か、それとも奇跡か、何かの影がチラッと見えた。

　魚なのか、それとも船のパーツなのか、沈没に巻き込まれた何かなのかは解わからない。

　だが、その影に賭かけるしかない俺はとにかく思いっきり手を伸ばし――。

　頼む、指先が引っかかるだけでもいい。

　そうすれば俺はそれを全力で掴むから。

　だから――！

　もう感覚もなくなった指先が。全力で伸ばした手が。

　ようやくその『何か』を掴んだ瞬間。



「ごぼっ……」



　俺の意識は、そこで遠のいてしまい……。





　――そして、俺は夢を見た。





　その瞬間までの息苦しさや痛み、恐怖から解放された俺は、真まっ暗くらな場所でふわふわと浮かんでいた。まるで自分が幽ゆう霊れいになったみたいな感覚。暴力的なまでに襲いかかってきていたあの水流も、息が出来ない苦しさも、全すべて解放された気楽さ。

　――死んでしまって、幽霊になってしまったんだ。そう思う。

　結局何かを掴むことも出来ず、格かつ好こつけて死んでしまったのだとしたら、ここに残っているこの心は俺の後悔なのかもしれない。

　後悔しない、なんて格かつ好こつけたとしても悔しいもんは悔しい。

　もし死んでしまったのだとしたら、もうみんなに会えないことが悔しい。

　一いち之の江えの顔が真まっ先さきに浮かんだのは、やっぱり最初に俺おれを怖い目に遭あわせた存在だからなのか、それとも一番頼りにしているパートナーだからなのか。

　あいつのことを考えた瞬間に、色々な思い出が浮かんできた。

　転入初日に睨にらまれたこと。追いかけられて殺されかけたこと。抱き締めたあの感触。それから一緒に『ロア食い』を探したり、『人食い村』で戦ったり、ラインをやっつけたり、アリサをやっつけたり、『管理人さん』をやっつけたり……。

　その合間にも、ザクザク突き刺されたり、手を繋つないだり、卓球したりと。

　短い期間に、本当に様々なことを一緒に経験した。

　すぐ突き刺してきたり意地悪を言ったりするのでムッとすることはあるけれど、なんだかんだで俺はあいつのことを気に入っている。それは可愛かわいいからというのも勿もち論ろんあるのだが、なんだろうな。この気持ちはどう例えればいいのか悩ましい。

　こうして考えてるだけで色んな顔を思い出す。

　いつもの無表情。憮ぶ然ぜんとした顔。睨んだ顔。呆あきれた顔。怒った顔。

　そして、笑顔。

　あの微妙に笑ったんだか笑ってないんだか解わからない。

　笑うことに慣れてないっぷりが解る、あの笑顔が俺は好きだった。

　だから。

　だから、もう一度会いたい。

　もう一度、毒どく舌ぜつなボケでからかって欲しい。

　もう一度得意げに変なことを言って欲しい。

　――もう一度、一緒に――。



「モンジ」



　その時、全すべての感覚がぼやけている俺の耳に――。

　微かすかにだけど、あいつの声が聞こえた気がした。

「一之江？」

　俺は暗くら闇やみの中、その声の主を探す。



「モンジ、帰って来なさい」



　それは、俺を呼び戻す声だった。

「一いち之の江え、どこかにいるのか？」

　辺りを探しても、それは見つからない。こっちの声も、届いていないようだ。

　だから一方的に、ただ呼びかけられるだけで。



「忘れたのですか。貴方あなたを殺すのは誰だれなのか」



　……そう、その通りだ。その通りだった。

　俺おれを殺すのはヤシロちゃんでも、ましてやこんな海でもない。

　そう、俺を殺すのは一番最初から決まっている。

　あのまま、ずっと『保留』になっている俺の殺害。

　そんなことをしていいのは、この世にたった一人だけなのだ。

　それは。



「俺は生きるぜ、一之江……！」



　その次の瞬間。

　俺の視界が一気に光に包まれた。





　そして目を覚ました時、俺の目の前には――。

　肌色の、とても柔らかくて大きいものがボイーン！　とあった。

　非常に解わかり易やすい擬音である。この世で一番最初に、大きくたわわに実ったその柔らかな果実の効果音を『ボイーン』と称した人はかなりのセンスを持っている。

　ぽよんぽよんであったり、ぽよぽよであったりと、それの柔らかさを示す多くの表現がある中で、こうしていきなり目の前にあった場合はやはり『ボイーン』しか存在しない。

　それくらいの迫力と存在感を持って、今そこにある楽園は俺の目を潤おわしていた。楽園でありながら、それはもの凄すごい兵器である。通常の男子諸君ならばあっさりと落ちてしまうほどの破壊力だ。

　なんだこれ。天国か？　すまん一之江。天国はいいとこだ。

　早速さっき口にしたばかりの決意が飛びそうになってしまう。

「ふふっ、目が覚めたんだね……」

　ふっ、と耳元にかかる吐息と共に、キリカの甘い声が背後から聞こえた。



　むにっ。



　そして、なんかこう、やっぱり凄すごい兵器が俺おれの背中に当てられている！

「あ、え、ええと……」

「しーっ。鳴な央おちゃんが起きちゃうよ」

　ぴと、と体を密着させられたまま囁ささやかれた。しかし、それとは別に、なんというか、ええと。この背中にダイレクトに当たっているものは、もしかして、もしかしなくても、直接生身で背中に当たっているアレですよね。そして目の前にある素晴らしい胸の谷間はつまりその、我がチームのボイントップスリーの一人、同率二位の彼女ですよね。それが、こう、着物から『ほうらもうこぼれ落ちますわよ』とばかりに目の前にあるわけで。

　なんだこれは。前門のボイン、後門のボイン。っていうか、ボインって表現古いよな。なんかこの二人の崇高なそれにはもっと神こう々ごうしい名前が必要なのではないだろうか。エンジェリック・ヘヴンみたいなの。それに挟まれると天国に行ける、みたいな。

「んっ……」

　そして眠っていると思われる鳴央ちゃんのエンジェリック以下略が、身じろぎと共にさらに危険域まで見えそうになり――!!

「ふふっ、モンジ君のえっち」

　ぷにょにょん。

　キリカのダイレクトアタックは背中にかなりのダメージを与えていた。っていうかキリカさん、当たっているのは胸の柔らかさだけじゃなくてですね、その、ええと、なんだ。男にとって最高に気になる部位なのではありませんか？

「……キリカさんや」

「何かな？　ん……」

　むにむにむに。キリカはそれはもう小こ悪あく魔まもビックリなレベルで、色っぽい声と共に俺の背中にそれを当てまくってくるのだ。それはもう、当てまくられているのだ。まあ、魔女だからな。小悪魔もビックリするのは当然か。

　だが、俺はこのスペシャルダブル添い寝になっている理由がさっぱり解わからない。

　さっきのノリで言えば、なんか格かつ好こ良く目を覚まして、生きていたことを感謝したりするようなタイミングだったはずだ。

　これがまだ夢だと言われればあっさり認めるレベルである。

　うん？　夢？

　俺は目の前にある鳴央ちゃんのいたいけな白い肌から無む理り矢や理り、凄い頑張って視線を逸そらして、また視線を戻し、いやいやイカン、と改めて思い直した後、どうしてもその胸の谷間から目を離したくない俺の本能をなんとか抑えつけて、ようやく視線を上げた。

　そこは、見覚えのある和室だった。



    

  









    
      　やっぱり、そうなのか。

「ここは夢の中なんだな」

「そういうこと」

　そんな俺おれの体に背後から手を回してきて。

　キリカは自分の方を向かせた。

「――ッ!!」

　そこには一いつ糸しまとわぬ姿のキリカが、俺の横に寝ていたのだ。

　ちょっと火ほ照てった顔から、艶つややかな髪から、白い首、鎖さ骨こつ、肩、腕。

　そして肝心の胸に関しては、そのまま俺の体に押し当てられてるので超重要な部分は見えないが……見えないが、俺の全神経はそこに集中していると言っても過言ではない！

「……え、えーと……」

「最近誘惑出来てなかったから……体が寂しくて」

　そういうものなのか!?

　女の子は誘惑し続けないと体が寂しくなる、そんな生き物なのだろうか。

　だとすると誘惑とはまるで縁のない体つきをしている彼女や彼女、彼女などは寂しくならない生き物だったりするのだろうか。

「まあ、冗談だけどね」

　キリカはペロ、とこれまた愛らしい舌を出して言う。

「命の力、生命力――存在力みたいなものをモンジ君に流し込む為ためには、こうやって素す肌はだで触れ合うのが一番だったの。もっとも、鳴な央おちゃんにはまだハードルが高いから、着衣アリのままだったけど、ね」

　確かに。鳴央ちゃんまで全裸だったりした日には、俺は何か大事なものを失ったかもしれない。凄すごいものをダブルで体験するなんてもったいないことをした場合、きっとその後に来る酷ひどい目も凄いものになるはずだから。

　つまり、この二人は俺の為にこんなあられもない姿をしてくれたということか。キリカはちょくちょくしてくれるが、鳴央ちゃんなんかはかなり勇気が必要だっただろうに。

「はふぅ……それにしても良かった……モンジ君、起きてくれて」

　ぎゅううう。

　そしてキリカは……いつもの余裕がないような気がした。

　俺の体を抱き締めるその手に込めた力が強い。そもそも、俺の意識がないのにこんな誘惑をしても仕方ない、そう考えるタイプの子だ。なのに裸になっていたということは、本当に『存在力』みたいなものを流すのに効率が良かっただけなのだろう。

「このまま起きないで、いなくなっちゃうのかと思ったよ……」

　俺に抱きついて、頬ほおを摺すり寄せてきて、全身で俺を感じながら耳元で呟つぶやくキリカ。

　押し当てられている胸が形を変えているのさえ感じる。確かにドキドキはするが、それ以上に戸と惑まどいが勝っていた。普段はノリノリで明るい、どこかで達たつ観かんした物言いをするキリカ。そんな彼女がこんなにも強くぎゅっとしないと不安だったのか。こんなにも彼女が弱っていたことに驚いたのと同時に……申し訳ない気持ちが胸を満たす。

「そんなに俺おれはヤバかったのか」

「うん。モンジ君の存在を鳴な央おちゃんが見つけた時には、もうかなり危なかった。もう少しで消えちゃうくらいに弱々しかったもの。『破滅』の気配みたいなものに包まれていて、帰って来られないんじゃないかと思った」

『破滅』の気配。

　きっと、あの渦うず潮しおには、そういったものが含まれていたのだ。圧倒的な力、圧倒的な死のイメージ、圧倒的な無力感。そういったものを含んだ恐ろしい奔ほん流りゆう。それがあの渦潮の正体だったのだろう。

「ごめんな、心配かけた」

　その背中に手を回して、ぽんぽん、と撫なでてやる。――生の背中を撫でるというのはこんなにもドキドキするものなのか、とかなり緊張しながらだった。

「モンジ君、興奮してる？」

「うぐっ」

　それは勿もち論ろん、興奮していた。ドキドキが半端ないし、顔が熱くなるし、なんか感じている自分の胸の下辺りが気になって気になって仕方ない。

「ここは夢の中だから……エッチなことしても、バレないよ？」

　そっと耳に囁ささやかれてしまう。

　そうか、夢か。ならいいのかな？　実際の体にはなんの影響もないはずだし。ここで見てしまったとしても、実際に生で見たことにはならないのかな。うん、ならば。

　……確か前にもそんな嬉うれしい誘惑をして貰もらったような気がする。

「モンジさん………………」

　背後から、やたらと押し殺した低い声が響く。普段とても優しい女の子が、思いっきり気持ちを隠して搾しぼり出したような、凄すごくゾクッとするような声だ。そうだ、その誘惑をしてくれたのは他ほかならぬ鳴央ちゃんだった。

「いや、ええとな、鳴央ちゃん」

　俺はキリカに抱き締められたままなので振り向いて弁明することも出来ず。

「むふふ、三人でする？」

「っ!?」

「な、な、何を言ってるんですか、キリカさん!?」

　そんなキリカのコメントにもの凄く焦る声を上げた鳴央ちゃん。

　ってか、三人で何をするんだ？　いや、健全な男の子だから当然想像は出来るのだが、三人て。……三人て。……三人だとう……？

「デュフフ……」

「あ、モンジ君がなんか気持ち悪い笑い方したからなしにしよう」

「そうですね。気持ち悪い笑い方はダメだと思います」

　途端、ぎゅっと俺おれの顔面に枕まくらが押し付けられて。

　同時に俺から離れる二つの体。

「し、しまった、やり直しを要求する！」

　俺が何も見えないままにそんな叫びを上げると。

『だーめっ』

　二人の、お茶ちや目めな声が重なって聞こえたのだった。
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『神隠し』である鳴な央おちゃんの部屋とも呼べる『和室』。

　俺もちゃんと男物の着物に着替えさせられ、二人の着物美女とテーブルを囲んでいた。

「で、ええと。どういうことなんだこれ」

　夢の中で叫んだら、現実世界ではなくて夢の世界だった。

　つまり俺はまだ目を覚ましていないということになる。

「モンジ君が死にかけていたのは確かだね」

「私がモンジさんの気配を見つけて、この世界に招いた時……既に、こう……生命力がなくて、いつ消えてしまってもおかしくないような……そんな危険な状態でした」

　俺はあの渦うずに巻き込まれて、本当に死ぬ直前だったということか。

　そして最期の瞬間に夢を見たおかげで、同じく夢の中にいてくれた鳴央ちゃんとキリカが見つけてくれたということだな。

「一いちか八ばちかの賭かけでしたけど、念のため眠っておいて良かった……」

「鳴な央おちゃんは、モンジ君が夢の中に来てくれるんじゃないか、ってずっと待ってたの」

　キリカの着物は赤を基調としたシンプルなものだった。ちょっと派手めな印象のあるキリカには、むしろとても似合っている。アップにした髪形がなんだか大人おとなっぽい。

「しかし、夢の中でさえ死にかけていて……本体はどうなったんだろうか」

　実はもうとっくに本体は死んでいて、ここにいる俺おれは幽ゆう霊れい……という嫌な考えが浮かんでしまい、俺は慌てて首を振った。

「肉体の方も息を吹き返していると思うよ、モンジ君」

「お、そうなのか？」

「うん。私たちに出来たのはあくまで生命力、存在力を回復……せめて維持させることだったからね。本体が死んでしまったんだったら、そのまま精神も死んでしまう。モンジ君の場合、物語の終末になるから消えてしまうはずだったし」

　俺は死んだら消えてしまうんだな。

　それはまるで実感が湧わかない感かん慨がいだったので、漠ばく然ぜんとそういうものなんだと理解する。

「モンジさんは、クルーザーの上から……一体どんな状況だったのですか？」

　鳴央ちゃんは俺とキリカにお茶を淹いれてくれながら尋ねる。

　コポコポ、と急きゆう須すから注がれるお茶がなんともいい雰囲気を出していた。

「えーと……まず、いきなり突風が吹いて、スナオちゃんがバランスを崩したから、手を握って支えたんだ。そうしたら、気がついたらクルーザーの上には俺とスナオちゃんしかいなくなってて。んでもってＤフォンがまるで機能しなくなったから、みんなと連絡が取れなくなっててさ……」

　俺はなるべく簡潔に、二人っきりになってからの状況をキリカと鳴央ちゃんに話した。船の中の状況、出会った半透明の少女『マリーちゃん』のこと。その彼女の持っていた特殊な力……ヤシロちゃんが現れて、マリーちゃんがロアになったこと。

　そして、今はそのマリーちゃんとスナオちゃんが戦っており、俺はその際に格かつ好こ付けて海の中に落ちたということも正直に語った。

「ふぅーん」

　キリカはしげしげと俺を見る。格好付けて落ちたことを怒られるのだろうか。

「な、なんだ」

「スナオちゃんにはどれくらいエッチなことしたのかな、と思って」

　ギクゥ！

「え、も、モンジさん、それは、ちょっと……」

　鳴央ちゃんがちょっと引いた。

「いやいやいやいや、そりゃ、ちょっとぶつかったりはしたけど、何かしらのエッチなことは、してはいないって！」

　そう、こちらからしたことはない。全すべては事故であり、偶然なのだから。

「してはいないってことは、偶然エッチなことになっちゃったりはしたんだよね？」

「え、も、モンジさん、それは、ちょっと……」

　鳴な央おちゃんが全く同じセリフで引いている。

「……ぶつかった際に……ちょくちょくありました……」

　俺おれは正座して、やはり正直に伝える。

「ふぅーん」

「そうですか……」

　二人の視線が痛い。これがいわゆる『じと目』というものだ。

「まあ、モンジ君と二人になればエッチなことになるのは運命だから仕方ないとして」

「それもそうですね」

　そんな言葉であっさりと納得した二人。なんだ、便利だな運命って言葉。っていうか、俺と二人だとエッチなことになるのはそんな神から定められた運命みたいなものなのか。

「あの突風の後、私の方は一人ぼっちになったね。Ｄフォンも使えなくなっていたよ」

「あ、私は音ね央おちゃんと一緒でした。突風の時、嫌な予感がしたので手を繋つないだんです。そして、私と音央ちゃんのＤフォンも機能停止していました」

「なるほど、やっぱりあの瞬間から俺たちはバラバラにされて、互いの連絡手段もなくなった、ってことだな」

　ただ、キリカや鳴央ちゃん、音央たちは自分自身の能力があるからさほど問題はなかっただろう。しかし俺はＤフォンそのものが能力の中心でもあるので、こうして死にそうになったりしていたわけだ。

「モンジ君だけ、Ｄフォンと能力が繋がっているっていうのも不思議だよね」

「そういえば……そうだなあ」

　理り亜あは素すのままで回避能力がやたら高いし『夜や話わ』を唱えることも出来る。氷ひ澄ずみもあの目が青く光る力は自前のものだ。他ほかの『主人公』たちは独自の力を持っているのに対して、俺だけがＤフォンを持っていないと何も使えないというのは確かにおかしい。

「そしてそれをヤシロちゃんが把握していることからも、やっぱりそこには意味があるんだろうね。完全に向こうがイニシアティブを取っている状態だけど」

　Ｄフォンを配くばっていたのがヤシロちゃんなのだから、その秘密を知っていてもおかしくはない。つまり、俺の能力についても俺以上に知っている可能性があるわけで。

　そんな相手といずれは戦わないといけない、というのは確かに不利な条件だった。

「それにしても、手を繋いでいたら……同じ場所にいられる、か。なるほどね……」

　キリカは何か思いついたかのように頷うなずいている。

「そういえばどうして、二人とも夢の中にいるんだ？」

　というか、さっきの話だと鳴な央おちゃんと一緒に音ね央おがいてもいいくらいなのに、ここにいるのはキリカなのだ。

「その……もしかしたら、って思ったんです」

　鳴央ちゃんがおずおずと語る。

「本当に、もしかしたらの話で……みんなと離れ離れになってしまったとしても、夢の中は私のテリトリーですから。他ほかの人が気絶したり、眠ったりすることがあれば接触出来るかな、と思ったんです」

「あー、なるほど」

　おかげで、俺おれはこうやって鳴央ちゃんの場所に来ることが出来たわけだ。

「音央は？」

「『すっごいあの船が気になるけど、勝手に動くのはもうやめとくわ』って。今は眠っている私を守ってくれています」

　おお、音央がちょっと大人おとなになっている。

　今ここにいない理由にもなっているし、花丸を上げたいくらいだ。

「で、キリカはどうしてここにいるんだ？」

「私も色々と探ろうと思ってね。せっかく水がいっぱいあるんだから、色々見てみようと思ったの。そうしたら、意識の裏側の辺りで誰だれかが呼んでる気配がしたから、早速眠って会いに行こうーって」

　意識の裏側、なんてものまで見ることが出来るのか、キリカは。そういえば、水の魔術で色々調べることが出来るみたいな話もしてたもんな。確かに海の上なのだから、お風ふ呂ろよりも水はいっぱいあるわけで。

「でも、あの空間はかなり特殊だったみたいで。結局鳴央ちゃん以外のみんなのことは解わからなかったんだけど。まあ、ヤシロちゃんがいたなら仕方ないね」

　キリカの魔術も、Ｄフォンの機能すらも超えた『異空間』。そんなものを作れるのがヤシロちゃんなのだとすると……いよいよもって、本格的にヤバい敵であることが解る。

「……で、キリカは他人の夢とかも見られるのか？」

　意識の裏側とか言ってたし、キリカならそれくらい出来てもおかしくなさそうだ。

「あはは、それは無理。見られたら楽しいんだろうけどね、特にモンジ君のは」

「よ、よせよせ、俺の夢は、ほら……」

「私や鳴央ちゃんがどんなエッチな目に遭あってるかなー、って」

「ええええっ、そ、そうなんですか!?」

「……………………」

「ノーコメントなんですか!?」

「さて、問題はこの状態をどう解決するかだと思うんだ、二人とも」

「流すんですか!?」

　鳴な央おちゃんがまさかの三連ツッコミだった。

「ヤシロちゃんが言ってた通り、あくまでゲームなのかもしれないね。例の『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』ちゃんを自分の仲ロ間アにするのか、それともモンジ君について、いずれ敵対する仲ロ間アにされるのかを賭かけたゲーム」

「ゲーム……そんなものに使われてしまう彼女が可哀かわい想そうですね……」

　鳴央ちゃんは胸に手を当てて静かに目を伏せた。

　確かに、マリーちゃんは今回……むしろ被害者みたいなものだ。

「それにしても『破滅の水妖精』ってロアの子も中々おっかないね」

「やっぱりそうなのか？」

「『メアリー・セレスト号』系のロアというよりも、なんだか別のものっぽい、進化したものって感じがするもの。船の構造を操れるなんて『空間操作』だしね。私が魔術でやろうとしたら、成功しても代償で一ヶ月くらいは寝たきりになっちゃうレベルだよ」

　そんなに凄すごい能力だったのか。

　いや、実際それくらい凄かったから俺おれはピンチになったわけだが。

「だとしたら、早く戻らないといけないな」

　俺はお茶をごくごくと飲み干すと、そのまま立ち上がった。

　フラッ、とまだ足元も視界も落ち着いていないようだが、少なくともちゃんと歩ける。

　俺の体は死んでいないらしい。

　だとしたら、スナオちゃんを安心させてやる為ためにも俺はあそこに戻らないといけない。

「あ、やっぱり行くんだね、モンジ君」

「そりゃな。スナオちゃん一人に背負わせない為に俺も同行してたんだし」

「ここで待ちませんか？　……って言っても、聞いてくれないんですよね」

「ごめんな鳴央ちゃん。俺は待ってるのが苦手なんだよ」

　確かここから覚める為には、あの襖ふすまの向こうに行けばいいんだったはずだ。

　俺はそっちを見て、手をぎゅっと握り締める。

「あ、モンジ君。渦うず潮しおに飲まれている時、すぐに気を失っちゃったの？」

「いや、結構足あ掻がいたよ。そういえば、なんか影みたいなものに手を伸ばした気がする」

「影、ですか……？」

　鳴央ちゃんは首を傾かしげていたが。キリカは「なるほどね」と小さく呟つぶやいていた。

「うん？　なんかあるのか、キリカ？」

「ううん、なんていうかね……」

　キリカも立ち上がって、俺の方に寄ると。

「私の居場所はここにしよっかな」

　ぎゅっ、と俺おれの左手に抱きついた。

　むにっ、とその胸の合間に俺の腕が挟み込まれる。

「うおっ!?」

「う……も、モンジさんっ」

　鳴な央おちゃんがそれを見て、慌てて立ち上がると。

　ぎゅっ！　と右腕に抱きついてきた。

「な、鳴央ちゃん？」

「わ、私も……お二人には負けませんからねっ！」

　目をぎゅーっと閉じて宣言される。

「ふ、二人？」

「ふふっ。行ってらっしゃい、モンジ君」

「い、行ってらっしゃいませ！」

　俺の問いに答えることはなく、キリカと鳴央ちゃんは……。

　そのまま、チュッ！　と俺のほっぺにキスをしてくれた。

「うおっ」

　どっちの頬ほおもとても熱くなって……自分でも顔が真まっ赤かになるのが解わかる。

「――行ってきます、二人とも」

　俺はもう、なんだか照れながら襖ふすまの方に向かい。

　二人のはにかんだ笑顔に見送られて、その夢の世界を後にした。
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「ん、ここは……」

　俺が目を覚ましたのは、見知らぬ部屋だった。

　誰だれかの個室兼事務室みたいな場所の、小さく作られた仮眠ベッドの上。

　棚にある書類や、壁に飾ってある賞状や額からして……船長の部屋か。

　ここはさっきの調査で入ったことがない部屋だが、俺はどうしてこんな部屋で、こうして眠っていたのだろうか。

「痛っ」

　体を起こそうとした時、胸に鋭い痛みを感じる。見てみると、俺は上半身裸で包帯を巻かれていた。あの渦うず潮しおの中で怪け我がをしたのかもしれないが……。

　手当てをしてくれたのは誰だ？

　この中にまだ別の誰かがいて、そして俺を助けてくれた？

「ううむ？」

　よく解わからないが、あんまり体を捻ひねらないように仮眠ベッドから降りる。船長の部屋はこぢんまりとしていて、綺き麗れいに片付いていた。

「待てよ？　この船って今は傾いているんじゃなかったっけか」

　なのに、部屋の中は綺麗に片付いているし、別に変な角度がついているわけでもない。

　まるでこの部屋だけが船の中でありながら、独立した別の場所みたいな印象だ。

「いてて……」

　歩いたりするとその振動で胸が痛むのが厄介だ。もしかしたら肋ろつ骨こつでも折れているのかもしれない。帰ったらすぐに医者に診みて貰もらおう。

　なんとか棚に手をついたり、ゆっくり歩いたりしながら、部屋の奥にある机に辿たどり着く。確か『メアリー・セレスト号』だと航海日誌か何かがあって『我が妻マリーが……』とかそれっぽいことが書いてあるはずなのだが……。

　机の上に、日誌っぽいものは特になかった。むしろ、このくらいの船だと航海日誌なんてつけるんだろうか。もっと、何日も航海するような船じゃないとつけないようなイメージがあるのだが、実際どうなんだろうな。

「まあ、これは『メアリー・セレスト号』じゃないしな」

　現れたロアも『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』だし。どちらかと言うと、こういった船系の噂うわさ話ばなしにメアリー・セレスト号の噂がくっついたせいで、食べかけのご飯とか今まで人がいた形跡があった、みたいに尾ひれがつけられていくのだろうな。

「そういや、ヤシロちゃんが気になることを言ってたな」



『この船はね、もうすぐ沈むの。『ルサールカ号』は原因不明の爆発で沈んでしまった船。そこに乗っていたお客さんも、乗船員さんたちも、みんな助からなかった――本当に本当に悲しい事件――だけど』

『誰だれもその事実を知らない。世界の記録から、人々の記憶から、完全に抹消されてしまった事件なんだよ。本当にあったのに、本当にはなかったことにされて、都市伝説になってしまった――物語――』



　そうだ。『みんなの記憶から消えた』というのに、ロアとして現れるというのはどういうことなんだ？　って疑問に思ったんだった。ロアというのは基本、噂され続けないと消えてしまう存在のはずだ。なのにどうやらこの『ルサールカ号』はもう噂されなくなり、記録からも消えて、記憶からも消えたのにこうして存在している。

　それこそがヤシロちゃんの言っていた『破滅の属性』なのだろうか？

「……だから、マリーちゃんのＤフォンは俺おれたちのと違ったのか？」

　思い出すだけで寒さむ気けがする、あの歪ゆがんだ形のＤフォン。

　あれでロアになってしまったから、マリーちゃんは凶暴になってしまったのだろうか？

「うーむ……ん？」

　考えながら机の上を眺めていたら、立てかけられている写真に目がいった。

　そこには、船長らしき男性とその妻らしきお淑しとやかそうな異国の女性。

　そして、その中央に満面の笑みを浮かべているマリーちゃんの姿があった。

「マリーちゃんは船長さんの妻じゃなくて、娘さんだったのか」

　そりゃ、あの姿で人妻とか有り得ないし、本人も否定していたけれど。

　ここに来て彼女が何者なのかが解わかった。

「マリーちゃんが『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』である理由……か」

　確か『ルサールカ』というのは、どこかの女神様で……『若くして死んじゃった花嫁さんとか、水難事故で亡くなった女の子が妖よう精せいみたいなものになっちゃう、というお話』ってキリカも言っていた。

　んでもって、マリーちゃんのロアは『マリー』と『ルサルカ』を合わせた名前だ。

　片方は『メアリー・セレスト号』に残された不吉な名前。

　もう片方は不吉な女神の名前。

　不吉を両方併せ持っているマリーちゃんが変身したロア――。



『原因不明の爆発で沈んだ』

『世界の記録から抹消された』

『マリーちゃんは船長の娘である』



　なんだろう。俺おれはその予想をするのがちょっと怖くなってしまう。

　マリーちゃんはどうしてロアになりたがらなかったのか。

　どうして自分が消えてしまう方を選択をしようとしていたのか。

　――どうして、何も喋しやべらないのか。

　ハーフロアが生まれる時は、多くの場合悲劇から生まれてしまう。それは、スナオちゃんの話を聞いていてもそうだし、鳴な央おちゃんだってそうだ。きっと、一いち之の江えだって抱えている悲劇があるに違いない。



　だとすれば、考えられるのは――。



「間違っていた方が嬉うれしいけどな」

　俺はその写真立てを手に取る。とても嬉しそうに笑っているマリーちゃん。この船に乗っていた人はみんな死んでしまったらしいから、少なくともこの父親は亡くなってしまったのだろう。そして、マリーちゃんだけで船に乗っていたとも思えないから、もし母親も乗船していたのならやはり亡くなってしまったのだろう。

　彼女は一人だ。だからこそ、消えてしまえば死んでしまった人の所に行けると考えたとしてもおかしくはない。その『破滅思想』みたいなものが今の『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』を暴れさせているのだとしたら。

「よし。行くか」

　胸が痛いなんて言っていられない。物理的な痛みよりも、今は精神的な方で胸が痛んでいるのだから、気にならない。

　俺おれがその写真を持ってその部屋を出ると、そこはまた知らない部屋だった。事務所っぽい机がいくつも並んでいることから、ここが『スタッフルーム』なのだと解わかる。この部屋から船長の部屋が繋つながっていたというわけだ。

　そして、このスタッフルームはやたらと傾いており、床に書類や食器が散乱していた。どうやらこの『沈没』の影響を受けないのは船長室だけだったようだ。

「この傾けい斜しやは、正直……きっついな……」

　だけど、この先の廊下でスナオちゃんとマリーちゃんは戦っているはずだ。

　だったら、俺はそれをちゃんと見届けに行かなければ。

　壁に手をつきながら、ゆっくりとそのドアへと近付く。

　そしてドアを開いた瞬間。



「『怪人の手マジシヤンズハンド』ーッ！」



　スナオちゃんの声が響き渡り、廊下の壁という壁、床、天井。全すべてに大量の『青白い手』が生えていた。それぞれがわきわきと動いて大変不気味なのだが……。



「……っ!!」



　マリーちゃんが廊下の奥で右手を振るうと、順番に天井が落ちてきて、ことごとく現れた手を潰つぶしていく。俺は咄とつ嗟さに『スタッフルーム』の中に逃げ込んだおかげで、天井には潰されずに済んだ。

　見れば、天井が落ちてきた場所には次々と新たな天井が既に用意されている。マリーちゃんは船の中なら、無限にこういう『圧死』させる手段を持っているということなのか。

「スナオちゃん！」

　その姿を探すが、元気な声が聞こえただけで見当たらない。

「っと、あれ、生きてたの!?　なんでそこにいんのよ!?」

　ふわっ、と赤いマントが翻ひるがえると、俺おれの目の前にスナオちゃんが現れた。

「死ぬんじゃないわよ、って言われたからな」

「フ、フンだ。そんなの当たり前なんだからねっ！」

　ぷいっ、と顔を逸そらすスナオちゃん。だけど、その口から安堵の吐息がこぼれたのは気付いていた。やっぱり心配かけてしまっていたか。

「しかし、相性悪そうだなあ」

「そうなのよね。わたしの攻撃ってば壁とか床から手がいっぱい出るものなんだけど」

　マリーちゃんはその壁とか床を自由に動かしたり消したり出来るのだ。

「でも、向こうも潰つぶしたり落としたりしかないから、わたしとの相性は悪いのよ」

　そしてスナオちゃんは赤マントに身を包むことで、短距離の転移が出来る。

　天井が落ちようが、床が消えようが、そうじゃない所に逃げればいいのだ。

　だからこそ、俺がいない間も決着がつかなかったのか。

「……っ」

　俺が部屋から顔を出しているのもマリーちゃんの目に入ったらしい。明らかに気付いたっぽいのに、どうすればいいか考えている、そんな間がある。

　とはいえこちらも実際どうすればいいのか難しい。どちらにとっても相性が悪い相手、じゃんけんで言うとあいこみたいなものか。ただ、こちらの勝利条件はほぼ決まっている。スナオちゃんがマリーちゃんを『攫さらう』ことが出来れば、ロアとしての物語は達成だ。

　――となると、マリーちゃんの物語達成条件はなんだろうか。

　全員を消し去らないといけない？　しかし、それはメアリー・セレスト号の場合で、この船で実際に起きたことはそれではないはず。この船は謎なぞの爆発で沈んでしまい、みんな助からなかった船なのだから。

　……もし。みんな沈んで助からないようにするというのが彼女の物語だとすれば。



　ゴオオオオン!!



　またどこかで大きな爆発が起きて、船体が大きく揺れた。

「っとと、もう転がったりしないわよっ」

　スナオちゃんは壁から手を出して、それと手を繋つなぐ形で持ちこたえていた。俺もドアに掴つかまってなんとか姿勢は保つ。しかし、轟ごう音おんと振動はやたらと胸の痛みに響いた。

「っつぅ……」

「って、なんかアンタ顔真まっ青さおよ!?　汗もいっぱい出てるしっ」

「あ、ああ……流石さすがに渦うず潮しおからの超脱出は無傷じゃ済まなかったらしい」

「あぅ……」

　スナオちゃんが物もの凄すごく心配そうに眉まゆを下げたので、俺おれは親指を立てて笑いかける。

「大丈夫だ。俺には後で看病してくれる美少女がいっぱいいるからなっ」

「あ……ふ、フンだ！　リアに言いつけてやるんだから！」

　心配そうな顔はそのままに、スナオちゃんも強気に言い返してくれる。

　今は俺を心配している場合じゃない、それが解わかったのだろう。

　それに……俺は何な故ぜかある程度の応急処置をして貰もらってある。誰だれがどうやってあの渦うず潮しおから助けてくれたのか、そしてどうやって助けてくれたのかは解らないが、全く動けないというわけではないのだ。

　だったらこの状態でも出来ることをする。例えロア的な能力が何もなくても、俺は元々そうやって戦ってきたはずだ。だから――。

「スナオちゃん、今のマリーちゃんは元々のマリーちゃんじゃないのは解るだろ」

「うん？　ああ、そうね。ボーソー状態ってヤツ？　ロアにそういうのがあるのは知らなかったけど、まあ、ヤシロがなんかしたならありそうだもんね」

　そういえば、ヤシロちゃんの姿が見えない。戦っている間にどこかに消えてしまったのだろうか。もしかして俺を治療してくれたのはヤシロちゃんかもしれない、なんて思ってから首を振る。今はそれを気にしている場合ではない。

「つまり、彼女をなんとかして元のマリーちゃんの意識に戻せたら、もう勝ったようなもんだと思うわけだ」

「おー、なるほどねっ！　アンタお得意の口説きバトルってヤツね！」

　そんなお得意になったつもりもないのだが、今までそんな感じだったのは割と否めないので反論はしなかった。

「得意かどうかは解らんが、今回はそれをスナオちゃんがやらないといけないとみた」

「え？　あ、そ、そっか……なるほどね」

　途端にスナオちゃんの顔に緊張が走る。

「……わたし、アンタみたいに姑こ息そくに女の子の気持ちを揺さぶって自分のモノにするとか出来ないんだけど……」

「俺だってそんなこと出来ねえよ!?」

　思わずツッコミを入れてしまった。

「ウソっ!?　あのラッキースケベから言動から何まで、全部女をたらしこむ為ためのものだと思ってたのに、違うの!?」

「俺がもしそれを上う手まくやっているのだとしたら、それこそザクザク刺されたりバカ呼ばわりされたりしないはずなんだが」

「あー、それもそうね。メリーズドールと妖よう精せいのボインねーちゃんはそうねっ！」

　すぐに納得してケタケタ笑うスナオちゃん。しかし、そんなあいつらもツンデレという可能性は否めないのだが。一いち之の江えはツングサ、音ね央おはバカって言いたいだけっぽい時もあるのでやっぱり違う気もする。

「とにかく、スナオちゃんの気持ちをぶつけて来るんだ」

「え、えーと、わ、解わかったわ！」

　きゅっと唇くちびるを引き締めて真まっ直すぐにマリーちゃんを見るスナオちゃん。その横顔にはまだ躊躇ためらいがあったものの……俺おれはなんとなく確信していた。この子の声は、想おもいは、きっとあのロアの内側に閉じ込められているマリーちゃんの心まで届く、と。

「マリー！　ちょっとわたしの話を聞き……」

　直後、スナオちゃんのいる床がなくなって、一瞬でその姿が目の前から消える。

「って、聞く前から落とすなー！」

　元気な声は天井から聞こえてきた。見れば、マントを翻ひるがえしたスナオちゃんが天井から伸びている手に掴つかまってぶら下がっている。だが、その天井もマリーちゃんが右腕を振るうと、あっさりと下に落ちてしまい、やっぱりスナオちゃんの姿は目の前から消える。

「っ、あったまきた！」

　壁に大量の手がわきわきと生まれ、スナオちゃんはその壁の手に送られてぞわわわっと登ってきた。見た目は大変気持ち悪いが、とても便利そうなのは確かだ。

「せーっ、のっ！」

　そして、その一本の手とスナオちゃんがタイミングを合わせて。

「せいやー!!」

　その手に投げられて、まるで特撮ヒーローのようなキックをマリーちゃんに向けて放つ。

　説得バトルはどうしたんだろうと思うものの、まあある程度はダメージを与えないと聞く耳を持たないというのもいるもんな。氷ひ澄ずみなんかやっつけて初めてちゃんと話し合いが出来たわけだし。

「……っ！」

　マリーちゃんは自分に向かってくるスナオちゃんの体を、両サイドの壁を同時に動かすことで挟み込もうとした。

　バシーン！　と壁二つがスナオちゃんの体を飲み込んだかのように見えた瞬間。

「甘いわよ！」

　スナオちゃんの体はマリーちゃんの真後ろに現れて、着地する。キックの勢いはなくなってしまったが、接近戦に持ち込めばあの空間変化も早々出来ないはず……。



　ズガガガガ！



　その次の瞬間、マリーちゃんとスナオちゃんの前にはいきなり壁が生み出されていた。それが通路を隔てるかのように二人の前を遮ってしまう。

「って、こらー！」

　壁の向こうからドンドンと叩たたく音と怒声が響いてきていた。

　うーむ、話もまるで聞いてくれない状態か。まずはスナオちゃんの話を聞いて貰もらう必要がある。その為ためには、スナオちゃんに攻撃が向かないようにするしかない。

　つまり。

「っし、行くか！」

　ぐっ、と拳こぶしに力を込めて。

　俺おれは廊下を飛び出した。

「うおおおお!!」

　叫びながら、ダッシュでマリーちゃんの方に向かう。

　今、攻撃を見ていて気付いたことがあった。彼女の攻撃は壁や天井、床を動かしたり消したり出来るものだが、別の場所を動かすと前に操作した場所は元に戻る。つまり、スナオちゃんとの間に壁を作っている今だが、俺に何かをしてくればその壁は消えるのだ。

「……ッ！」

　マリーちゃんは俺の方を見て、早速その手を向けようとする。

　右手か、左手か。それによっても、また対応は違う。

　右手の時は、何かを動かしたりする場合に使う。左手の時は、何かを消す場合に使う。だからその手の動きを見れば次に何をしてくるのかまでは読めるのだ。

　だけど、そこまで解わかっていても致命的なのは身体能力だった。ハーフロアとして、普通の人間以上の動きは可能なのだが、いかんせん今の俺は胸を怪け我がしている。外傷ならまだしも、これは完かん璧ぺきに内側の怪我だ。確か、体の中で出血しまくるっていうのは危なかったはず。今は出血しているのか、それともまだ骨が折れただけなのかは解らないが、無理をすればその危険性はどんどん上がっていくだろう。

　それを覚悟しての特攻だとしても、動きが鈍ってしまうことだけはどうしようもない。

「…………ッ！」

　マリーちゃんはそのまま左手を俺に向けた。

「っしゃ！」

　俺は床が消える前にジャンプして、天井にある蛍光灯の枠を掴つかんでぶら下がる。完全に予想通りだった。一度、俺は床が消えた時に落ちた。そして、俺には転移したり大量の手を出したりする力はない。だとしたら、一番確実なのは床を消して落とすこと。――そう考えて攻撃してくるに違いないと予測していたのだ。正まさにビンゴ！　だったので、こうして床は消え、スナオちゃんの前の壁も消えていた。

　しかし、蛍光灯の枠は小さいからかなりの握力でぶら下がる必要がある。今の俺おれでもそれくらいの力を出すのはいける！　と思っての行動だったのだが……。

「っぐ！」

　ぶら下がる、なんて行動を取った瞬間に胸に激痛が走った。体が伸びてしまったせいで、折れた骨がどこかに当たったか突き刺さったか、みたいな痛みがビリビリと巡ったのだ。

「ってアンタ、何してんの!?」

　スナオちゃんの前にあった壁が消え、スナオちゃんは真まっ先さきに俺を見て叫ぶ。

「ぐっ、いいからスナオちゃん、マリーちゃんを！」

「あ、あぅ、んもうー！」

　スナオちゃんはヒステリックに叫ぶと、すぐにマリーちゃんに駆かけ寄よった。

「……ッ！」

　慌ててマリーちゃんが手を向けようとするも。

「遅いわよっ！」

　スナオちゃんの両腕が、マリーちゃんの両腕をがっちり掴つかむ。

「……ッ!?」

「わたしだって、この手で動かしたり消したりしてたのくらい気付いてたわよ！」

　そのまま、ぐいっとマリーちゃんの顔に、その顔を近付けて。

「手は、ずっと握っててあげるから！」

　その鼻と鼻がぶつかるんじゃないかってくらいの近距離で叫ぶ。

「寂しかったり、怖かったりしても、ずっと一緒にいるから！」

　その声は。その顔は。とても必死だった。

「みんなに迷惑かけたり、自分の力が弱くて、消えたくなっちゃう時も、そばにいるから、だから、だから――！」

　そして今まで掴んでいた両手を離して。

　そのままグッとマリーちゃんの体を抱き締める。

「誰だれもいないなんてこと、ないから。絶対に解わかってくれる人たちがいるから……」

　涙声になって必死に伝えるスナオちゃん。あれはきっと……スナオちゃん自身の苦しみだ。ハーフロアになって感じたこと、思っていること、つらいこと。そういうのがいっぱいあっても、今はああやって元気でいられるから。

　だから、マリーちゃんという新しい『ハーフロア』の子に、ああして語りかけられる。

「だから――助けてあげる。わたしが。わたしの大好きなマスターが。そして、あの女ったらしのスケベが、ずっと仲良くするから。だから、一緒に、生きよう？」

　ぎゅっ、とさらにマリーちゃんを強く抱き締めると。

「……あ……」

　それまで、一言も発さなかったマリーちゃんの口から小さな声がこぼれて。

「……ぅ……」

　きゅっ、とスナオちゃんの背中をマリーちゃんも抱き締め返す。

「……あ、りが……とう……」

　そしてスナオちゃんに頭を寄せて、そう呟つぶやいていた。

「……ううん、わたしこそ、ありがとね」

　ぎゅうう、とスナオちゃんがさらに抱き締める。その光景をぶら下がったまま見ながら、俺おれは鼻の下がスンっとした。これでもう、バッチリだ……。



「バッチリだと思ってるの、お兄さん？」



　そんなヤシロちゃんの声が突然に通路の奥から響いて。

　直後。



「う、うああああああああああああ!!」



　マリーちゃんが物もの凄すごい絶叫を上げた。

「ひわっ、何!?」



　ドガアアアアアン!!　ドガアアアン!!



　もの凄い爆発が廊下の奥から、天井から、床から発生しまくり、火柱が上がる。

「な、なんだ!?」

「ど、どういうことよ!?」

　マリーちゃんの意識は回復していたはずだ。それなのに、爆発は収まらず、むしろ活性化することになった。ヤシロちゃんの声はそんな激しい爆発の中だというのに、よりハッキリと俺たちの耳に響く。

「『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』のロアはね。この『ルサールカ号』の秘密を隠いん蔽ぺいする、という物語なの。日本では所持したり持ち歩いたり運んだりしちゃいけない銃器とか、火薬の武器とか。そういった危険なものをこっそりいっぱい積み込んでいた船だったからね」

　どこからともなく現れたヤシロちゃんの姿は、俺とスナオちゃんのいる場所の、丁度中間くらいにある天井に立っていた。重力を無視するかのようにスカートが翻ひるがえったり、帽子が取れたりすることはなく。まるでそこが地面であるかのように平然と立っている。

「それを偶然……船長の娘さん、そこのマリーちゃんが倉庫で見つけてしまって。船員の一人は、彼女を口封じの為ために捕まえて殺そうとしたの。勿もち論ろん、彼女は逃げたんだけどね、でも、逃げた先には倉庫までマリーちゃんを探しに来ていたお母さん……船長さんの奥さんがいて。船員さんがマリーちゃんに向けて撃った銃弾は、マリーちゃんを庇かばったお母さんに当たって……お母さんは死んでしまったの」

　淡々と。ヤシロちゃんはそんな悲劇を語り始める。

「いやああああああ、いやあああああああ!!」

　マリーちゃんはその話を聞いているからか、それとも思い出したからなのか。頭を抱えて、いやいやをしながら絶叫していた。



　ドガアアアン!!　ドゴオオオン!!



　その絶叫に呼応するかのように、爆発はどんどん激しさを増していく。これは彼女が引き起こしているというのか。それとも、彼女の『ロアとしての物語』がこの破滅的な状況に導いているというのか。

「後は、凄せい惨さんなだけのお話だね。その船員と船長さんが、その倉庫で取っ組み合いになって、銃が暴発。そこにあった火薬とか、爆発物に引火して、ドカーン！　って」



　ドガアアアアアアアン!!



　ヤシロちゃんの言葉と同時に、すぐ背後から爆発音が響いた。爆発が近づいて来ている。これは、本気でヤバいかもしれない。

「そうして船は……そんな船だって知らなかった乗客たちを巻き込んで、沈んでしまった。更に、その事実は偉い人たちによって隠いん蔽ぺいされてしまったの。非合法な積荷の持ち主は、この国の偉い人だったから、とかなんとか……ふふっ」

　凄惨な事実。そして隠された事実。世界の裏側。人の……裏側。

　だからこのロアは、マリーちゃんのロアは『破滅の属性』を持っているのだろう。ただ乗船している人を殺し、船を沈め、それを隠すというロアだから。その先には、その目的には、物語の結末には『無』しかないから。

「そ、そんなの……」

　スナオちゃんはなんとかマリーちゃんをなだめようとしていたが、彼女のロアに『未来』がないことを知り、呆ぼう然ぜんとしていた。そう、マリーちゃんの存在を物語として維持する為には『無』の結末にしなければならない。つまり、最初から彼女はロアになった瞬間に消える物語であることが確定していたのだ。

「あはは、どう、お兄さん。スナオお姉さん。それでも私とのゲームに勝てる？　あの子を、助けたりすることが出来るのかな？」

「そ、それは……」

　俺おれは言いよどんでしまう。

　助けることが出来ないロアなんてどうすればいいんだ。彼女を『ロア』にしてしまったのは、俺とスナオちゃんだ。そのせいで、マリーちゃんは破滅する未来になってしまった。その責任を……知らなかったとはいえ、どう取ればいいのだろうか？

「ふふっ。悩んでいる暇はないよお兄さん」

　ヤシロちゃんはついっと帽子を上げて片目を見せた。

　その目が、なんだか楽しそうに……そして怪しく光っている。

　それを見た瞬間に、俺の背筋にはゾクッと言い知れぬ寒さが走った。

「お兄さんの後ろ……もう、爆発しちゃうよ？」

「え？」

　その忠告に振り向くよりも全然早く。



　ドゴオオオオオオオオオオオオオン!!



　すぐ耳元で、真後ろで弾はじけたかのようなレベルの大轟ごう音おんが響いた。

「ちょっ、モンジー!?」

　スナオちゃんの絶叫も、その轟音の中に消えてしまうほどの大爆発。

　俺の体のすぐ後ろで発生したそれは、天井に掴つかまって逃げ場がない俺を完全に包み込んでしまうほどの爆炎を発していた。

　目の前が紅蓮の炎に包まれる。

　圧倒的な熱量が俺の身を焼き尽くそうとする。



　――だが。



「あれ？」

　ヤシロちゃんの見せていた片目が一瞬驚きに彩られた。

　爆発に。炎に包まれている俺を見て、その顔は驚きと……興味に彩られている。

　俺の体を包み込んでいる火柱と爆煙。それは俺の正面からではなく、すぐ背後から襲ってきたものだった。

　真後ろから俺を包んだものだった。

　だから――。

「――ここはこう尋ねた方がいいのかな？」

　ヤシロちゃんが帽子をさらに上げて。

　両目を輝かせながら尋ねる。



「どうして、お兄さん。その背中は、大丈夫なの？」



　――え？



　俺おれの背中が大丈夫、なんて、そんなはずは……。

　そう俺が思った、その瞬間だった。





　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！





　突然、どこからともなく電話の着信音がけたたましく鳴り響く！

「え、あれ、え、え!?　Ｄフォンは使えないんじゃないの!?」

　スナオちゃんも焦って自分のＤフォンを取り出したが、やはりそれは光っていない。

　だけど。俺は――そう。

　この瞬間になってようやく大事なことを思い出した。



『もしもし、私よ』



　そうだった。

　そういえば、そうだった！



　こいつの物語は――電話の電源を切ろうが、電話を壊そうが、電話を捨てようが。



『今、貴方あなたの後ろにいるの』



　例え、それが機能していなくても――絶対に逃してくれないのだ。

　あるはずのない呼出音が必ず鳴り響き、そして――。



「ミズエ・レーザービーム！」



　いきなり後ろからドロップキックを食らった！

「うごおおおっ!?」

　当然天井に掴つかまっていた手は離れて、床に顔面から落下する。

「ぐはっ！」

「海の上、そして相手がマリー。故ゆえに、某鈴木選手で攻めてみました」

　…………ああ、マリナーズのね。

　なんて納得するくらいには、なんだかすっかり安心している俺おれがいた。

「ってか、なんでいるんだよ!?」

　嬉うれしいのに、ついつい悪態をついてしまう。

　スタッ、と俺の真後ろ辺りに着地した一いち之の江えは。

「ぐえっ」

　俺が振り向かないように背中に足を乗せてきた。

「何な故ぜ私がここにいるかなど、簡単なことです。なんせ私には、空間の繋つながりなどなんの関係もないのですから。キリッ」

　なんだか凄すごく得意げな顔をしているんだろうなーと思いつつ。振り向けないのがちょっぴり悔しい。

「ああ、そっか……お兄さんとスナオお姉さんをここに招く為ために『接触』している人たちは同じ場所に飛ぶようにしたからだね。瑞みず江えお姉さんは、いつもお兄さんの背中に接触しているようなもの、ってことなのかな？」

「不本意ですが」

　本気で嫌そうな声で言う辺り、バッチリ紛れもなくいつもの一之江だ。

「まあ、この船に乗ってからは別行動をしていたので、四六時中というわけではありませんでしたけど」

「あれ、そうなのか？」

「船長室でこの事件を調べたり寝たりゆっくりしたりのんびりしたりしていました」

　調べる以外が全部サボりだった。

「おかげで、ヤシロさんの言わなかった穴みたいなものも発見していますが。それは万年発情期男とペタンコドリルさんにお任せするとします。私は――脱出ギリギリまでに解決出来なければ、マリーさんを殺して脱出するだけですから」

　あっさりと言い切る一之江。そして、彼女は『ロア』に対しては本当に容赦ない。タイムリミットになれば本気でやるつもりだろう。

「ふぅん……じゃあ、私も見守らせて貰もらおうかな」

　ヤシロちゃんは天井に立ったまま、それでも面白そうにしている。

　きっと彼女にとってこれは本当にゲームで。マリーちゃんが自分の駒になろうと、俺たちの仲間になろうと、そこに執着なんてしていないのだろう。

「言わなかった穴……」

　スナオちゃんはマリーちゃんを抱き締めながら、ぶつぶつと悩んでいた。今のままのマリーちゃんを仲間にしたとしても、彼女はハーフロアである限り『無』の物語をなぞってしまうはずだ。全すべてを殺したり消し去って、そして自分自身も消される物語。そんなものに、俺おれもスナオちゃんもしたくない。

　だとすれば――そうじゃない逸話を、違う物語を、さらに付けなければいけないのだ。

「スナオちゃん！」

　俺は必死に顔を上げた。

「な、何ようっ」

「マリーちゃんがどうなるかじゃない！　スナオちゃんが彼女をどうしたいか、だ！」

　だから、俺に言えるヒントはここまでだった。『主人公』ではないスナオちゃんにそれが出来るのかどうかは解わからない。だけど、彼女の心なら……正義の気持ちなら、きっと出来るんじゃないか。そう信じたい俺がいる。

「ふぅ」

　だが、今のヒントが正解だったっぽいのはなんとなく……一いち之の江えの吐息がちょっと優しく聞こえたのと、ヤシロちゃんの表情がぴくっと動いたことからも確かだと思う。

「マリーをどうしたいか……？」

　だけど、いきなり言われたスナオちゃんは戸と惑まどっていた。どうしたいかなんて、さっき語ったようなものだからだ。一緒にいて楽しく過ごし、幸せになる。だけど、今求められているのはもっと別の『未来』の示し方。

『破滅の属性』を持ってしまっているロアから、それをどう取り除くのか、だ。

「そんなこと言われても、わたし、どうしたらいいか……」

　なんだか泣きそうな顔になるスナオちゃん。実際、本当に何も考えられなくなっているのだろう。窮地で、いきなり決定的な決断を突きつけられて……すぐに対応出来るほどの経験がないのかもしれない。

「あ……ぅ、ううう……」

　マリーちゃんは今は大人おとなしくなっているが、いつまた暴走するか解らない。そして、おそらくそうなってしまったらもう……取り返しはつかないような気がする。

「スナオ・ミレニアム」

　その時、一之江が冷たく彼女の名前を呼ぶ。

「どうせ今の貴女あなたにはその彼女を殺すだけの力もないのでしょう。さっさと諦あきらめて下されば、私が始末してここから帰れるのです。早く諦めてくれませんか？」

　それは俺にも解るくらい、わざとらしい煽あおりだった。

　だけど、スナオちゃんはその名の通りの性格だ。

「さっきから、殺すー、とか、始末ー、とか！　そんなの、そんなの……！」

「では、貴女あなたになら出来るのですか？　青白い手を出して引っ張り込むだけの誘拐犯が、敵を『倒す』ことなんて、出来るのですか？」

　そうか。確かにスナオちゃんにはそういう、決定打が存在しない。とはいえ、それだとスナオちゃんに単にマリーちゃんを殺せって言っているだけだが、一いち之の江えにはどんな意図があるんだ……？

「まあ、逃げたり隠したりするだけのマスコット的なサポート役ならばそれでバッチリですからね。仕方がないので、今後は理り亜あさんが倒したい相手が出来ましたら、面倒ですが私がパパッとやっつけて差し上げます」

「そんなことはさせないわ!!」

　理亜の名前は効果てきめんだったのだろう。スナオちゃんは怒った目で、キッ！　と一之江を睨にらみつける。

「や、やってやるわよ、それくらい、わたしにも、戦う力くらい、あるんだから!!」

「へえ……」

　そのスナオちゃんの言葉に反応したのは、ヤシロちゃんだった。彼女には一之江の意図が解わかったのだろうか。俺おれにはさっぱり解らないので、ハラハラしか出来ないのだが。

「いーい、メリーズドール！　わたしは、アンタのライバルなんだから！　だから、アンタに負けない、殺す為ための力だって……イメージしてたんだからね！」

「そうですか。では、早くして下さい」

「言われなくてもやってやるわよ！」

　スナオちゃんはすっかり逆上してしまっている。このままでは、本当にそんな力があったとしても、マリーちゃんを殺してしまうかもしれない。そんなの、スナオちゃんがいずれ傷ついてしまうだけだっ。

「スナ……」

　呼びかけようとした瞬間、一之江の手が俺の肩に触れた。

　その手はとても優しくて、でも力強くて。

　つい最近。本当に近い時間に、この手の優しさと強さをどこかで感じたような気がする。

　だから俺はそのまま口を閉ざした。こうなればもう、後はスナオちゃんに託すだけだ。

「――初めてやるから上う手まくいくかどうか解んないけど……！」

　スナオちゃんはすぅ、と息を吸って。

　そして、マリーちゃんの体を突き放す。

　トン、と手で押されてよろけたマリーちゃんは、驚いたような、それでいてどこか諦あきらめたような顔でスナオちゃんを見た。



「……マリー、アンタは選ぶのよ！」



　スナオちゃんはバサッ！　と赤いマントを翻ひるがえし。

　その、新しい『力』のイメージを口にした。





『赤マントと、青マント、どちらが欲しい――？』





　それは、彼女の持つ『怪人赤マント』の逸話ではない、別の都市伝説。しかし、昨今では混合されることも多くなって、どちらも『赤マント』として統合されつつある物語。

「答えて、マリー！　私のマントのように、鮮やかで熱い赤マントが欲しいか、それともモンジを落とした、あの海のように暗く冷たい青マントが欲しいか!!」

　その選択は――そうか。

　今なら、一いち之の江えがそれを煽あおった理由が解わかる。スナオちゃんも、言う瞬間になって気付いたのだろう。

『選ばせる』のだ、自分のこれからを。物語としての、結末を。

「わ、わた、わたし、は……っ」

　マリーちゃんは返事をしようと、なんとか声を振り絞る。

「どうせ、死ぬなら……消えるなら……スナオさんの、赤いマントが、いい!!」

　その瞬間だった。



　マリーちゃんの頭上、周囲、足元。床のせいで球形まではいかないが、完全に彼女を取り囲むかのように無数の……無限とも思える数のナイフが現れたのだ。



「――そう。なら、いらっしゃい。私の――赤い世界へ」



　スナオちゃんが自らの赤いマントを外し、そしてマリーちゃんに向けて放つ。

　マントはまるで生き物のようにバサバサとマリーちゃんの体を包み込み。



「『真紅の部屋クリムゾン・ルーム』!!」



　ズザザザザザザザザ!!



　マリーちゃんを包み込んだ赤いマントに向けて、大量のナイフが一斉に突き刺さった。

　それは最も早はやナイフの雷らい雨うだ。縦じゆう横おう無む尽じん、余すことなく、そのマントの内側の少女はメッタ刺しにされているに違いない。あれだけ串くし刺ざしにされて生きている存在なんて……いないだろう。それほど圧倒的な『攻撃』だった。

　無限とも思えるほどのナイフが赤マントに全すべて突き刺さり尽くした後。

　そのマントは内側に誰だれもいないかのように、ふわりと地面に広がった。

「ふぅん……結局、マリーちゃんは殺しちゃうことにしたんだね」

　ヤシロちゃんがその結末を見て、静かに呟つぶやく。

　途端に、辺りの風景が歪ゆがみ始めた。

「ともあれ、お疲れ様お兄さん、お姉さん方。これで『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』はいなくなっちゃったから、この船も消えていくよ。早くクルーザーに戻った方がいいね」

　ヤシロちゃんはそう告げると、そのままスタスタと天井を歩いて去って行く。

「ヤシロちゃん！」

「ん？　なあに、お兄さん？」

「……必ず、止めてみせるからな、君も、君の仲間になるロアたちも！」

『破滅の属性』を持ったロア。即すなわち、最期が消滅の物語になるロアたち。

　それは『終末の予言』であるヤシロちゃん自身もそうなのだろう。いつか必ず、滅びなければならないことが決まってしまっているロア。

　だけど、そんなのは――俺おれは認めたくなかった。

「俺は『主人公』だから。だから、絶対に、君も救ってみせる!!」

　ぴたっ、と足を止めたヤシロちゃんは。僅わずかに顔だけをこちらに向けると、帽子をついっと上げて片目だけ見せて。

「お兄さんのそういう所、私、結構好きだよ」

　そう語ると、笑って……消えていくのだった。

　多分、本気にはされていない。だけど、今どうしても宣言したかったのだ。

「さて、ロリコン。幼女を口説くのが終わったならとっとと行きますよ」

「口説いてねえよ!?」

「あんまり叫ばないで下さい。肋ろつ骨こつが折れているのですから。肺に刺さると私のグサグサよりも痛いですよ」

　一いち之の江えはそんな俺を背後から立たせてくれて、そして背中を押して走りだしてくれる。

「つっ……すまん」

「そういえば、アンタは怪け我が人にんだった！　仕方ないから連れてってあげるわ！」

　そしてスナオちゃんが手を伸ばしてきたので、俺はその手を掴つかむ。

「なあ、スナオちゃん、マリーちゃんは……」

「話は後！　いっくわよー！」

　俺おれの手を握った瞬間、スナオちゃんは一気にスピードアップした。ぐわっ、と走る空気が変わり、引きちぎれるくらいの痛みが腕や胸に走る！

「ぎゃああああ！　腕が、もげる!?」

　その速度は人じん智ちを超えたロアのもので。つまるところ、ただの人間モードの俺おれには到底なんとも出来ないレベルだったわけで。

「あー、これは死んだかもしれませんね、モンジ」

　そんな『やれやれ』という声が背後から聞こえたのだった。



    

  
    
      

◆章後：‥破滅と未来の選択



◆2010-07-12T0:30:00　"The Sea"



　霧が完全に晴れたのは、それから30分くらい過ぎた頃ころだった。

　気が付けばみんなの姿がクルーザーの上にあった。

　ようやく戻って来れたんだなぁ、と気を抜いた瞬間。

　ズキィィ！　と激しい痛みが電流のように走る。

「いででででっ！」

　今まで我慢していた痛みが一気に襲って来て、涙目になった。

「あらら、モンジくん怪け我がしちゃってるのん？」

「こう、色々あったんです」

「舐なめて治してあげよっか？」

「マジですか!?　是ぜ非ひ！」

　先輩の提案に無む理り矢や理り体を起こして食いつく。

「こらっ！　いけません兄さん、絶対安静です!!」

　そして理り亜あに首根っこを掴つかまれて、そのまま甲かん板ぱんの上に倒された。

「まあ、結構な怪け我がなので素直に大人おとなしくした方がいいですよ。キリカさんの治癒魔術でも、そんなにすぐ効き目があるわけではありませんし」

　一いち之の江えはさして心配したような様子は見せなかった。クルーザーに戻って来てすぐに備え付けのデッキチェアーに座り、暇そうにアイスとか食べている。あくまでマイペースなのは相変わらずである。

「んふふっ」

　そして、そんな俺おれたちを、キリカは何な故ぜかニヤニヤ見ていた。その手は俺の胸元に触れ、温かな光を放っている。つまり、今の俺は治療中真っ盛りなのだ。

「まあ、モンジ君と瑞みず江えちゃんのことはさておいて。どんな結末だったの？」

　そして、治療はどうやら片手間でも出来るらしく、そんな質問もしてくる。

「うん？　ああ、スナオちゃんが新必殺技に目覚めて……マリーちゃんをザクザクーっと大量のナイフで殺害してしまった感じで」

「こらこら！　そんな殺人鬼みたいに人聞きの悪い噂うわさ流さないでよ！　ただでさえ、まだ不安定な力なんだから、噂で左右されちゃたまらないわ！」

　スナオちゃんがドリルを揺らしつつ慌てて駆かけ寄よってきた。

「ってか、もうヤシロはいないわよね？」

「まあ、いたとしてもマリーちゃんには手を出さないと思うぜ、もう」

「うん？　ザクザクに殺しちゃったんじゃないの？」

　キリカが目をパチクリとさせる。

「わたしは『赤マント青マント』じゃないもの。だから……じゃーん！」

　スナオちゃんがマントをバサッと翻ひるがえすと。

「え、あ……え？」

　戸と惑まどってキョロキョロしている、マリーちゃんの姿がそこから現れた。

「ナイフが刺さる前に、赤マントの誘拐時空みたいな所に送ってたんだな、やっぱり」

「そりゃあね。わたしは正義の誘拐犯。そっちのメリーズドールとは違うもんっ」

　一之江に対抗心バリバリの視線を送って、スナオちゃんは言い張る。

「へえー、可愛かわいい子だねん」

「あ！　ねえ、シホ。この子、『ルサールカ号』の事件のロアなんだけどね」

「うんうん。よろしくねん、マリーちゃん♪」

　先輩は早速、その柔らかそうな体でぎゅーっとマリーちゃんを抱き締めていた。マリーちゃんも戸惑いながら、でも嬉うれしそうにぎゅうされている。いいなあ。

「シホ、この子の結末、これで変わったよね？」

「うん？　ああ、そういうことなんだね」

　船が沈没して、ルサールカ号に乗船していた人も、誰だれもいなくなった。しかも全すべてが隠いん蔽ぺいされ、事実すらもなくなってしまった、それが彼女のロアだった。だけど、今は――もう違う。『赤マント』によって攫さらわれた結果、マリーちゃんは生き延びたのだから。

「どんな物語の結末がいい？　スナオちゃんが考えていいよん」

　そう、これでマリーちゃん『だけ』は生き延びた物語になったのだ。沈んで破滅する船から、正義の赤マント少女に攫われることで。破滅をもたらす最悪のロアを騙だました形で。

「うーん……やっぱり『悲劇の事件をなぞる』ロアよりも、もっと前向きなロアの方がいいと思うの。だから――」

　スナオちゃんはマリーちゃんの両手をぎゅっと握って。

「『海からの生還者マリン・リバーサー』、みたいな感じで！」

「なるほどねっ！　船の事件での生還者なら、タイタニック号とかの都市伝説があるから、それになぞらえちゃう感じで登録しておくよん」

「お願いね、シホ！」

　――おそらく、これからマリーちゃんのロアは物語の内容が変わるのだろう。

『ルサールカ号』のロア。それは、悲しい事件が起きて、爆発が起きて、乗っていた人たちがみんな消えてしまった恐ろしい事件。だけど、それに乗っていた船長の一人娘だけは生還することが出来た――。

　きっと、そんな物語になるのだ。マリーちゃんのロアはまだ生まれたてだったし、破滅のロアはスナオちゃんが『殺した』形になった。だから、今ここにいる少女は『生き延びた』マリーちゃんそのものの物語なのだ。

　スナオちゃんが見事に『死んだと思ったら生存していたロア』にさせた形。

　これからは……二人がどんな噂うわさを広めていくかにかかっているのかもしれない。まだ安定していない彼女は、すぐに『破滅の水妖精マリー・ルサルカ』にも『海からの生還者』にも、どちらになってしまう可能性があるのだ。だが、二人できっと上う手まくやってくれる……そう思えばそれは、ワクワクするような話だった。

「あ、マリーちゃん。これは持ってきておいたよ」

　俺おれが手を上げると、マリーちゃんはとてとてと寄ってきた。船長室から持ってきておいた、船長とその奥さん、そしてマリーちゃんの写真が入った写真立てを渡す。

「あ……」

　それを受け取ったマリーちゃんは、ポロポロと涙を流した。

　この子はこれから、両親もいない状態で生きていかなければならない。むしろ、その存在は完全に消されてしまっているはずだから、戸籍とかは作らないといけないはずだ。その辺りはきっとキリカや先輩がなんとかしてくれるはずなのだが。

　両親がいないというつらさは、これから俺おれたちが支えないといけない部分である。

「スナオちゃんも先輩も、俺たちもいるからな」

　マリーちゃんがこのまま生きていけるように。俺たちも全力を尽くそう。

　そう心に誓って、俺はマリーちゃんの頭を撫なでた。

「う……ひっく……ありがとう……えっちなお兄ちゃん……」

　感謝の言葉と共に余計な言葉を付け足された。

「って、エッチなって！　兄さん、こんな小さい子に何をしたんですか！」

「してないしてない、マリーちゃんにはしてない！」

「なるほど、やっぱりスナオちゃんにはしたんだね、モンジ君」

「ぎくぅっ」

「ぎくぅってなんですか!?　兄さん、まさかスナオさんに……！」

「し、してない！　俺から能動的には何もしていないって！　い、いでででで、理り亜あ、耳を引っ張らないでくれ！　痛い、痛いっ！」

　そんな俺たちの様子を、音ね央おは呆あきれたように。鳴な央おちゃんは心配そうに。アリサはニヤニヤとしながら。先輩はくすくす笑って。そして一いち之の江えは「ふんっ」とつまらなそうに見てから……小さく、よく見ないと解わからないくらいに微笑ほほえんで。

「あはははは！　ほら、マリー、モンジが変な顔にされてる！　あははは！」

「ふふっ……」

　そしてスナオちゃんとマリーちゃんは。

　まるで彼女たちが抱えた悲劇なんて弾はじき飛ばすかのような明るい表情で。

　二人で顔を見合わせて、ニコニコと笑っていたのだった。



    

  
    
      

◆章外：‥人形の心



◆2010-07-12T0:30:00　"The Sea"

◇View Side：‥Merry's-Doll◇



　モンジたちがワイワイしている姿を、私は他ほかの人にバレないように……安堵の気持ちで眺めていました。皆さんが笑っている。そして、安心して過ごしている。

　それだけでホッとします。

　当然、あの船にあった悲劇などは覆くつがえせるものではありません。マリーさんの救出に関しても、おそらくヤシロさんに『見逃された』というのが正しいのでしょう。

　この結果はまあ、オーライという形に落ち着いたので、スナオさんは賞賛に値するものです。実質、マリーさんをなんとかしたのは彼女なのですから。



　ですが、私の胸はまだ動悸が激しいままでした。

　思い起こせば思い起こすほど、今回は――さり気なく危険度が高かったからです。

　それはひとえに私の油断からくるものでしたが、今思い出しても背筋が寒くなります。

　今が平穏無事に済んでいるとはいえ、やはり心臓の鼓動はまだ速いままでした。

　実は、あの時。



　――きっと、誰だれにも語ることはありませんが。



　モンジはほぼ、死んでいました。



　彼があの海に落ちた時、私は大慌てでその後を追いました。

　普段は彼の背中を軸にした異空間でピンチになるまでのんびりしているのですが、今回はヤシロさんの目を欺く為ためにそこから離れ、船長室に潜伏していたのです。

　おかげでヤシロさんはモンジの背に切り札がいないと思い込んでいましたし、色々な説明もしてくれました。ですが、その代償があのピンチだったかと思うと割に合っていなかったのは否めません。

　巨大なうねりを持つあの渦うずの中は、ロアの力を持った私でさえ厳しいものでした。あの状態のモンジが飛び込むのは、正まさに自殺行為だったのです。

　あそこにあるのは、犠牲者たちの恐怖の念や、諦あきらめの念、苦しみの念などの、圧倒的な絶望でした。そういったものが渦うず巻く水流でもあった為ため『主人公』たる彼の体はそれらをダイレクトに受け止めてしまっていたのです。全すべての人の『念』みたいなものの受け皿、それが『主人公』と呼ばれるロアなのですから。



　正直、私の手は彼に届かず、もう間に合わないとさえ思いました。

　彼の生命がどんどん失われていくのも感じていましたし、彼自身がもう苦しさに諦あきらめていたようにも見えましたから。どんなに私が泳ぎながら手を差し伸べても、気付くことすらなく終わってしまうのが解わかりました。ですが、絶命の一歩手前……という辺りで、何な故ぜか私の手を彼が握ってきました。

　あれは彼の生存本能がなせる技だったのか、運命が彼の死を許さなかったのか、それとも単なる偶然だったのか。

　いずれにせよ私はすぐさま彼を船まで引き上げると、反対側にある客室の廊下からスタッフルームに入り、ずぶ濡ぬれのモンジを船長室に運びました。しかし、ここでまた背筋が寒くなる経験をすることになります。



　――彼はもう息をしておらず、しかも心臓が止まっていました。



　この状態のことを一般的には『死』と呼ぶのですが、彼はそんな中でも私の手を強く握って離しませんでした。だからこそ、そのまま死なせるわけにもいかないと思い、救命措置をすることにしました。

　仕方なく……本当に仕方なく。

　――人工呼吸と、心臓マッサージを行いました。

　幸い、船長室には救命用の器具もいくつかあったので、それを使ってなんとか応急処置が出来ました。彼が口から海水を吐いた頃ころには私が酸欠になりそうなほどでしたが、息を吹き返した時は本当に、へたり込むほど安心したのも覚えています。

　私の勢いのある心臓マッサージのせいで折れてしまった肋ろつ骨こつが気になったので、救命用の器具を使って応急手当をしました。包帯を巻くのに大変手間取りましたが、なんとか全ての処置を終えることが出来。

　さっきまでは苦しそうだった顔が穏やかなものとなっていた時、安堵と共に恐怖が襲いかかってきました。

　震える手と唇くちびるをどちらも抑える為に、そっと唇を指で押さえて。



　――この唇が、彼の――。



　そこまで考えた瞬間に、安堵も恐怖も塗り潰つぶすような感情が胸に押し寄せて来て。





　私は、穏やかに眠るバカのおでこにデコピンを食らわせました。





　私はさっさと部屋の片付けを済ませておきました。私が助けたと思われるのも癪しやくでしたし、何より……その。人工呼吸をしたことだけは絶対に誰だれにも知られたくなんてありません。当然、本人には特に。

　だから、彼が起きた時にはもう私は背中の『異世界』に引きこもることにしました。

　彼は私に……それをされたことを知りません。

　で、あれば……そんなものは、こう……『初めて』に換算しないはずです。



　今は、理り亜あさんに叱しかられて、キリカさんに治療されている彼。

　そんな彼を見て、私はまた無意識のうちに唇くちびるに手を当ててしまいます。

　――すると、なんだかムカムカしてきましたので。



　やっぱり後で、また何本か突き刺しておくことを決意しました。



    

  
    
      
あとがき



　皆さんクンカクンカ（挨あい拶さつ）、サイトウケンジです。

　はじめましての方ははじめまして。普段はこんなことは口走らない紳士なので、ここだけを見て勘違いしないで下さい。『少女の匂においをかぐこと』を『クンカクンカ』と初めて表現した人は凄すごいですよね。こうして日本にはまた新たな言葉が生まれ、そして世界に広がるのです。感かん慨がい深いものですね。とか言っていれば文学紳士っぽく振る舞えると信じていますが、失敗した感も否めない気がしています。



　さて、物語も折り返しです。むしろここからが本編だ！　某大作ＲＰＧの４で言えば、順番に仲間たちの章が終わって、ついに第五章に入ったところだ！　という気分です。ちょっと大げさに言っているので、予定はあくまで予定だと思っていただけると幸いです。後々、もっともっとでっかい話になってしまっていたら『六巻の頃ころはこんなこと言ってたんだなあ、サイトウケンジって。くすくす』と笑って下さい。

　そんなこんなで、もう読んで下さった方も、まだ読んでなくてあとがきから見ている方もご存知の通り、今回はスナオちゃん回です。担当編集の庄しよう司じさんが大好きな、ちょろい元気なロリっ子少女です。性的なものとはまるで縁がないタイプだったので、彼女でどんな爽さわやかな接触をしようか物もの凄すごく悩んで書きましたが、庄司さんのお眼鏡に叶ったようでホッとしている昨今です。なんでも、ちょろっと聞かせて貰もらった人気順位では、従姉妹いとこにして妹キャラの理り亜あが第一位、僅差でキリカ、みたいな形だったそうで。みんな本当に妹キャラ好きですよね。僕もご存知の通り大好きです。順位的には、残念ながらスナオちゃんは下の方でした。ですが、今回の表紙のスク水姿によってより多くのお友達たちが『やっぱり小学生は最高だぜ！』と集まることを期待しています。まあ、スナオちゃんは外見は小学生ですが本当は中学生……というのは些さ細さいな問題でしょう。『○学生』とか書けばどちらか解わかりませんが、なんだか途端にいやらしいですよね。

　そして大きいサイズが大好きな方たちの為ために、口絵では六むつ実み姉妹とキリカがしっとり浴衣ゆかた姿などを披露しています。ついでに胸チラ。女の子たちの浴衣姿というのはどうしてこんなにも扇情的なのでしょうか。僕も大好物なので、思わず『今回は浴衣姿の女の子たちとイチャイチャしまくるだけの話です』という気持ちになってしまいました。

　と、いうわけで今回ですが、本当はオムニバス形式で色々なロアをやっつける話にしようかなー、なんて考えていました。ですが、スナオちゃんの活躍とヤシロちゃんの暗躍をもっとしっかりと書きたくなったので急遽予定を変更。ラスボスはちゃんとおっかないことをしているんだよ！　というのを描きつつ、何気に一いち之の江えの話だったりもしました。

　ちょくちょく感想なんかでも「もっと一之江の出番を！」と言われるのですが、彼女がデレてしまったらこの物語が終わりそうな気がして気が気でありません。



　さて、というわけでお礼のターンです。当然のように最初は相方である涼りよう香かさん。今回はお得意のスク水表紙ということで、僕と庄しよう司じさんも『スジー！』と大喜びでした。人を狂わせる魔性のイラストです。何気に太ももとか体のラインもいやらしいですよね。流石さすがです。これからもバリバリいやらしい絵を描いて我々をブヒブヒさせて下さいブヒ。そして、いつもながら優しく温かい目で見守って下さる担当編集の庄司さん。今回、少しでも恩返し出来たらいいなーと思ってスナオちゃんにクンカクンカでした。僕も書いてて楽しかったです。無防備でちょろい子は可愛かわいいですよね。実際にクンカクンカしたら犯罪になるから気をつけましょうね。これからも作品で、Twitterで、仲良くしてたにはらなつき先生をニヤニヤさせましょう。そしてたにはら先生と言えば『詠う少女の創楽譜フルスコア』雨あめ野の智ち晴はれさん。今後もさりげなく仲良くして下さい。そして『機巧少女マシンドールは傷つかない』の海かい冬とうレイジ先生。ここでさりげなーくお願いしたものに応えてくれてありがとうございました！　大満足でした！　そして、マシンドールの読者さんからも何な故ぜか僕にお礼が来ました。今後も僕や彼らを楽しませて下さいませ！

　今回も『色々』とやって下さったホリマコトさん、本当にありがとうございました。何気に年賀状イラストも貰もらったりして、僕はとても幸せ者です。お体の方、無理しないで下さいね。今後とも是ぜ非ひ是ぜ非ひ宜しくお願いします。

　そしていつものメンバーは割愛。べ、別に、アンタたちを楽しませたいんじゃないんだからね！　とコテコテのツンデレで伝えておきます。



　Twitterやブログ、アンケートなどで感想を下さる皆様、本当の本当にありがとうございます。実はいつも検索してはチラチラ見ていますので、さりげなーく『あー、理り亜あの入浴シーンとか見たいなあ、サイトウケンジさん書いてくれないかなあ（チラチラ）』などと呟つぶやいたりしているのを見てしまったら、うっかり書いてしまうかもしれません。そういうのでなくても、楽しみにして貰っていたり、頑張って下さい、という言葉を貰う度に感涙していますので、今後とも宜しくお願いします。

　他ほかにもドラゴンエイジ連載中の漫画『トリニティセブン』や、ブランド『EX-ONE』の作品の感想もくれる皆様。どちらも全力で頑張ります!!



　何よりも。この本を手に取って楽しんで下さる貴方あなたたちに、特大のありがとうを込めて。

　これからも全力で楽しみながら作っていきますので、そんな僕を見かけたら「あー！　サイトウケンジだー！　ニヤニヤ」と遠巻きにニヤニヤして下さると嬉うれしいです。

　それではまた、怒涛の展開になるであろう７巻で。



２０１２年の寒い日。左足の筋肉痛に苦しみながら。

サイトウケンジ



    

  
    
      　著者

　サイトウケンジ（さいとう・けんじ）

　　ラブ、コメディ、バトルをこよなく愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。

　　ＰＣゲーム、メインライターとしての代表作に『青空の見える丘』『あかね色に染まる坂』『祝福のカンパネラ』『Hyper→Highspeed→Genius』『真夏の夜の雪物語』がある。

　　イケメンとクール娘とお茶目娘さんが大好物。

　　好きな食べ物はハンバーグ。



　イラスト

　涼香（りょうか）

　　東京在住の変態紳士を夢見るイラストレーター兼原画家。

　　代表作は『花×華』（電撃文庫）、『あかね色に染まる坂』『星空へ架かる橋』（ｆｅｎｇ）等。



    

  
    
      １０１番目ハンドレツドワンの百物語６



著者名……サイトウケンジ

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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